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序　　文

加古川市は、播磨平野の東部を流れる大河加古川の恵みにより、古くから人々が暮らす豊かな場所

です。その確かな足跡として、現在でも、先人たちが残してきた多くの文化遺産が市内各所に残され

ています。

その代表的なものに古墳があります。加古川から瀬戸内海を通る水上交通の要衝でもあったこの地

は、畿内へもほど近く、市内には特色ある古墳が数多く存在します。このたび完成した本報告書は、

そうした数ある古墳のうち、国指定史跡に指定されている西条古墳群の中の人塚古墳の発掘調査報告

書です。

加古川市では、貴重な文化遺産である西条古墳群を後世まで大切に保存し、地域の歴史学習の拠点

とするべく、平成６年度に西条古墳群の史跡整備事業を計画いたしました。その後、平成18年度に尼

塚古墳の整備が完了し、平成21年度には行者塚古墳の整備が完了いたしました。

残る人塚古墳については、平成14年度から整備のための範囲確認調査が開始され、断続的に平成25

年度まで実施してきました。また、平成25年度からは調査と並行して整備工事も進めており、今年度

をもってすべての事業が終了いたします。

本書の刊行が、西条古墳群の整備事業のためのみならず、市民の方々にとって郷土の文化財に対す

る理解と認識を深める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書刊行にあたり、ご指導、ご協力を賜りました多くの皆様

に対し厚くお礼申し上げます。

　　平成29年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加古川市教育長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田渕　　博之
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例　　言

・本書は平成20・22・25年度に主な発掘調査を実施した、兵庫県加古川市山手二丁目所在の国指定史

跡西条古墳群中の人塚古墳の調査報告書である。

・この調査は、西条古墳群史跡整備事業の一環として人塚古墳の整備を実施するにあたり、古墳の墳

丘の基礎資料を得るために、加古川市教育委員会が実施した。

・西条古墳群史跡整備事業は、史跡西条古墳群史跡等・登録記念物保存修理事業として、国の国宝重

要文化財等保存整備費補助金、及び兵庫県の文化財保存整備費等補助事業補助金を受けて、加古川

市が主体となって実施している。

・本書で使用した人塚古墳の墳丘測量図は、加古川市史編さん事業において、天理大学高野政昭氏が

中心となって測量・報告されたものである。測量図の原図を提供いただき、トレースして利用した。

高野政昭1996「人塚古墳」『加古川市史』第４巻、史料編（自然・考古・古代・中世編）、加古川市、278-

280頁

・遺構図で使用する座標は、世界測地系に基づき、平成22年度の発掘調査において設定したものを使

用した。本文及び遺構図で使用する標高は、東京湾平均海面（T.P）に基づいている。

・各調査区の位置や場所を示す際には、墳丘の中心からみた方位で示してある。

・北東調査区・北西調査区・南東調査区・南西調査区・周濠北東調査区の土層および出土埴輪・瓦類

の色調については小山正忠・竹原秀雄1987『新版標準土色帳』（農林水産省農林水産技術会議事務局・（財）

日本色彩研究所　色票監修）を用いた。

・遺物については円筒埴輪・朝顔形埴輪、形象埴輪、瓦類のそれぞれに通しの遺物番号を振ってある。

この番号は記述・挿図・図版で共通する。

・本書の執筆者は、山中リュウ、永惠陽子、西村秀子、森内秀造、森永速男、廣田昌幸、原田昌浩、

野田優人、林弘幸、井内紳碁である。編集は、大手前大学・森下章司氏の助言を受けながら、山中・

西村・永惠が中心となっておこなった。発掘調査の体制や整理作業参加者、執筆者についてはⅡに

記してある。

・本書の作成と編集作業において、大手前大学史学研究所研究プロジェクト「古代墳墓の地域的展開

と交流関係の研究」による助力を得た。

・遺構・遺物図の実測者・製図者は目次に示した。

・遺構の写真撮影は各調査の担当者による。遺物は寿福滋氏撮影のものが中心である。円筒埴輪破片・

瓦類は森下氏の撮影による。

・Ⅰは、森下章司・西村秀子（編）2012『加古川市西条古墳群　尼塚古墳』（大手前大学史学研究所）の記述

を元に、新たな調査例・知見を加えたものである。

・本調査でお世話になった方々の芳名はⅡ―３に記してある。

・調査資料・出土品は加古川市教育委員会が保管・管理している。
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Ⅰ　立地と周辺遺跡

1　古墳の立地と環境（図１）

人塚古墳は、加古川市山手二丁目1700-100、103、111に所在する。加古川左岸に近い城山から南に

向かって伸びる台地上に位置する造り出し付円墳（帆立貝式古墳）である。周囲に存在する行者塚古墳（前

方後円墳　墳長99ｍ）、尼塚古墳（造り出し付円墳　墳長51ｍ）を合せて西条古墳群と総称され、昭和48

（1973）年に国指定史跡に指定された。

　西条古墳群の位置する台地は、明石川と加古川の間に広がるいなみの台地の一角をなし、その西縁

にあたる。いなみの台地は、大阪層群を基盤とし、その上部は高位段丘層に覆われている。加古川の

流れはこのいなみの台地の西辺に流域を形成するが、西条古墳群の周辺は、小野市との境界付近から

続く、「狭窄部」（田中1989　59頁）にあたる。南西の日岡丘陵に続くこの狭窄部を経て、下流域に扇状地

状の平野が広がることとなる。

　西条古墳群は、以前には数十基の後期群集墳を含む古墳群であったが、昭和38年度以降の県営住宅

地の造成によってそのほとんどの古墳が消滅した。その中には弥生時代終末期の墳丘墓で内行花文鏡

を出土した西条52号墓も含まれる（西条古墳群発掘調査団2009）。現在では行者塚、人塚、尼塚古墳の３

基のみが残されていることになる。

　人塚古墳のすぐ脇には、西条廃寺が存在する。塔心礎や瓦の散布によって古くから寺院の存在は知

られており、昭和のはじめ頃に考古学界にも報告された。昭和56（1981）年～58（1983）年に発掘調査が

実施され（岡本・西口1985）、平成６（1994）年に史跡公園の整備が完了した。

　このように西条の台地には、大型の古墳、古代寺院など重要な遺跡が集中する。いなみの台地の西

端にあって、加古川の流れを望む位置にある。また周辺には、日岡山古墳群をはじめとして次節で紹

介するように特色ある古墳が分布する。加古川の河口には「鹿子水門」が存在したとされ、また平野の

南寄りには古代山陽道が通る。広い平野と河川、水運・陸運の要衝の地として、古墳時代から東播磨

の中心地であったことが知られる。

2　加古川市域の墳丘墓と古墳群（図２）

加古川流域には、西条古墳群以外にも数多くの古墳が分布することが知られている。下流の加古川

市内にはとくに重要な古墳が存在しており、古墳時代の東播磨において中枢的な地域であったことが

推定される。古墳の分布は時期ごとに中心となる地域に推移がある。

　弥生時代末の墳丘墓とされる西条52号墓は、先にも触れたように西条古墳群の北端近くに位置した。

墳丘については不明な部分が多いが、円丘と突出部からなり、裾に二重の石列がめぐるものと推定さ

れる（西条古墳群発掘調査団2009）。埋葬施設は割石積みの竪穴式石室と報告されているが、副葬品とし

ては中国製の内行花文鏡と鉄剣がみつかった。また加古川右岸の神吉の丘陵上に位置する神吉山５号

墳では列石や出土土器が確認され、弥生時代末の墳丘墓と推定されている。

前期の古墳としては、加古川の右岸に位置する上荘町の丘陵頂部に築かれた、天坊山古墳（上荘町小

野）や長慶寺山古墳群（上荘町薬栗）と、加古川左岸の日岡山に分布する古墳群とが知られている。また

海岸部の平野には聖陵山古墳（野口町長砂）が墳丘の一部を残しており、前方後円墳ないし前方後方墳
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であったと推定されている。出土した銅鏃が保管されている（北山1986）。

　天坊山古墳は、墳丘は明確ではないが径16ｍの円墳とされ、埋葬施設としては２基の竪穴式石室が

存在する。第１主体から中国製の上方作系獣帯鏡、銅鏃、武器、農工具が出土した。第２主体から画

文帯神獣鏡片、管玉、銅鏃、剣、斧がみつかった（松本ほか1970）。長慶寺山古墳群は７基の古墳から

なり、前方後円墳の１号墳（墳長34ｍ）が昭和30（1955）年に調査された。埋葬施設の詳細は不明だが竪

穴式石室の残存と考えられる粘土床状の施設があり、中国製の内行花文鏡、武器・農工具が出土した（西
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谷・太田1996）。このように鏡としては中国鏡を副葬し、三角縁神獣鏡・仿製鏡や腕輪形石製品などを

含まない副葬品の組合せをもつ古墳が、加古川右岸に点在する。

　一方、日岡山ではすくなくとも５基の前方後円墳が確認され、また後期の古墳群も存在する。日岡

丘陵の最高所に位置する日岡陵古墳（加古川町大野　西谷1996a）は稲日太郎姫命（景行天皇皇后）日岡陵に

指定され、播磨国風土記の記事から「褶墓」の名がついた。墳長80ｍの前方後円墳と推定される（櫃本

1994　清喜・横田2012）。そのほかに南大塚古墳（前方後円墳　墳長90ｍ　加古川町大野　高野1996d）、北大

塚古墳（前方後円墳　前方部消失　現存長52.5ｍ　加古川町大野　高野1996e）、勅使塚古墳（前方後円墳　墳

長54.5ｍ　加古川町大野　西谷1996b）、狐塚古墳（現状は円墳　加古川町大野　西谷1996b）、西大塚古墳（前

方後円墳　墳長74ｍ　加古川町大野　高野1996c）、西車塚古墳（円墳　径19～23ｍ　加古川町大野　高野

1996f）、東車塚古墳（消滅　西谷1996c）など大型の古墳が集中して築かれている。正式な発掘調査のお

こなわれたものはなく、詳細の不明な古墳が多い。埋葬施設は南大塚古墳で後円部と前方部の双方か

ら竪穴式石室の一部が確認されている。副葬品としては三角縁神獣鏡・方格Ｔ字文鏡・仿製獣文鏡と

石釧が東車塚古墳（西谷1996c）から出土したほか、仿製三角縁神獣鏡片が南大塚古墳（北山1989）、勅使

塚古墳から出土したと伝えられる仿製三角縁神獣鏡1面（南大塚古墳の出土か）、革綴短甲片（北大塚古墳）

などが断片的に知られる程度である。円筒埴輪も南大塚古墳、北大塚古墳、西大塚古墳で採集されて

いる。古墳の築造順を確定できるような情報は乏しいが、前期を中心とした古墳群と考えられる。

　古墳時代中期前半に西条古墳群に移る。行者塚古墳は平成７（1995）年・８（1996）年の発掘調査の結果、

墳長約99ｍの前方後円墳であることが判明した。後円部３段、前方部３段であり、各斜面に竜山石を

中心とした葺石を施し、平坦面には埴輪列がめぐる。両側のくびれ部と後円部に各２基、計４基の造

り出しをもつ。全面調査された西造り出しは、小斜面によって墳丘本体から区画され、入口部を設け

た方形埴輪列をめぐらす。中央では８個体以上の各種家形埴輪が配置され、その前には食物形と考え

られる土製品、それを載せた笊形土器、高杯などが出土した。また北東造り出しには粘土槨が設けられ、

その上に方形埴輪列と家形埴輪・器財埴輪が配置されていた。後円部頂の埋葬施設は３基の粘土槨で

あることが判明したが内部は未調査である。粘土槨上、墓壙内に埋置された二つの副葬品箱から、中

国製の金銅製帯金具、巴形銅器、朝鮮半島系の馬具、鉄鋌、鉄釜その他の鉄製品が大量に出土した。

埴輪の特徴や副葬品から中期前半に位置づけられる（菱田・高橋ほか1997）。

　今回調査した人塚古墳は、西条廃寺の西に接して位置する。南西に高まりが付属し、帆立貝式古墳

と推定されていた。

　尼塚古墳は平成18（2006）年の発掘調査の結果、墳長51ｍ、円丘部の径45ｍ、高さ６ｍで南側に長

さ７ｍ、幅13ｍ、高さ1.2ｍの造り出しが付属する「帆立貝式古墳」ないし「造り出し付円墳」である

と判明した。円丘部は２段で構成され、上段のみに竜山石と河原石で葺石を施す。第１段平坦面には

円筒埴輪列がめぐる。埴輪の残存状況は良くないが、窖窯焼成であり、調整工具の静止痕が残るもの

も認められた。形象埴輪は造り出し周辺で出土した蓋形埴輪が確認された。

　同じ平成18（2006）年には西条古墳群の東側、いなみの台地上に位置する東沢１号墳が発掘調査され

た。墳丘の北側と上部は削平されていたが、一辺19ｍの方墳であることが判明した（山田清朝編2012）。

東側には造り出しを伴う。周濠をもち、墳丘斜面には葺石を施し、周濠内からは円筒埴輪が出土して

いる。また造り出し周辺からは、須恵器、土師器、小型土製品、韓式系土器、瓦質土器、壺形埴輪、

家形埴輪が出土し、造り出し上での祭祀に関わる遺物と考えられた。須恵器はTK73型式期に位置付け

られている。朝鮮半島と関係する遺物の出土は注目される。

　中期中頃～後期には、加古川右岸の人口湖である平荘湖周辺にめだった古墳が知られている。
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　里古墳（平荘町里）は全長約55ｍの前方後円墳で埴輪列・周濠を備える。加古川市教育委員会による

発掘調査で、後円部頂から同型鏡群の画文帯同向式神獣鏡が出土した。すぐ脇に隣接する西山大塚古

墳（平荘町西山）は帆立貝式古墳の可能性も推定され、さまざまな埴輪・須恵器の出土も知られている（釈

ほか編1976）。

　平荘湖の堤下に埋没した池尻２号墳（平荘町里）は、墳形・埋葬施設については不明な点が多いが、

竪穴式石室ないし竪穴系横口式石室とされ、武器、甲冑、馬具、農工具、須恵器など豊富な副葬品が

出土した（島田・上田ほか1965　置田1996）。馬具には、いわゆる鑣轡を含む。須恵器は陶質土器の可能

性があるとも考えられている。

　現在では平荘湖底に没してしまったカンス塚古墳（平荘町池尻）は、いわゆる帆立貝式古墳で埴輪列

をもつ。埋葬施設は竪穴式石室ないし竪穴系横口式石室で、仿製四獣鏡、金製垂飾付耳飾、玉類、甲冑、

胡籙、鍛冶具・砥石、農工具、須恵器が出土した（喜谷1985　竹谷1996）。須恵器の型式はTK216型式に

比定されている。この時期の出土品としては他に例の少ない精巧な耳飾や鉄器製作に関わる副葬品の

出土から、渡来人と関係する古墳としてとりあげられることが多い。また池尻２号墳とともに棺に鎹

を用いるのも特色である。両古墳の出土遺物については、尼塚古墳の報告において再検討がおこなわ

れた（金澤・藤原2012　川畑・初村2012）。その結果、カンス塚古墳は尼塚古墳と時期が近接し、池尻２

号墳はそれらに後続するものと位置付けられた。

　この地域では中期末～後期の里古墳、西山大塚古墳をもって前方後円墳の築造は停止したものと考

えられ（神野町神野の二塚１・２号墳は横穴式石室を２基もつ前方後円墳の可能性もある）、その後は円墳が中

心となる。なかでも升田山15号墳（東神吉町升田）は全長14.18ｍと大型の横穴式石室をもち、昭和39

（1964）年の調査で、金糸、玉類、金銅製の心葉形杏葉ほかの馬具、三輪玉、刀、鉄鏃、工具、須恵器、

土師器など豊富な副葬品が出土している。６世紀後半に位置づけられる（小田木1996）。池尻16号墳も

全長13ｍあまりの大型の横穴式石室をもつ（山田郁子1996）。

　後期には、横穴式石室を埋葬施設とする古墳群が各地域に展開する。このほか平荘湖のあたりには

平荘湖古墳群と総称される池尻古墳群・叉平新田古墳群が分布した。西条古墳群は横穴式石室墳と木

棺直葬墳からなる群集墳である。このほか後期と推定される古墳群が各地に点在する。

　平成17（2005）年には兵庫県教育委員会の調査により、野口町坂元遺跡から後期の古墳群と埴輪窯が

みつかった。窯では石見型盾形埴輪など形象埴輪を中心に焼成していた（渡辺編2009）。

　また加古川中・下流域は、竜山石製の石棺が多く分布することが知られている。平成22（2010）年段

階で、164例分の資料が確認されている（日本考古学協会2010）。ただし、その多くは古墳から遊離した

もので、石棺仏などに再利用された事例も多い。　

　集落に関しては溝之口遺跡（加古川町溝之口）、砂部遺跡などで、弥生時代から継続する遺跡がみつ

かっている。とくに溝之口遺跡では住居跡から韓式系土器や椀形滓が出土し、渡来人との関わりが注

目されている（浅田ほか1978　岡本ほか1992）。
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Ⅱ　調査の経緯と経過

1　発掘調査と史跡整備の経緯

西条古墳群史跡整備事業　平成６（1994）年に兵庫県指定史跡西条廃寺の整備事業が完了したのち、加

古川市教育委員会は西条古墳群の整備事業を計画した。これらの古墳の周辺は宅地開発が著しく、ま

た、一部に墳丘を削られた古墳も存在した。そこで、市内の文化財をむすぶ「加古川歴史文化ネットワー

ク」中の、古墳・古寺文化ゾーンとしてこの地区を重要遺跡保存地区に認定し、史跡整備の実施が計

画された。

同年には「加古川市西条古墳群史跡整備委員会」が発足し、第１回の委員会が開催された。翌年３月

には、『西条古墳群史跡整備基本計画』が完成し、具体的な整備計画を策定するため、発掘調査によっ

て古墳の基本的な情報を把握することが求められた。

発掘調査　これに基づき、まず行者塚古墳の発掘調査が平成７（1995）年から翌年にかけて発掘調査専

門部会によって実施された。墳丘各地点の調査により、三段築成の墳丘と埴輪列が良好に残っている

ことが確認された。とくに造り出しの機能を考える上で重要な資料が得られ、また金銅製帯金具をは

じめとして、舶来品を多く含む副葬品箱の豊富な出土品も注目された。

行者塚古墳の発掘では大きな成果を挙げられたものの、大量の出土品の整理に時間を要する結果と

なった。平成９（1997）年にその成果の概要をまとめた『行者塚古墳発掘調査概報』を加古川市文化財調

査報告書15として発刊したが、正式報告書の刊行には至っていない。

また同年には大阪府立近つ飛鳥博物館で、平成９年度夏季企画展『古墳の科学捜査　行者塚古墳発

掘展』が開催され、成果の一端が報告された。また、翌年には加古川市教育委員会主催の文化財シン

ポジウム『開かれた古墳時代のタイムカプセル～行者塚古墳の調査から～』が開催された。都出比呂志、

中司照世、千賀久各氏など著名な古墳研究者による研究発表と、発掘を担当した菱田哲郎、高橋克壽、

森下章司、一瀬和夫各氏が報告をおこない、多くの聴衆を集めた。

そうした中で、古墳群の整備事業の進行が求められ、整備計画と関連付けて検討した結果、平成17

年度の事業として尼塚古墳の範囲確認調査が実施された。墳丘各地点の調査により、二段築成の墳丘

と埴輪列が残っていることが確認された（森下・西村編2012）。同古墳は平成19（2007）年に、史跡整備工

事を実施し、自然景観を生かした最小限の工事がおこなわれた。繁茂する樹木の伐採と墳丘の欠損部

分の盛土による補修、墳丘全体へ木製チップを散布して草木の生長を制御し、解説パネルなど説明板

を置く工事がおこなわれた。

平成20（2008）年と21（2009）年には行者塚古墳の整備工事が実施された。発掘調査によって重要な成

果が得られた西造り出しについては、調査成果に基づいて復元整備をおこなったほか、尼塚古墳同様、

樹木の間伐や盛土による補修、エントランスの整備、解説パネルの設置などの工事を進めた。西造り

出しの復元では、斜面に葺石を再現し、平坦面上には埴輪やミニチュア土製品のレプリカを配置し、

造り出しでおこなわれた祭祀の様子を復元展示した。

行者塚古墳の整備工事と並行しながら、人塚古墳についても、墳丘の基本的な情報を得るという目

的に基づいた発掘調査が計画された。すでに、平成15（2003）年には周濠部の部分調査が、平成20（2008）

年には南西側の崖面調査がおこなわれており、それに続くものとして平成21（2009）年に墳丘のトレン

チ調査、平成22（2010）年に南東くびれ部分の調査、平成26（2014）年に南西くびれ部分調査を実施した。
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2　調査前の状況

古墳の現状　西条古墳群の周辺は、昭和38（1963）年にはじまる県営宅地造成工事によって開発が進展

し、景観も大きく変貌した。さらに人塚古墳では、昭和45（1970）年に道路改修のため、突出部が大き

く削平される事態に至る。ただしそれ以外の墳丘と周濠部分は良好に保存されている。

測量調査　人塚古墳をめぐるこれまでの調査活動で本格的なものは、加古川市史編さん事業の一環

としておこなわれた測量調査である。天理大学高野政昭氏を中心に測量図が製作され、市史で報告さ

れた（高野1996）。そこでは墳丘や周濠の状況についても詳しく観察されているので、ここにそのまま

引用させていただく。

墳丘の基底部は南東側が高く、西側が低くなっている。墳丘の等高線はほぼ正円形に近くめぐり、

現状の墳丘裾部の傾斜変換線を基準にすると後円部の直径は約63.5ｍとなり、高さは約11.0ｍとなる。

墳頂部の標高は44.397ｍを測る。墳丘には顕著な段築はみられず、36.00～37.00ｍの等高線付近で墳

丘の傾斜が緩やかとなる。

墳頂部は13×15ｍの範囲が平坦となり、盗掘溝と思われる凹みが、墳頂部から南西方向に続いてい

る。石室や石棺の存在を推定できるような石材は認められず、埋葬主体については不明である。

前方部については削られた墳丘が高さ3.0～3.5ｍの崖となっており、前方部が南西方向に延びてい

たと推定される。墳丘の南側でくびれ部の様子を示すとみられる湾曲した等高線が認められるが、反

対側のくびれ部はよくわからない。前方部の前面は浅い谷地形となっていることから、古墳の築造当

初から、前方部の長さは短いものであったと考えられる。

外部施設としては墳丘東側の裾部に近い36.00ｍの等高線上で、1.0×1.5ｍほどの範囲に葺石が集

中する。葺石の大きさは拳大から人頭大ほどの河原石や角礫で、比較的密集して葺かれている。その他、

墳丘の斜面で葺石と考えられる河原石が散乱する箇所がいくつかみられ、古墳築造当初は墳丘全体を

葺石が覆っていたものと考えられる。また、円筒埴輪の小片が墳丘斜面で採集されている。

周濠は幅15～25ｍあり、北から南東にかけては外堤状の高まりが認められる。墳丘北側には西条廃

寺の基壇面から同一レベルで張り出した矩形の高まりがみられるが、これは後世の土盛りで、古墳築

造当初は周濠がめぐっていたと考えられる。かつては周濠の外側に円筒埴輪列があったと伝えられる。

このように古墳のおおよその形や規模についてはわかっていたものの、正確な墳形、構造、規模、

周濠の有無と形状については不明であった。整備を実施するにあたって、これらの基本情報を発掘調

査によって確認することが必要となった。

3　調査の経過と調査体制

発掘調査の経過　史跡整備事業に関連して加古川市教育委員会が実施した発掘調査は以下の通りであ

る。

平成15（2003）年２月12日～３月31日　　 （平成14年度調査）

	 周濠北東部トレンチ調査実施

平成15（2003）年４月26日～６月20日	� 突出部と円丘部の接合部の地中レーダー探査および電気

探査実施

Ⅱ　調査の経緯と経過



13

調査前の状況
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Ⅱ　調査の経緯と経過

平成20（2008）年３月　　　　　　（平成19年度調査）南西側崖面調査実施

平成21（2009）年２月４日　　　　（平成20年度調査）開始

　　　　　　　２月６日　　　　調査区の設定（南東調査区、北東調査区、北西調査区　周濠北東調査区）

　　　　　　　２月９日　　　　掘削開始

　　　　　　　３月22日　　　　現地説明会開催

　　　　　　　３月23日　　　　埋戻し開始

　　　　　　　３月27日　　　　調査終了

平成22（2010）年９月10日　　　　（平成22年度調査）開始

　　　　　　　９月14日　　　　調査区の設定（南東くびれ部調査区）

　　　　　　　９月15日　　　　掘削開始

平成23（2011）年３月８日　　　　埋戻し開始

　　　　　　　３月９日　　　　調査終了

平成26（2014）年２月17日　　　　（平成25年度調査）開始

　　　　　　　　　　　　　　　調査区の設定、掘削開始（南西調査区）

　　　　　　　２月26日　　　　埋戻し開始、調査終了

発掘調査・整理体制

調査担当：

　　　岡本一士　加古川市教育委員会（平成14年度～22年度調査の総括、平成20年度調査担当）

　　　西川英樹　加古川市教育委員会（平成14年度～22年度調査担当）

　　　永惠陽子　加古川市教育委員会（平成25年度調査担当）

整理作業参加者（50音順　所属は編集・執筆時のもの）：

井内紳碁（立命館大学文学部）　佐藤敦子（加古川市臨時職員） 園原悠斗（立命館大学文学部）　永

惠陽子　西村秀子（大手前大学史学研究所）　野田優人（京都府立大学大学院）　林　弘幸（大手前大

学大学院）　原田昌浩（立命館大学大学院／大阪府教育委員会）　平宮可奈子（加古川市臨時職員）

報告書編集・執筆：

山中リュウ（加古川市教育委員会）　西村秀子　永惠陽子　原田昌浩　野田優人　森内秀造（元

兵庫県教育委員会）　森永速男（兵庫県立大学）　廣田昌幸（兵庫県立大学）　林　弘幸　井内紳碁

　

調査・整備関係者（人塚古墳整備時）：

　西条古墳群史跡整備委員会　

　　　兼本雄三　前田敏郎　高瀬要一　菱田哲郎　森下章司

　兵庫県教育委員会史跡整備担当（年度順）

　　　山本　誠　中村　弘　平田博幸　柏原正民　小川弦太

　加古川市教育委員会文化財調査研究センター

　　　岡本一士　岩坂純一郎　鶴谷　茂　梶浦　匠　宮本佳典　由井　章

　　　西川英樹　山中リュウ　永惠陽子　西森忠幸　本川友子

　加古川市公園緑地課　　　　
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調査の経過と調査体制

　　　田中俊祐　中居久知　矢羽野剛之

　調査支援　安西工業株式会社（平成20年度、22年度、25年度調査）

　測量合成図作成　株式会社大設

指導・協力：

　　　菱田哲郎（京都府立大学）　一瀬和夫（京都橘大学）　森下章司（大手前大学）　魚津知克（大手前大学）

　　　高橋克壽（花園大学）　東方仁史（鳥取県埋蔵文化財センター）　

　　　鐘方正樹（奈良市教育委員会）　怱那敬三（明治大学博物館）　

　　　広瀬和雄（国立歴史民俗博物館）

発掘調査の反省点と整理の経緯　人塚古墳の発掘調査は、史跡整備事業の一環として、範囲確認調査

として複数年に及んだものであるが、結果的に多くの反省すべきことがあった。報告書作成にあたり、

多大なご協力をいただいた執筆者の方々をはじめ、関係者の皆様のご意見を含めて、反省点を整理し

ておきたい。

まず、調査担当者の退職などに伴う担当者の変更があったことや、それに伴う引継ぎの問題があげ

られる。

平成14・19・20・22年度の人塚古墳発掘調査の担当者は、平成25年７月から、急遽、休暇等を経

て退職し不在となり、十分な引継ぎをおこなうことができなかった。これに先立つ平成25年３月には、

発掘調査を含む西条古墳群史跡整備事業を中心に担当してきた職員が定年退職したところであった。

平成25年度の調査については、平成25年12月に埋蔵文化財専門員（嘱託員）を採用し、また、定年

退職していた元職員を一時採用し、発掘調査を実施した。これに引き続き、報告書作成については、

埋蔵文化財専門員（嘱託員）が担当し、現在の執筆者の皆様に協力いただくことになった。なお、この

担当者は平成27年６月からの休暇等を経て退職している。

この時、報告書の作成については、平成27年度に新規採用となった職員（学芸員）に平成27年６月に

引継ぎがおこなわれた。

このように担当者の変更があったことで、調査資料の引継ぎや整理作業の把握について、担当者変

更が無かった場合と比べ、十分であったとは言えず、報告書作成にあたり障害であった。

次に、主に平成14・19・20・22年度の人塚古墳発掘調査担当者が退職したことによることだが、報

告書作成にあたって、調査方針に対して調査方法がどのように反映されたか、調査体制や調査方法を

どのように考えて調査を実施したかなど、記録のほか、直接に当時の担当者から聞き取るなど、細部

を十分に確認することができなかった。

調査方法や記録方法などについては、報告書執筆者・助言者から、部分的に不十分なものがあるこ

との指摘を受けている。具体的には、北東・南東くびれ部調査区の調査結果が墳丘の裾や周濠の底面

を確認したかの判断ができない内容であること、現在残されている記録からは調査時に墳丘の裾や周

濠の底面を確認したかどうか判断できないことなどである。また、葺石の状況などが正確に図化され

ていないため、図化の精度に問題があったこと、調査日誌が引き継がれていないため、調査担当者の

遺構に対する認識を知ることができないことなどがあげられた。

このように、報告書執筆者・助言者からは、遺物や資料整理作業が未着手のものがあるなど不十分

な記録の中での整理作業であったことの厳しい指摘も受けている。
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Ⅱ　調査の経緯と経過

本報告書作成に向けた本格的な整理作業は、埋蔵文化財専門員（嘱託員）が中心となって、平成26年

度から開始された。立命館大学、京都府立大学、大手前大学の考古学専攻大学院生や学生に協力いた

だきながら地道な作業を続けた。さらに、行者塚古墳や尼塚古墳の調査において主導的な立場でご参

加いただいた大手前大学の森下章司教授、行者塚古墳の資料整理を中心になって担当した西村秀子氏

にも援助を要請し、報告書刊行へ向けての整理作業を進めた。

本報告書作成にあたり整理の段階から参画してくれた上記学生諸氏は、献身的な努力を捧げ、本報

告の学術的な水準を高めるのに多大なる貢献をなした。ここに明記して感謝の意を表する。

引用・参考文献

大阪府立近つ飛鳥博物館　1997　『古墳の科学捜査　行者塚古墳発掘展』大阪府立近つ飛鳥博物館図録12

加古川市教育委員会　1998　『文化財シンポジウム「開かれた古墳時代のタイムカプセル」記録集～行者塚古墳の

調査から～』加古川市文化財調査報告16、加古川市教育委員会　

高野政昭　1996　「人塚古墳」『加古川市史』第４巻　史料編（自然・考古・古代・中世編）、加古川市、278-280頁

西谷眞治　1996　「日岡陵古墳」『加古川市史』第４巻　史料編（自然・考古・古代・中世編）、加古川市、238-239頁

菱田哲郎・高橋克壽・森下章司・一瀬和夫ほか　1997　『行者塚古墳発掘調査概報』加古川市文化財調査報告書15、

加古川市教育委員会

森下章司・西村秀子（編）　2012　『加古川市西条古墳群　尼塚古墳』、大手前大学史学研究所
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Ⅲ　調査の成果　

1　調査区の位置と成果の概要（図版１～74　図５）

調査区の設定　主たる調査は平成20年度、平成22年度、平成25年度と３回おこなわれた。ここでは

平成20年度調査を１次調査、平成22年度調査を２次調査、平成25年度調査を３次調査とする。

　１次調査においては墳丘全体の形状と規模、周濠の範囲を確認するため、墳丘中央に仮設定した中

心点から三方向に延びるトレンチ調査区を設けた。それぞれ方位により、北西調査区、北東調査区、

南東調査区と呼ぶ。北東方向で、周濠の外側の肩を検出するために設けた調査区を周濠北東調査区と

する。

　２次調査では、墳丘南東部のくびれ部の形状を明らかにするため、広範囲の調査区を設けた。南東

くびれ部調査区と呼ぶ。

　さらに３次調査として、反対側のくびれ部を確認するため、南西調査区を設定した。

　このほかに平成14年度に、周濠北東部の確認調査をおこなっている（平成14年度調査区）。

　平成15年度には、円丘部と突出部の接合部分の状況を確かめるため、地中レーダー探査と電気探査

をおこなった。

　また平成19年度には、土取りで削られてしまった崖面を精査し、大型突出部の情報を得るため確認

調査を実施した（平成19年度崖面観察調査区）。これらの調査については、８でまとめて報告する。

　調査成果の概要　各調査区の結果から、人塚古墳の全体の形状については以下の点が判明した。各調

査区の成果を記述するにあたり、基本的な部分の形状と名称についてまとめておく。

・墳丘本体は円墳であり、二段築成。下段を第１段、上段を第２段と呼ぶ。各段は斜面と平坦面で構

成される。

・第１段の大部分は地山の成形によるものらしい。斜面に葺石はない。

・第２段斜面は葺石を施す。やや大型の竜山石を基底石とする。

・第１段平坦面には埴輪列がめぐる。ただし埴輪列が残存していたのは南東くびれ部調査区のみ。

・南西方向にのびる前方部状の大型突出部をもつ。

・大型突出部の北側に隣接して小型突出部のあった可能性が高い。

　なお第１段斜面には葺石がなく、墳丘の裾、周濠との境界は明瞭なものではない。墳丘端の位置は、

各調査区とくびれ部の状況を勘案して設定したものである。

調査の問題点　Ⅱでも述べたように、土層図などの記録類に流土・墳丘盛土・地山の区別が記されて

いないため、調査者がどの層の境界を墳丘や周濠の面と認識したのか不明である。図６・９・10・

11・14は整理者が図面や写真を検討した上で想定した墳丘・周濠面を太線で表現している。葺石面以

外の検出面がどのような面であるのかも不明である。以下、これらの問題をもった報告であることを

考慮いただきたいが、表現が煩雑になるのを避けるため、整理者が検討・復元した結果として記述する。

2　北東調査区（１次調査２Tr.　図版３～７・27～32　図６～８）

古墳の主軸上に設けた調査区で、長さ42ｍ、幅２ｍである。樹木の保存のため、墳頂から約17ｍ

部分と19ｍ部分で調査区を左右に振り分けてある。また、調査区の北東部では、検出した窯跡の調査
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Ⅲ　調査の成果
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北東調査区

のため、調査区の北側に拡張部を設けた。

　墳丘部では第１段斜面・平坦面、第２段斜面を確認した。さらに、調査区北東部では、周濠外側の

斜面を利用した窯跡を検出した。

　周濠の外側部分は瓦窯を検出した面で発掘を止めている。下に検討した結果から触れているが、窯

の下半部や灰原層が検出されていないので、周濠の底面までは掘削できていない可能性が高い。他の

部分でも、周濠の底面まで掘削されているかは不明である。

（１）墳　丘（図版３・４・27～32　図６）

第１段斜面・第１段平坦面　この斜面は復元幅で約７ｍ、裾の標高33.3ｍ、高さ（裾の周濠底と第２段

葺石裾との比高差）は約3.9ｍとなる。第２段斜面の裾位置からの傾斜状況からみて、第１段平坦面、

第１段斜面の上半部はほとんど流出したものと考えられる。斜面上に葺石はない。裾はおおむね土層

の傾斜の変換点に想定した。しかし後で述べる周濠外斜面の窯跡の調査と復元結果によると、周濠底

まで掘りきれているかどうか不明であり、明確にはできない。

第２段斜面　第２段斜面下部で長さ４ｍにわたって葺石を検出した。ただし基底石は残存せず、葺石

遺存部の下からは急傾斜の斜面をなす。基底部から第１段平坦面・斜面に至るまで流出したものと理

解される。ただし北西調査区に残存した第２段斜面の基底石下部の標高37.2ｍ、南東くびれ部の第２

段斜面の基底石下部の標高37.3ｍと比較すると、葺石が残存している下端に近い37.2ｍ付近に裾が

あったものとみて矛盾はない。

　葺石に用いられた石の多くは握り拳大くらいの河原石であり、中に数点、人頭大の河原石を含む。

裏込めは見当たらず、墳丘面に直接葺いていたようである。一部に長軸を墳丘に向けて石が並ぶ部分

が見受けられる。あるいはこの部分が本来の葺石の状況を残すもので、そのほかの部分は元の位置か

ら移動したものかもしれない。

周　濠　周濠の外側の斜面を利用して瓦窯が築かれている。そのため調査区内では周濠の外斜面の

詳しい情報は得られない。ただし、外側斜面の上部には地山が続いており、基本的に地山を掘り込ん

で周濠が形づくられたと考えられる。

遺物の出土状況　古墳に伴う出土遺物は埴輪片である。小片が多く、現位置から出土したものはない。

（２）瓦　窯（図版５～７　図７・８・16）

検出状況　周濠の外側傾斜面を利用して構築された半地下天井架構式の窖窯である。検出された部

位は燃焼部および焼成部下半で、焼成部上半は削平されて残存しない。なお、窯体については、現状

保存のため、平面記録と部分的な調査トレンチを設定した補足調査に留められ、内部の調査はおこな

われていない。また、灰原についても周濠埋土層の掘削深度が灰原面まで到達しておらず、検出には

至っていない。

窯体の形状と窯体内埋土　右側壁側では還元層厚５㎝幅の側壁ラインが検出されているのに対して、

左側壁側では酸化面の広がりの範囲からおよその側壁ラインは推定できるものの、右壁のように明確

な還元壁が検出されていない。従って、窯体幅については、検出面での数値であり、必ずしも正確な

数値ではないが、焚口（横断面F-F′）で1.80ｍ、燃焼部（横断面E-E′）で1.75ｍ、焼成部（横断面C-C′）で1.6

ｍとなり、奥にゆくほど少しずつ狭まる窯形状を示す。

窯体内には天井崩落層が堆積する。天井崩落層は青灰色還元層（①）、黄色還元（中性）層（④）、黒褐

色炭化層（18）、被熱赤褐色酸化層（15）、赤褐色土（②）に分かれる。このうち、①・④・⑮は全体で天
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Ⅲ　調査の成果

井壁を構成する一体の層（天井塊）で、青灰色還元層（①）が内壁側、被熱赤褐色酸化層（15）が外壁側と

なり、天井壁全体がそのまま垂直方向に落下した状況を呈している。また、②層は窯壁ブロックを含

んだ焼土を主体とする層で、主に窯体焚口周辺に堆積している。

燃焼部・焚口　天井崩落層の堆積範囲から判断して横断面F-F′ライン付近が焚口と考えられ、この位

置は側壁の残存位置とも一致している。ただし、その側壁残存位置から南に１ｍ程度の範囲で、焼土

層が半楕円状に広がることから、仮設天井をもつ焚口が存在した可能性もある。仮設天井とは製品の

搬入・搬出を容易にするために１回の焼成ごとに架構される天井のことで、窯入れ・窯出し時には撤

去されるので発掘時にはその痕跡を残さないことが多い。ただ、検出時の面精査が不十分なため、焚

口前面の焼土層の広がりの範囲が不明確であるので、ここでは、天井壁が堆積し、側壁が残存する横

断面F-F′付近を焚口とし、以下、記述を進める。

焚口部の側壁の検出高は0.2ｍであるが、トレンチの掘削深度から判断して、実際の側壁高は0.5

ｍ前後と推定される。側壁外側には側壁に平行する長さ0.5ｍ前後、直径２～３㎝の炭化材が検出さ

れている。焚口付近の壁は直接焔にさらされるので最も被熱硬化する部位でもあるが、検出されてい

る側壁はどちらかといえば被熱酸化した赤褐色軟質層で、還元硬化していない。還元硬化面が認めら

れないのは、この検出側壁は架構天井と側壁の架構結合部で、還元硬化した架構天井が落盤したため

に背後の被熱酸化面が露呈したものと思われる。側壁内部で検出されている炭化材は架構天井の骨組

み材であり、側壁の上端が天井部ということになる。

焼成部　窯体右半部の青灰色還元層の広がりは前述のとおり天井内壁側の青灰色還元層（①）が露呈

したものである。図版７－２に見える丸い穴は恐らくはイタチのような小動物が天井落盤層の柔らか

い土の部分を掘って開けたもので、中は大きな空洞となっており、青灰色還元面が床面ではないこと

を示している。また、右側壁際に平瓦が４点、それぞれ２点ずつ横断方向に並んだ状態で検出されて

いる。瓦窯には地山を削り出して瓦を置く段を設けるものと丸瓦や平瓦を利用して段を設けるものが

ある。本窯は後者のタイプで、検出された瓦は製品ではなく、製品瓦を置く段の一部が検出されたも

のと判断してよい。このことは実際に段に利用された痕跡を残す瓦片（図版89－２・７）の出土からも

裏付けられる。

灰　原　周濠内の埋土層の掘削深度は灰原形成層まで達していないので、灰原の状況・広がりにつ

いては一切不明である。

窯体の想定構造　当該調査区では、周濠の確認調査が未了の状態で終了している。周濠の調査が未了

に終わったことは、北側の周濠の状況が把握できなかっただけでなく、瓦窯構造を検討するうえでの

ネックとなっている。すなわち灰原面の検出ができておれば、焚口の高さがほぼ確定できるので、窯

体内部の調査は実施せずともある程度の復元は可能であるからである。そこで、やむを得ず、当該調

査区に最も近い周濠北東調査区の調査結果を利用することによって復元を試みることにした。具体的

には周濠北東調査区の周濠の肩の位置を当該調査区にスライドさせ、土層断面図を重ね合わせること

によって瓦窯構築時の周濠埋土の堆積状況の推察をおこなった（図８）。

　周濠の埋土には瓦窯構築以前の埋土層と瓦窯廃絶後の埋土層の２つが想定されるが、当該調査区と

周濠北東調査区の埋土層（図16参照）の断面図と重ね合わせて、周濠北東調査区の埋土層の５層～８層

を瓦窯廃絶後の堆積土層（埋土層Ａ）、肩側から中央部にかけて斜め堆積した９層以下を瓦窯構築時の

堆積土層（埋土層Ｂ）と判断した。この堆積土層の判断を前提として、焚口から焼成部については埋土

層Ｂおよび周濠肩口の地山をそれぞれ半地下状に掘り下げて構築したと仮定した。そのうえで、焚口

右側壁の傾斜角度（20度）を窯体側壁の傾斜角度として天井の推定ラインを割り出し、焚口の床面高を
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調査トレンチ土層断面の観察結果から33.1ｍとしたうえで、燃焼部長を仮に水平２ｍとして焼成部と

燃焼部との傾斜変換点を決め、この傾斜変換点と窯体削平点を結んで床面の傾斜ラインを割り出して

作成したのが図８の窯体図である。この結果、窯体長は実長で7.5ｍ、排煙口の標高は35.5ｍとなった。

排煙口の推定標高は現高面より約１ｍ高くなるので、周濠の北東側の地表面については少なくとも１

ｍは削平されていることになる。窯体規模の割り出しについては、ほとんどの数値データが推定に基

づくものであるので、必ずしも正確を期しがたいが、一般的に焚口が1.8ｍもある窯跡は７～８ｍの

窯体長を有しているので、7.5ｍという窯体長はほぼ妥当な数値と考える。

3　北西調査区（１次調査３Tr.　図版８・９・33～39　図９）

古墳の主軸上に直交する方向に設けた北西調査区で、長さ36.65ｍ、幅２ｍである。墳頂から10ｍ

地点や16.2ｍ地点、20.6ｍ地点で調査区が一直線のトレンチとはならず、左右に振ってあるのは、樹

木の保存のためである。

墳丘部では第１段斜面、第２段斜面を検出し、また調査区の北西端で周濠の外側の肩を確認した。

第１段斜面　この斜面は現状での幅7.5ｍ、裾の標高33ｍ、高さ（裾の周濠底と第１段平坦面の比高差）

は約4.4ｍ、傾斜角20度をなす。第１段斜面上には葺石はない。斜面中央に石がいくつか出土してい

るが、上部からの転落石と考えられる。

第１段平坦面　平坦面は完全に流出している。

第２段斜面　この斜面は裾から長さ3.3ｍの範囲で葺石を検出した。傾斜角度は27度を測る。裾の

標高は37.4ｍ。葺石の基底石には長さ30㎝前後の竜山石が使用されており、それより上は河原石で

葺いてある。南寄りに大きさの揃った石が縦方向に並んでおり、区画石列らしい。

周　濠　墳丘の裾から周濠外側の肩までの幅は12ｍである。地山の層を掘って形づくられている。

肩から下部までの深さは約0.9ｍとなる。

遺物の出土状況　現位置を保っていた埴輪はない。周濠にあたる範囲において、墳丘から流れ落ちた

多量の埴輪片が出土している。

Ⅲ　調査の成果
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4　南東調査区（１次調査１Tr.　図版10・11・40～50　図10）

古墳の主軸に直交する方向に設けた調査区で、長さ42ｍ、幅２ｍである。墳頂から19.7～21.7ｍ

地点で北側に１ｍ程度調査区をずらしているのは、樹木の伐採を避けるためである。

墳丘部では第１段斜面、第２段斜面を検出し、また調査区の東端で周濠の外側の肩を確認した。本

調査区は、第１段斜面の下部、第２段斜面の葺石、周濠外側の立ち上がり部の遺存状況が良好であり、

他の調査区で検討を進めるうえで基本的な情報を提供してくれる。

第１段斜面・第１段平坦面　標高33.5ｍを墳丘裾と想定し、標高35ｍ付近までなだらかに立ち上がる

斜面は第１段斜面の下部の形状をおおむね残しているものと推定される。傾斜角20度をなす。葺石は

ない。

斜面の上部と第１段平坦面は完全に流出しているものとみられ、第２段斜面葺石の基底石から下方

に急傾斜の斜面が残るのみである。第１段斜面の裾から、第２段斜面裾までの距離は10ｍになる。第

１段斜面下部の傾斜を第２段斜面裾の標高まで延長すると、第１段平坦面の幅は約3.2ｍに復元でき

る。後で触れる南東くびれ部の調査で、第２段斜面裾と埴輪列との距離が約1.6ｍであり、こうして

復元した平坦面の幅と齟齬はない。

第２段斜面　長さ2ｍの範囲で葺石を検出した。上部の葺石は流出している。東側では、竜山石の基

底石が３石検出された。傾斜角度は24～25度を測る。裾の標高は37.1ｍ。

葺石の基底石には、長さ30㎝前後の竜山石が使用されており、それより上は河原石が中心で、とこ

ろどころにやや大型の竜山石がみられる。裏込めはなかったようである。

周　濠　墳丘の裾から周濠外側の肩までの幅は12ｍである。肩から下部までの深さは約1.5ｍとな

る。

遺物の出土状況　この調査区での出土遺物は埴輪片である。周濠にあたる範囲からコンテナ１箱程度

の量が出土している。

　

5　南東くびれ部調査区（２次調査　図版12～20・51～67　図11～13）

人塚古墳は現状で円丘部から南西方向に幅30ｍあまりの突出部上の高まりが伸びていることから、

これを小型の前方部ないし造り出しとみて、帆立貝形古墳ないし造り出し付円墳とされてきた。第２

次調査において、その裾をとらえ、墳丘形態を確認するために設定したのが本調査区である。調査区は、

おおむね長さ45ｍ、幅20ｍである。墳丘部では、第１段平坦面・円筒埴輪列、第２段斜面が確認さ

れている。第１段斜面に葺石はなく、第２段斜面には区画石列を用い、葺石で覆う。

調査の問題点　かなりの面積を掘削しているが、調査は不十分で、墳丘裾をどのように検討、認識し

たのか、調査過程や結果の記録が明確でない。本来の墳丘や周濠底にあたる盛土・地山と流土との区

別が記録されていない。

調査区の南壁沿いに設けられたサブトレンチと調査区中央に位置する深掘区で、裾の状況をとらえ

ようとしたようである。中央の深掘り区は標高35.4ｍから掘り下げ、34.1ｍまで到達している。その

下層の褐色粘土砂層（３層）から大量の埴輪片が出土している。南壁沿いのサブトレンチでも周濠底は

調査区の底くらいまで下がりそうである。したがって、他の部分では流土の上面で調査を止めている

ことになり、裾については平面的には検出できていないことになる。

第１段斜面　上で述べたように、第１段斜面の裾、傾斜などの情報を得ることはできない。葺石が

南東調査区・南東くびれ部調査区
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Ⅲ　調査の成果

ないことは他の調査区と同様である。ただし、全体として南方向に傾斜が続く可能性は高く、形状は

明確でないが、突出部がとりついており、裾が南方に向かって伸びてゆくことは間違いない。

第１段平坦面と埴輪列　第１段平坦面の外側の肩は大きく流出しており、平坦面の現状の幅は、南西

側が2.0ｍ、南東側が0.6ｍである。標高は37.3ｍ。

平坦面上で円筒埴輪列を確認した。西壁から南東方向に続く16本を確認できる。その先の埴輪列は、

平坦面の流出により失われている。第２段斜面裾から円筒埴輪列の中心までは約1.6ｍを測り、他の

調査区の検討結果からも、第１段平坦面の幅は3.2ｍ前後に復元できる。埴輪列は平坦面のほぼ中央

に位置していた可能性が高い。

　埴輪列立面図によると、埴輪列の検出高は標高37.3～37.4ｍである。調査担当者は、第２段斜面検

出裾から続く平坦面の標高が、埴輪列周辺で検出した盛土面の標高より低いことに注目して、埴輪列

周辺のみ盛土をしている可能性を考えていたようだ。また、掘り方の有無を検討したかどうか不明で

ある。埴輪底部の標高は、調査区南東から南西へと緩やかに10cmほどあがる。

　この埴輪列は、第２段斜面裾のラインと並行しながら、突出部の中央近くまで続いていることが確

認できる。後の墳丘復元のところでみるように、第１段平坦面の埴輪列は、くびれて突出部上に続く

のではなく、墳丘の第１段平坦面を一周していた可能性が高い。

　埴輪列の埴輪は、西壁側の円筒埴輪１から順に番号を振り、最南東を円筒埴輪16と呼称する。

　円筒埴輪３の底は、他の埴輪より約10㎝深い位置に据えられる。第１条突帯まで残存する円筒埴輪

６・９の底部高が12.5cm前後であるのに対し、３は18.6㎝と高い。また、円筒埴輪16本の中で最大

の底部径をもつ。周辺に朝顔形埴輪の開口部や頸部の破片がみられることから、朝顔形埴輪の可能性

がある。

　調査区内で出土した16本の埴輪のうち、円筒埴輪３・６・９・13・14・15・16の７本を抜き取り持

ち帰った。そのうち、底部高が確認できる円筒埴輪が３・６・９の３本、それ以外は底部下半が残る

のみである。埴輪列立面図から復元すると、埴輪底部径は、最小は円筒埴輪４の約15cmで最大は円筒

埴輪３の27.0cmとなり差があるが、20㎝前後のものが多い。列をなす埴輪底部の間隔は６～10cm、芯

芯間は約30～35cmである。

第２段斜面　調査区の北側で第２段斜面が検出され、幅約3.4ｍ、長さ約14ｍにわたり、良好に残

る葺石を確認した。傾斜角度は22度を測る。

　斜面裾には、竜山石が基底石として据えられ、それより上は小ぶりの河原石と竜山石を葺いている。

基底石下部の標高は37.3ｍである。基底石から墳丘斜面縦方向に、約６ｍの間隔で区画石列が据えら

れる。調査区内では縦２列を確認した。また、斜面裾より距離約1.8ｍ斜面上方の平行線上に、横方

向の区画石列がわずかにみられる。基底石や区画石列の多くは、30㎝前後の竜山石で、長軸を墳丘斜

面に並行する方向に置かれる。

　北西調査区においても縦方向の区画石列が確認できることから、葺石全体を一定の間隔で放射状に

区画する石列が設置されていたことも想定できる。

　他の調査区同様、裏込めは見当たらず盛土面に直接葺いていたようである。

くびれ部と大型突出部　斜面の流出により、くびれ部・大型突出部の正確な位置や高さは不明だが、

墳丘の第１段斜面が円形に周ることなく、この位置で南側に張り出していたことはほぼ確実である。

また、下部の層から比較的まとまった量の埴輪片が出土していることから、転落した埴輪が集積しや

すい、くびれ部にあたるものとみて矛盾はない。

墳丘で検出した第１段平坦面の標高と、突出部上面のもっとも高い部分の標高はおおむね一致し、
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37.3ｍ前後である。第１段平坦面と突出部上面は同一面で続いていたものと考えられる。ただし現状

では、突出部の上面は先端に向かって大きく流出し、南方向に傾斜する。

周　濠　墳丘の裾から周濠外側の肩までの幅は16ｍである。地山の層を掘って形づくられている。

　肩から下部までの深さは約1.3ｍとなる。

遺物の出土状況　この調査区での出土遺物は、主に埴輪片である。第１段平坦面では先にも触れたよ

うに円筒埴輪列が検出された。埴輪の出土総数はコンテナ13箱分である。

　円筒埴輪と朝顔形埴輪の多くは、第１段平坦面、第２段斜面の葺石上からの出土である。特に第１

段平坦面埴輪列付近からの出土が多い。

　形象埴輪は、家形埴輪、靫形埴輪、盾形埴輪、蓋形埴輪、鶏形埴輪が確認でき、第１段平坦面、く

びれ部からの出土が多い。いずれも小片で、原位置を示すものはないため、大型突出部ないし墳頂か

南東くびれ部調査区

2ｍ0
1:80

図 12　南東くびれ部調査区 (2 次 ) 第 2 段斜面葺石平面図
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図 12　南東くびれ部調査区第２段斜面葺石・円筒埴輪列平面図
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らの転落と考えられる。

　その他に、瓦の小片がわずかではあるが広範囲にわたって出土している。

6　南西調査区（３次調査　図版21・22・68～71　図14・15）　

南東くびれ部調査区の調査結果と対照し、反対側のくびれ部を検出するため、主軸で反転する部分

に調査区を設定した。なお東側くびれ部分のおおよその位置が判明していたことから、最小限の調査
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南西調査区

範囲にとどめたが、後述（40～42頁）のように小型突出部上面を検出したと考えられる。墳丘主軸と直

交する形で西南から東北方向にトレンチを設定した。調査区は２つに分かれているが（第１トレンチ－

1.5ｍ×6ｍ　第２トレンチ－1.5ｍ×10ｍ）、一括して記述する。

斜　面　調査区の東側で、調査区の軸とは斜交する方向で西に向かって傾斜する面を検出した。高

い部分の標高は35.5～35.25ｍ、10度程度の緩やかな傾斜をなす。この面は南東くびれ部調査区で確

認した第１段平坦面よりも低く、第１段斜面の一部を検出したと考えられる。盛土によって成形され

ており、粘性の強い赤褐色粘土層（６層）、明黄褐色の粘土層（７層）がほぼ水平に堆積している状態が

みられた。葺石はみられなかった。　

平坦面　調査区の中央部には幅２ｍ前後の平坦面がある。黄褐色の粘土層で形成される。断割断面

からは、黄褐色粘土層の下に明褐色の層が平行に堆積している状況が確認された。標高は35.0～34.8

ｍである。

埴輪列　平坦面から僅かな傾斜を経て標高34.4～34.0ｍのところで、調査区を斜めに横断する埴輪

列がみつかった。列の主軸はほぼ南北方向に当たる。調査区内で検出した埴輪は５本であり、いずれ

も第１条突帯の高さが揃うことを確認できる。埴輪間には20～30cm程度の隙間がある。

埴輪は地山直上の盛土を布掘りして掘り方を設け、底部部分を埋め込む形で設置されている。掘り

方の幅は約35cm、埴輪の設置されている状況を断割調査で見ると、地山直上の盛土を下部４～５㎝残

して掘り込み、埴輪を設置、埴輪底部から第１条突帯までの半分の高さまで埋める。また、第１条突

帯直下までは別の埋土を用いている。
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埴輪列より西方はおおむね平坦な面が続く。

遺物の出土状況　このトレンチでの出土遺物は埴輪である。埴輪列の５本のほか各所から埴輪片が出

土した。17層からの出土が多い。円筒埴輪が中心だが家形・蓋形などの形象埴輪片を含む。

埴輪片が多く出土した17層直上の16層からは、大型の石も出土している。出土地点は、トレンチ

北西壁より４ｍ地点である。第２段斜面の葺石からの転落と考えられる。
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7　周濠北東調査区（１次調査４tr.　図版72　図16）

　

周濠の外側の肩を確認するため、周濠を横断する方向に設けられた調査区である。長さ11ｍ、幅２

ｍである。調査区の中央付近で地山らしき部分の立ち上がりを確認し、これを周濠の外側斜面と想定

している。底の標高32.7ｍ。立ち上がりの肩からの深さ1.1ｍ。この肩から外に向かって緩やかな傾

斜があることも確認されている。

8　その他の調査（図版73・74　図17～21）

　

本格的な発掘調査に先立って、いくつかの予備的な調査もおこなわれている。

　地中レーダー探査・電気探査（図17・18）　平成15年に墳丘の南西側、円丘部と突出部の接合部分の状

況を確かめるため、桜小路電機有限会社に委託して、地中レーダー探査と電気探査を実施した。以下

に報告書から表現を一部変えて引用する。

　　　〇地中レーダー：

　　　　　地中レーダー（KSD－３AM）光電製作所製　

　　　　　データレコーダ（RD－111T）　ティアック製

　　　〇電気探査法（WENNER法）

　　　　　RM－４抵抗測定器　Geoscan社製

　　　　　多電極切り替え装置　桜小路電機製

　　　　　多電極ケーブ　桜小路電機

　　　　　パーソナル・コンピューター　IBM製

　図17（第１図）は地中レーダー探査によって得られた変化全体図である。基本線は19測線と５ｍ線で

図19　平成14年度調査区（周濠北東部）土層図
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あり、向かい合った下がる変化の中にみられる、短い変化（方形）は石か石に近い堅い物と考えられる。

　図17（第２図）は隣り合う測線の同位置付近、同程度に並ばない変化を削除したもの。向かい合った

下がる変化は堀または溝と思われるが、探査地が傾斜しているため、墳丘とは反対側の傾斜角度は平

らに近いかもしれない。測線上の短い横線は堀または溝の最深部と思われる位置で、これも地表面の

傾斜角度を勘案すると、墳丘とは反対側の傾斜角度は平らに近いものとなるかもしれない。

　測線５～13・17・24にみられる落ち込み状の変化の墳丘側にみられる強い変化（方形）は小石か粘土

の固まったもの、あるいはそれに近いものが埋まっていることを示す。また測線14・15・18～23の落

ち込み状の変化の外に墳丘と反対側に下がる変化が２・３個並んでいるのは、徐々に下がっているこ

とを意味する。

　また同じ場所の電気探査の結果を図18で示す。本来はカラー表示であるが、ここではモノクロで示

す。深度0.5ｍ、1.0ｍ、1.5ｍで円丘部側に高抵抗を示す部分があり、レーダー探査でも確認された

石などの堅い物体があるものと考えられる。

平成14年度調査区（周濠北東部）（図版73　図19）　現況では周濠の北東部に嘴状の突出部があり、これ
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が後世の改変や土盛によるものかどうか確認するため、表土など最小限の掘削で状況を確認した。そ

の結果、後世の土盛ではないことは判明したが、性格は不明である。

　平成19年度崖面観察調査区（図版74　図20・21）　大型突出部は大半が削られており、崖をなしている。

この部分を清掃して、突出部の形状を確認する調査を実施した。検討結果は明確でないが、突出部の

斜面と対応する位置に土層の傾斜が確認された。

9　墳丘の復元（図22）　

　各調査区の調査結果より墳丘の復元を試みる。各調査区で確認した墳丘平面図を配置し、墳丘の復

元を線で示したものが図22である。墳丘の葺石、埴輪列、土層図などから、根拠のある復元を実線で

示し、推定復元を破線で示している。

墳丘部の復元　もっとも基準となる線は、各調査区の第２段斜面葺石の基底石下端である。遺存状況

のよい調査区の基底石下端の標高は、北西調査区37.3～37.4ｍ、南東調査区37.4ｍ、南東くびれ部

調査区37.3～37.4ｍである。この基準点を結ぶと直径41.5ｍの円が復元できる。これはほぼ水平を

保ち、等高線の状況からも、この円の中心を墳丘の中心として矛盾はない。

　次に各調査区の土層図から、第１段斜面裾および第１段平坦面・埴輪列を復元した。どの調査区に

おいても、第１段斜面上半部から第１段平坦面については流出が著しいが、下半部はある程度墳丘の

形状を残しているものとみた。各調査区の第１段斜面は20～25度のゆるやかな傾斜角度をなす。

　第１段斜面裾は、地山のたちあがりがゆるやかで明確な傾斜変換点は決められないが、第２段斜面

葺石裾から外方10ｍの地点に求めた。各調査区の標高は北東調査区33.3ｍ、北西調査区33.1ｍ、南

東調査区33.5ｍとなる。

　残存する第１段斜面下半部から傾斜角度を延長し、第２段斜面裾の標高37.4ｍとの交点を求めると、

第１段平坦面の幅は約3.2ｍと復元できる。南東くびれ部調査区の検出状況より、埴輪列は第２段斜

面裾から1.6ｍ幅の位置に据えられていたことになる。

　第２段斜面の下半は南東くびれ部調査区、および各調査区の葺石から確認できる。上半のほとんど

は流出しているとみられる。はっきりした境界は示せないが、上方の傾斜変換点を結び、墳頂平坦面

を標高43.5ｍ、直径14.5ｍと設定した。

突出部の復元　南東くびれ部調査区および南西調査区の調査より、突出部の復元をおこなった。

　南東くびれ部調査区の項で述べたように、墳丘裾のラインを明確には認定できていない。中央の深

掘り区と南壁のサブトレンチの土層の状況から、南方へ突出部が伸び、そのくびれ部は調査区中央の

位置に当たるものとし、これから先を突出部と推定する。南東くびれ部調査区の等高線の流れと南壁

土層図より、この突出部はわずかに開く形状とした。

南東くびれ部調査区南西壁土層図によると、この大型突出部の上面は、第１段平坦面の標高37.4ｍ

から35.6ｍへゆるやかに下降しているが、これは流出によるもので、本来は大型突出部の上面と墳丘

の第１段平坦面は同じ高さであったと想定される。また第１段平坦面をめぐる埴輪列は37.4ｍの標高

を保ち、突出部の方にくびれず円丘を一周していたことは確実である。突出部上面に埴輪配列があっ

たかどうか不明であるが、南東くびれ部調査区で形象埴輪片の出土が多いことを勘案すると、形象埴

輪が置かれていた可能性はある。

　南西調査区では埴輪列を検出したが、その標高は34.0～34.4ｍであり、墳丘第１段平坦面および大

型突出部上面の標高より約３ｍも低い。墳丘第１段平坦面より一段低いところに、埴輪を並べた施設
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墳丘の復元

平成19年度崖面観察調査区
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があったものと理解できる。また埴輪の底径は20㎝～24cmで、円丘部第１段埴輪列のものと変わらな

いが、埴輪芯芯間が40～43cmで、第１段埴輪列の芯芯間28～34cmと比べてやや疎らに樹立している。

　トレンチの設定位置に問題があって明確にはできないのが残念であるが、大型突出部とは別にもう

ひとつ突出部がここにあったと想定する。南西調査区の埴輪列は、その突出部上面の方形埴輪列の一

部とすると辻褄が合う。南西調査区の南側の標高がゆるやかに標高を増してゆくのは（35.1～36.1ｍ）、

大型突出部へとつながる斜面にあたるものと理解できる。　

また、平成19年度崖面観察調査区の土層では、第２トレンチの南西で標高35.0ｍから南西側に大き

く下がることが確認された。これは大型突出部の北側の斜面を示すものとみる。　

以上のことから、人塚古墳墳丘には規模と高さの異なる２つの突出部があると推定した。

周濠の復元　周濠外側下端は北西調査区傾斜変換点より第２段斜面裾より約20ｍ、周濠外側上端は

南東くびれ部調査区の調査結果より第２段斜面裾より約22ｍ外の位置に設定した。なお周濠の外側か

ら埴輪が出土したとの伝承や、南東調査区で検出された周濠外側の斜面などは外堤の存在を想定させ

るが、今回の調査では確証は得られていない。

復元結果　以上の検討結果から、墳丘各部の大きさは以下のように推定できる。

　　墳　長　　　　　　　　61.5ｍ以上（大型突出部長不明）

　　墳丘径　　　　　　　　61.5ｍ

　　墳丘高　　　　　　　　10.4ｍ

　　第１段高さ　　　　　　4.1ｍ　　

　　第２段径　　　　　　　41.5ｍ　

　　第２段高さ　　　　　　6.1ｍ

　　墳頂部径　　　　　　　14.5ｍ（推定復元）　

　　大型突出部　　　　　　くびれ部幅32ｍ（推定復元）　高さ4.1ｍ

　　小型突出部（造り出し）　 長さ・幅不明　高さ1.2ｍ

　　周濠幅　　　　　　　　10ｍ

　

　人塚古墳の墳丘の特徴は、大小２つの突出部があること、墳丘本体が大型であり、かつ高いこと、

それにともない第１段も高いことがあげられる。
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人塚古墳の発掘調査では、コンテナ約23箱分の遺物が出土した。

もっとも出土量が多いのは南東くびれ部調査区であり、また原位置の埴輪列の円筒埴輪16本も残っ

ていた。南西調査区でも５本分の埴輪列を確認。それ以外の北東・北西・南東調査区では原位置の円

筒埴輪は残っていなかった。またある程度の原形を復元できる個体も出土していない。

前章で検討したように、南東くびれ部調査区の埴輪列は第１段平坦面にめぐらされたものである。

南西調査区の埴輪列は造り出しにともなう可能性が高いものと考える。

また北東調査区の西条廃寺に伴う瓦窯では、９点の瓦片が出土し、またそれ以外の各調査区におい

ても西条廃寺に関係する瓦片が少数出土している。

以下、円筒埴輪・朝顔形埴輪、形象埴輪、瓦類の順に報告する。

円筒埴輪・朝顔形埴輪は調査区ごとに記述する。北東・北西・南東調査区は総量が少なく、小片が

多いため、まとめて報告する。次に、南東くびれ部調査区、南西調査区の順に述べる。

形象埴輪については総量がきわめて少なく、小片が大半を占めるため、全調査区の出土品を一括し

て、種類ごとに記述を進める。

瓦は北東調査区の周濠部分で検出した窯跡検出面出土資料を中心に報告する。

1　円筒埴輪・朝顔形埴輪（図版24・25・75～82　図24～30　表１）　

（１）北東・北西・南東調査区の埴輪（図版75・76　図24・25）

北西調査区が最も出土数が多く、その他の調査区はコンテナ１箱分である。

円筒埴輪　１～３は口縁部の破片。１は口縁部径30㎝に復元できる。２次調整ヨコハケを施した後、

上部の内外面に横ナデを加えてゆるやかに外反させ、さらに口縁端部と上面にナデで面をつける。２・

３も２次調整ヨコハケがみられ、端部の形態も１と同様であるが、２は端部外面のナデが弱く、突出

度も小さい。３も端部は弱いナデを施す。

４～９は突帯のある胴部の破片である。突帯間隔を計測できる個体はない。突帯幅が広く、断面台

形状を呈するもの（４～７）とそれより幅がやや狭いもの（８・９）がある。４は円形の透し孔の一部が

残る。外面調整は２次調整ヨコハケを施す。内面調整にはタテハケが認められる。５は２次調整ヨコ

ハケがみられる。６は突帯上辺に、突帯間隔設定のためのＬ字状工具の下端が当たった跡が角状に残

る。２次調整ヨコハケの重なりが見える。７は外面に２次調整ヨコハケがみられる。突帯は断面台形

状を呈する。以上の５～７は黒斑が付着している。８は胴部径27～28㎝に復元できる。突帯上辺から

下の段の破片残存部まで10㎝を測り、突帯間隔が10㎝以上であったことを示す。外面に２次調整ヨ

コハケが残存し、内面調整にタテハケを施す。９は胴部径21～23㎝に復元できる。外面２次調整は切

り合いがあり、工具を器面に複数回当てている。

10～14は突帯が剥離している部分の破片である。10は突帯間隔設定技法の凹線と、その上に貼り付

けられた棒状と半円状の粘土塊が観察できる。外面には２次調整ヨコハケを施す。内面にはタテハケ

がみられる。11・12・14も同様に１次調整タテハケを切って巡らされた突帯間隔設定技法の凹線と、

その上に貼り付けられた棒状の粘土塊がみられる。13は２次調整ヨコハケを施し、赤色顔料が残存す

る。
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15は、ヘラ記号の一部と思われる斜めの線刻が確認できる破片である。調整は内外ともにタテハケ

を施す。

16～18は底部である。16は径が22～23㎝に復元できる。２枚の粘土板を合わせて基部を成形して

おり、その部分に剥離が生じている。17・18も同様である。いずれもナデによって、調整がなされて

いる。

朝顔形埴輪　19は口縁部の破片。外面はタテハケのち幅広くナデを施し、さらに端部と外面をナデ

て下方に小さな突出を作り出す。

20～22は１次口縁部と２次口縁部の接合部を含む破片。屈曲部に突帯のないもの（20）とあるもの（21・

22）とに分けられる。21と22は１次口縁端部の上に２次口縁部を積んだのち、屈曲部となった１次口

縁端部の外面に突帯を貼り付ける。22は剥離部にそうした痕跡がよく観察できる。

23は頸部である。断面台形の頸部突帯をもつ。全体的にナデ調整が確認できる。

24は肩部である。断面台形の頸部突帯を巡らす。内面調整にヨコハケがみられる。

（２）南東くびれ部調査区の埴輪（図版77～80　図26～28・30）

出土総量はコンテナ13箱分である。円筒埴輪・朝顔形埴輪は、埴輪列を含む第１段平坦面、第２段

斜面の葺石上などからみつかっている。第２段斜面から出土した埴輪片は、墳頂部から転落した埴輪

の可能性があるが、特徴に明確なまとまりは認められなかった。

円筒埴輪　25～31は口縁部の破片。25～28は口縁が外反し、外面端部にナデで面をつける。25は外

面１次調整タテハケののち２次調整ヨコハケを施し、内外面にヨコナデを施して外反させ、上面と端

部にナデを加え、端部にもわずかな面をつける。内面調整にはハケメがみられる。26～28も25と同様

の形態・調整である。29と30は端部をつまむようにして外方へやや曲げる。29は２次調整ヨコハケ

円筒埴輪・朝顔形埴輪
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円筒埴輪・朝顔形埴輪
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が確認できる。黒斑が付着する。31は外面端部の屈曲がさらに大きい。ヨコハケがみえる。円筒埴輪

以外の器種の口縁部の可能性もある。

32～41は胴部の破片。32～34は断面台形状の突帯をもつ。32は胴部径21～23㎝に復原できる。円

形の透し孔をもつ。外面は２次調整ヨコハケを施す。透し孔の右上に刻線があるが、本来のものでは

ないとみられる。33も円形の透し孔の一部が残る。外面には２次調整ヨコハケを施す。内面には、タ

テハケがみられる。透し孔の右下の刻線も本来のものとは思えない。34と35は突帯の上面にＬ字形の

突帯間隔設定工具の下端が当たった跡をよく残す。34は突帯剥離面に突帯間隔設定技法の凹線がみら

れる。外面は２次調整ヨコハケを施す。ヨコハケには重なりがある。35は突帯幅が広い形態とみられる。

外面に２次調整ヨコハケがあり、黒斑が全面に付着する。赤色顔料も広く付いている。36は２次調整

ヨコハケを施し、内面にはタテハケがみられる。

37～40は突帯の幅が狭く、高く突出する一群である。37は円形の透し孔の一部が残る。磨滅が著し

く調整は確認できない。38は２次調整ヨコハケを施す。ヘラ記号の２本の線刻が一部ある。39は２次

調整ヨコハケがみられる。内面調整にもハケを使用する。40は調整不明だが、幅の狭い突帯をもつ。

突帯剥離面に、突帯間隔設定技法の凹線が確認できる。

41は突帯の断面形が小さな三角形状に突出するもので、円筒埴輪以外の器種の可能性がある。

42・43は、突帯間隔設定技法が確認できる破片である。42の突帯剥離面には、突帯間隔設定技法の

凹線とその上に貼り付けられた棒状粘土塊がみられる。43は剥離面に１次調整タテハケを横切る突帯

間隔設定技法の凹線が確認できる。外面調整は、２次調整ヨコハケがみられる。内面調整にはハケメ

がある。
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44～52は胴部の破片。44～50は外面に２次調整ヨコハケを施す。中にはハケメの重なりが確認でき

るものもある。黒斑が46・47・49に付着。赤色顔料が44・46・47で確認できる。50は斜めの線刻が

施されている。

51・52は１次調整タテハケのみが確認される。51には突帯調整に伴うヨコナデがみえる。52は内面

調整にタテハケとナデを施す。52は黒斑が付着。

53～60は底部である。第１段平坦面埴輪列と付近から出土した個体。第１条突帯部分まで残ってい

るのは53（円筒埴輪３）、55（円筒埴輪９）の２個体と、突帯剥離面が残存している54（円筒埴輪６）がある。

53（円筒埴輪３）は第１条突帯の高さまで残存している。平面形は楕円を呈しており（図30）、長径

27.0cm、短径23.5cmを測る。底部高18.6cm。突帯はやや幅広である。外面調整は風化により不明、内

面調整はわずかにタテハケが確認される。

54（円筒埴輪６）は、突帯が残存していないが、突帯剥離面が残る。底部径19.0cm、突帯剥離面から

推測するに、底部高はおおよそ12.5cmを測る。内外ともに風化しており、調整は不明である。黒斑付

着。

55（円筒埴輪９）は、第１条突帯が残存する。底部径19.7cm、底部高12.5cmを測る。外面調整は風化

により不明瞭であるが、わずかにタテハケがみられる。内面調整は風化が著しく不明。基部の高さは

2.5cmである。底部は上方へ向かって外へ広がる特徴をもつ。

56（円筒埴輪13）は底部径22.0cm、残存高11cmを測る。外面調整は２次調整のヨコハケが確認できる。

ハケメの残存幅は４cmである。内面調整は一部タテハケが確認されるが、大部分はナデである。底面

には、木目圧痕と基部の粘土帯接合痕を確認できる（図30）。黒斑がある。

図29　円筒埴輪（6）南西調査区出土の円筒・朝顔形埴輪
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57（円筒埴輪14）は底部径21.0cm、残存高８cmを測る。外面調整は風化により不明、一部底部付近に

指オサエがある。内面調整は右上へのナナメ方向のナデが確認できる。底部から４cmの位置に黒斑が

ある。

58（円筒埴輪15）は底部径22.0cm、残存高７cm。外面調整はタテハケ、内面調整にもタテハケが確認

できる。粘土紐の接合痕跡が、底部から4.5cmの高さで確認できる。底面に木目圧痕も確認できる（図

30）。

59（円筒埴輪16）は底部径22.5cm、残存高５cm。外面調整はタテハケ、内面調整にも一部タテハケが

みられる。

60は、底部径20～28㎝に復元でき、残存高6.5㎝。磨滅により調整は確認できない。２枚の粘土板

を合せて基部を形作っていることがよく分かる。

朝顔形埴輪　61は口縁部。口縁端部下にナデを加えている。外面にはヨコハケがみえる。

62～64は１次・２次口縁の接合部の破片。62は最大径40～41㎝に復元できる。１次口縁部の上面

に刻みを入れた後、２次口縁部を積み、屈曲部をつくり、その端に突帯を巡らす。63・64も同様のつ

くりとみられる。外面調整は不明だが、内面調整にヨコハケが確認できる。63の外面には赤色顔料が

付着する。64は内面に１次口縁部と２次口縁部の接合面がよくみえる。突帯の幅が狭い。外面調整に

タテハケ、内面調整にヨコハケとナナメハケが施されているのが確認できる。

65～67は頸部の破片。65・66は第２段斜面葺石上で出土しており、墳頂部にあった可能性が高い。

頸部に断面三角形の突帯を巡らす。65の頸部径は12～13㎝、66は９～10㎝に復元できる。67は第１

段平坦面からの出土。断面台形の突帯を持つ。頸部径は14～15㎝に復元できる。
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表１　円筒埴輪・朝顔形埴輪観察表

挿図番号 調査区
器種 部位 法量 (cm)

調整
赤 

彩

色調（表） 

色調（裏）

胎土(㎜ )
備考図版番号 出土位置

外面 内面 粗密 石英 長石 チャート 赤色粒 その他
遺物番号 層位
24 北西

円筒 口縁部 口径〈30〉
2次ヨコハケ 

ナデ
ナデ

にぶい橙 

浅黄橙
密 1 1～375 第 1 区周濠

1 最下層
24 北西

円筒 口縁部
2次ヨコハケ 

ナデ
ナデ

にぶい橙　黒斑 

にぶい橙

やや 

密
1 175 第 1 区周濠

2 底面
24 北西

円筒 口縁部
2次ヨコハケ　 

ナデ
ナデ

にぶい橙 

にぶい橙
密 1 1～275 周濠

3 最下層
24 北東

円筒 胴部 2次ヨコハケ
タテハケ　　

ナデ

にぶい橙 

にぶい橙

やや 

粗
1 1～275 第 1 区墳丘

4 2 層
24 北西

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
黒斑 

にぶい橙

やや 

粗
1 1～275 第 1 区周濠

5 底面
24 北西

円筒 胴部 2次ヨコハケ
黒斑 

にぶい橙

やや 

粗
1 175 周濠

6 最下層
24 北西

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
にぶい橙　黒斑 

にぶい橙

やや 

密
1～275 第 1 区周濠

7 最下層
24 北西

円筒 胴部
胴部径　　　

〈27～28〉
2次ヨコハケ ハケ

にぶい橙 

にぶい橙
密 1 175 第 1 区周濠

8 最下層
24 北西

円筒 胴部
胴部径 

〈21～23〉
2次ヨコハケ ナデ

橙 

橙

やや 

密
1～2 1～275 第 1 区周濠

9 底面
24 北西

円筒 胴部 2次ヨコハケ タテハケ
にぶい橙 

にぶい橙

やや 

密
1～375 第 1 区周濠

10 最下層
24 北西

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
にぶい橙 

橙
密 1 175 第 1 区周濠

11 最下層
24 北東

円筒 胴部
にぶい橙 

橙

やや 

密
1～275 葺石列

12
24 北西

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ ○
黒斑 

橙
密 1 175 第 1 区周濠

13 底面
24 北東

円筒 胴部
にぶい橙 

にぶい橙

やや 

密
1 1～375 葺石列

14
24 北西

円筒 胴部 タテハケ
タテハケ　　

ナデ

黒斑 

黄橙

やや 

密
1 1

ヘラ 

記号
75 第 1 区周濠
15 底面
24 北西

円筒 底部
底部径 

〈22～23〉
ナデ ナデ

にぶい橙 

にぶい橙

やや 

粗
1～4 1～375 第 1 区墳丘側

16 埋土
25 北西

円筒 底部 ナデ ナデ
にぶい橙 

にぶい橙

やや 

粗
1～4 1～376 葺き石にかむ ?ハニワ

17
25 南東

円筒 底部 ナデ ナデ
橙 

橙

やや 

粗
1 1～676 墳丘斜面

18 埋土
25 北西

朝顔 口縁部
タテハケ　 

ナデ
ナデ

にぶい橙 

橙
密 1～2 1

３片有 
図版
76-19-1
実測

76 第 1 区周濠
19 底面
25 北西

朝顔 口縁部
タテハケ　 

ナデ
ナデ

にぶい橙 

にぶい橙
密 1～2 176 第 1 区周濠

20 底面
25 南東

朝顔 口縁部 ナデ
にぶい橙 

にぶい橙
密 1 1～376 墳丘斜面

21 埋土
25 北西

朝顔 口縁部 ナデ ナデ
にぶい橙 

にぶい橙

やや 

密
1 1～376 第 1 区周濠

22 最下層
25 北西

朝顔 頸部 ナデ ナデ
にぶい橙 

橙
密 1 1～376 第 1 区周濠

23 最下層
25 北西

朝顔 肩部 ナデ ヨコハケ
にぶい橙 

にぶい橙
密 1 176 第 1 区周濠

24 底面
26 南東くびれ部

円筒 口縁部
2次ヨコハケ 

ナデ

タテハケ 

ナデ

橙 

にぶい橙
密 2 1 1～377 ハニワ 6

25
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挿図番号 調査区
器種 部位 法量 (cm)

調整
赤 

彩

色調（表） 

色調（裏）

胎土(㎜ )
備考図版番号 出土位置

外面 内面 粗密 石英 長石 チャート 赤色粒 その他
遺物番号 層位
26 南東くびれ部

円筒 口縁部 2次ヨコハケ ヨコハケ
橙 

褐灰

やや 

粗
1～2 177 周濠

26 中層
26 南東くびれ部

円筒 口縁部 ナデ ナデ
橙 

橙
密 2 1 1～377 ハニワ 6

27
26 南東くびれ部

円筒 口縁部 ナデ ナデ
橙 

橙
密 1 1 1～577 ハニワ 6

28
26 南東くびれ部

円筒 口縁部
2次ヨコハケ　 

ナデ
ナデ

灰白　黒斑 

浅黄橙
密 1 1～277 ハニワ列 6

29
26 南東くびれ部

円筒 口縁部
タテハケ 

ナデ
ナデ

にぶい橙 

にぶい橙
密 177 1Ab 区

30 テラス直上
26 南東くびれ部

円筒 口縁部 ヨコハケ ナデ
橙 

にぶい橙

やや 

密
1 1～377

31 下層
26 南東くびれ部

円筒 胴部
胴径 

〈21～23〉
2次ヨコハケ ナデ

橙 

橙

やや 

粗
4 1～2 1～777 1Ab 区

32 テラス直上
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ
タテハケ　　

ナデ

にぶい橙 

橙
密 1～377 ハニワ 1より東側

33
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
にぶい橙 

にぶい橙

やや 

密
1 1～577 ハニワ 6

34
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ ○
灰白　黒斑 

にぶい橙
密 1 1～377 A1a 区調査区西端付近

35 テラス上埋土
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ
タテハケ　　

ナデ

黒斑 

褐灰

やや 

粗
1 1～577

36 下層
26 南東くびれ部

円筒 胴部 ナデ
灰白 

橙
密 1 1～278

37 下層
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
橙 

にぶい橙

やや　　　　

粗
1 1～4

ヘラ 

記号
78 周濠
38 埋土中層
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ハケ
橙 

橙
密 1 1～578 Ⅰ Ab 区

39 テラス面直上
26 南東くびれ部

円筒 胴部 ナデ
橙 

橙
密 1 178 A1a 区テラス上埋土

40 及び葺石検出面下部
26 南東くびれ部

円筒 胴部 ナデ
橙 

橙
密 1 1～278 ハニワ 1付近

41
26 南東くびれ部

円筒 胴部 ナデ
にぶい橙 

橙
密 1 1～278 D 区

42 上層
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ハケ
灰白　黒斑 

にぶい橙

やや 

粗
1 1～278 周濠

43 中層
26 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ ○
橙 

橙

やや 

密
1 1～278 1A 区テラス上ハニワ 1より

44 東側
27 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
橙 

橙

やや 

密
1～2 1～378 ハニワ 6

45
27 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ ○
灰白　黒斑 

にぶい橙
密 1 1～278 周濠

46 埋土中層
27 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ ○
灰白　黒斑 

橙
密 3 1 178 B1区・ 2号

47
27 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
にぶい橙 

橙
密 1～2 178 1A 区テラス上ハニワ 1より

48 東側
27 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
灰白　黒斑 

にぶい橙
密 178 ハニワ列 6～ 9

49
27 南東くびれ部

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
橙 

にぶい橙

やや 

密
1～2 1～8

ヘラ 

記号
78 テラス上ハニワ 1～ 4
50
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挿図番号 調査区
器種 部位 法量 (cm)

調整
赤 

彩

色調（表） 

色調（裏）

胎土(㎜ )
備考図版番号 出土位置

外面 内面 粗密 石英 長石 チャート 赤色粒 その他
遺物番号 層位
27 南東くびれ部

円筒 胴部 タテハケ ナデ
橙 

にぶい橙

やや 

密
1 1～278 A1b 区

51 テラス直上
27 南東くびれ部

円筒 胴部 タテハケ
タテハケ　　

ナデ

黒斑 

褐灰
密 1 178 周濠

52 中層
27 南東くびれ部

円筒 底部
底部径23.5～27.0　　　　　

底部高18.6　　

ナデ 

タテハケ

にぶい橙～褐灰 

にぶい橙
密 1 1 1～8

円筒
埴輪 
3

79 ハニワ 3
53
27 南東くびれ部

円筒 底部
底部径19.0　　　

底部高〈12.5〉

にぶい橙　黒斑 

にぶい橙

やや 

密
1～2 1～8

円筒
埴輪 
6

79 ハニワ 6
54
27 南東くびれ部

円筒 底部
底部径19.7　　

底部高12.5
タテハケ

にぶい橙 

にぶい橙
密 1～3 1～12

円筒
埴輪 
9

79 ハニワ 9
55
27 南東くびれ部

円筒 底部 底部径22.0 2次ヨコハケ タテハケ
橙　黒斑 

橙
密 1 1～4

円筒
埴輪
13

79 ハニワ13
56
27 南東くびれ部

円筒 底部 底部径21.0　　　　 ナデ
橙～褐灰　黒斑 

橙

やや 

密
1 1～10

円筒
埴輪
14

79 ハニワ14
57
27 南東くびれ部

円筒 底部 底部径22.0　　タテハケ
タテハケ

ナデ

橙　黒斑 

橙

やや 

密
1 1～8

円筒
埴輪
15

79 ハニワ15
58
27 南東くびれ部

円筒 底部 底部径22.5 タテハケ タテハケ
橙 

橙
やや密 1 1～4

円筒
埴輪
16

79 ハニワ16
59
27 南東くびれ部

円筒 底部 ナデ
にぶい橙 

にぶい橙
密 1 1～379 円筒ハニワ 1付近

60
28 南東くびれ部

朝顔 口縁部
ヨコハケ　 

ナデ
ナデ

にぶい橙 

橙
密 180 1Ab 区

61 テラス直上
28 南東くびれ部

朝顔 口縁部
最大径 

〈40～41〉
ハケ

にぶい橙 

にぶい橙

やや 

密
180 1Ab 区

62 テラス直上
28 南東くびれ部

朝顔 口縁部 ヨコハケ ナデ ○
褐灰　黒斑 

にぶい橙
密 1～380 A1a 区調査区西端付近

63 テラス上埋土
28 南東くびれ部

朝顔 口縁部
タテハケ　　　　

ナデ　
ハケ

橙 

橙

やや 

密
1 1～280 1Ab 区テラス上ハニワ 1より

64 東側
28 南東くびれ部

朝顔 頸部
頸部径 

〈12～13〉
ナデ

にぶい橙 

橙
密 1 1～380 葺石検出面

65 中～下部
28 南東くびれ部

朝顔 頸部
頸部径 

〈 9～10〉
ナデ ナデ

にぶい橙 

にぶい橙
密 1～280 葺石検出面

66 中～下部
28 南東くびれ部

朝顔 頸部
頸部径 

〈14～15〉
ナデ ナデ

にぶい橙 

橙

やや 

密
1 180 周濠

67 中層
29 南西

円筒 底部～3段
底部径19.2～20.5　　　　　
底部高16.2　　
突帯間隔12.5

1段・ナナメハケ 
2段・2次ヨコハケ 
3段・2次ヨコハケ

ナデ 

タテハケ

にぶい橙　黒斑 

にぶい橙
密 1 1～881 ハニワ 2

68
29 南西

円筒 胴部
胴径 

〈23～24〉
2次ヨコハケ ナデ

にぶい橙 

にぶい橙

やや 

粗
1～881 2 トレンチ

69
29 南西

円筒 胴部 ナデ
橙 

にぶい橙
密 1 1～481 2 トレンチ

70
29 南西

円筒 胴部
橙 

にぶい橙

やや 

粗
181 2 トレンチ

71
29 南西

円筒 胴部 2次ヨコハケ ナデ
にぶい橙 

にぶい橙

やや 

密
1～581 2 トレンチ

72
29 南西

朝顔 肩部 ヨコハケ ナデ
にぶい橙　黒斑 

橙

やや 

粗
1 181 2 トレンチテラス

73

「出土位置」「層位」は調査時の取り上げ表記をそのまま記した。法量の〈〉内の数値は復元数値である。
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（３）南西調査区の埴輪（図版81　図29）

出土総量はコンテナ１箱分である。５本の円筒埴輪からなる円筒埴輪列が確認されたが、取り上げ

たのは１本である。

円筒埴輪　68は２条３段以上の段構成をとり、底部からほぼまっすぐ上に立ち上がる器形を示す。

底部径19.2～20.5cm、底部高は16.2cm、第２段の突帯間隔12.5cmを測る。突帯は台形だがやや低い。

透し孔は円形を呈し、第２段目の対向する位置に２箇所ある。直径７cm前後で、第１条突帯に近い位

置にある。外面調整は１次調整に底部はナナメハケ、第２段目にはタテハケがみられる。２次調整は

底部には確認できず、２段目に施されたヨコハケは重なりも認められるが、おおむね突帯間の幅に近

いヨコハケを巡らしているようである。内面調整は一部タテハケがみられるが、ナデが主体であり、

ナデ消されずに残った粘土紐の接合痕がめだつ。第２段目に縦に細長い黒斑が残存する。

69～72は胴部の破片である。いずれも断面台形の突帯をもつ。69は径23～24㎝に復元できる。外

面は１次タテハケののちに２次ヨコハケを巡らす。70は円形の透し孔の一部がある。調整は不明。71

も全体的に磨耗していて、調整が確認できない。72では、外面にヨコハケが確認できる。

朝顔形埴輪　73は朝顔形埴輪の肩部。外面調整にヨコハケが見える。

（４）円筒埴輪・朝顔形埴輪の特徴と分類

以下、円筒埴輪・朝顔形埴輪の特徴をまとめる。

もっとも残りのよい個体は、南西調査区出土の第３段まで残存する個体である（68）。その他は南東

くびれ部調査区から出土した底部以外、すべて破片資料である。

底部の形態には、底部下方の器壁が厚く、上方にいくに従って、外側に緩やかに開くもの（55）と器

壁がやや薄く、幅は一定で直立する形態のもの（53・54・56～59・68）とがある。

底部径は19～20cm（54・55・68）、22cm前後（56～59）、27cm前後（53）のものがある。底部高は、12.5

～13cm（54・55）、16.2cm（68）、18.2～18.7cm（53）がある。

基部の成形は粘土板を用いていることが、底面や底部の接合痕から確認できる。観察できたもので

は、基部の高さは２～５cmのものが多い。粘土板を２枚重ね、基部を成形した痕跡がわかるものもあ

る（16～18・60）。底面に木目圧痕が観察できるものがある（56・58）。

突帯形状は断面形態から３つに分けられる。やや幅広で台形を呈しているもの（４～７・32～36・53・

68～72）、幅が狭いもの（８・９・37～40・55）、突帯端面のナデが省略され、断面が三角形を呈している

もの（41）がある。突帯間隔がわかる資料は南西調査区から出土した円筒埴輪１点のみで、12.5cmを測

る（68）。突帯間隔設定技法が確認できたものは、すべて凹線を用いている（10～12・14・34・40・42・

43）。なお分析で述べるように、突帯の貼り付けに際し、棒状の粘土塊を付けた上に突帯の粘土紐を重

ねているものがある（10～12・14・42）。

口縁部形態は２つに分けられる。口縁が外反し、端部に面をつけるもの（１～３・25～28）、端部を外

方に曲げてナデによって面をつくるもの（29～31）である。口縁部高のわかる資料はみつかっていない。

透し孔は円形のみ確認できる。

器表面は風化や磨滅して外面調整が残存していないものが多いが、観察できるものでは、２次調整

ヨコハケを施したものがほとんどである。底部では２次調整ヨコハケを施すもの（56）と、施さないも

の（68）がある。

68は２次調整ヨコハケが比較的よく残る個体である。第２段目に施されたヨコハケには重なりも認

められるが、おおむね突帯間を一周させて埋めているようである。また破片資料でもヨコハケの重な
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りが確認できる個体がある（６・７・９・34・45・48）。内面調整は、タテハケなどが確認できる。

黒斑が確認できることから、野焼き焼成であったと考えられる。色調は橙色のものが中心である。

朝顔形埴輪は、口縁部片や頸部片が確認できる。口径が復元できるものはない。屈曲部に突帯を巡

らすもの（21・22・62～64）と巡らさないもの（20）がある。頸部に巡らす突帯の形状には、方形のもの（23・

67）と三角形のもの（65・66）がある。後者は第２段斜面上での出土品であり、墳頂部には平坦部とは異

なる形状の朝顔形埴輪ないし壺形埴輪が置かれていた可能性を示す。

2　形象埴輪（図版26・83～87　図31～33　表２）

形象埴輪は各調査区より出土しており、特に南東くびれ部調査区での出土が多い。器種としては、

家形・蓋形・靫形・盾形・鶏形が出土している。器種を特定できないものについては、不明形象埴輪

とした。また図化の困難な器財埴輪片は図版87と観察表に載せている。本来は、各種埴輪の配置を出

土地点等から復元すべきではある。ただし、それらの多くは出土状況が不明確で、かつ風化のために

表面の調整や線刻を観察することは困難であった。そのため、調査区をこえて、器種ごとに記述する。

なお出土地点については、観察表に記載することとした。

家形埴輪（図版83・84　図31）　家形埴輪は、出土位置や胎土、色調等を総合して全形復元を試みたが、

個体数、建物構造の正確な復元には至らなかった。そこで、家形埴輪と判断できる破片について、部

位ごとに記載を進める。

１は屋根頂部の大棟である。内外面ともに風化が著しいため判然としないが、鰭や堅魚木は確認で

きない。

２は屋根部で、突帯と線刻が残存する。線刻は網代を表現したものと考えられる。

３は屋根部の軒先に近い部分である。屋根部の突帯と軒先突帯が残存し、軒先突帯は剝離面である

ため、本来はもう少し厚いものと考えられる。

４は切妻造りもしくは入母屋造りの屋根部で、頂部に近い。破風板が剝離しており、ヘラ状工具に

よる刻みが入る。頂部付近は風化が進んでおり、鰭や堅魚木の有無は確認できない。

５は風化が著しく確証はできないが、板状の粘土が一定の面積残っていることから屋根部と判断し

た。

６は屋根部で、身舎部との接合部分である。屋根部は破風板が剥離しており、４と同様に刻みが残る。

身舎と屋根は別づくりであり、屋根部裏面の身舎と接合する部分に刻みを入れて、接着を強めている。

７は屋根部である。軒先突帯が残存する。軒先突帯の上部には網代表現と考えられる線刻が一部残

存する。

８も７と同様に屋根部の軒先突帯である。７と比較してやや薄く仕上げられており、調査区も別で

あることから、これらは別個体である。

９は屋根部で、身舎部との接合部分である。風化が著しく文様・調整とも判然としない。

10は風化が著しく確証はできないが、板状の粘土が一定の面積残っていることから屋根部と判断し

た。

11は壁体部である。柱は粘土板を複数枚重ねることで立体的に表現している。内外面のほぼ対応す

る位置に粘土の剝離した痕跡がみられる。この部位より下方にも柱表現が続いている。このことから、

高床建物を表現している可能性がある。
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12は裾周突帯である。断面は台形を呈し、Ｌ字形にはならない。

13は身舎部の方柱を表現した粘土板である。２枚の粘土板を重ねている。左右は透し孔部である。

表面は丁寧になでられ、線刻は確認できない。

14～28は家形埴輪片と考えられるが、風化が著しく図化に至っていない。

17は身舎と屋根部の接合部の破片で、接合面に刻みが残存する。

28は身舎部で粘土帯を二枚重ねることで柱を表現している。

蓋形埴輪（図版85・87　図32）　蓋形埴輪も家形埴輪と同様に風化の著しい破片資料が主体であり、全

体像の復元には至っていない。ただし、布張り表現や中位突帯、製作技法といった要素から、最低で

も２種類が存在したと考えられる。一つは、笠部の布張りを２段互い違いに表現するもの、いま一つ

は笠端部に一段の布張りを表現するものである。前者には32～34・37・38が、後者には31・35・36

がそれぞれ該当する。

29（図版85）は立飾りの破片である可能性が高い。わずかに両面の線刻が確認できる。

30は軸受け部下端部である。軸受け部下端突帯はみられない。

31は台部と笠部の接合部である。断面の観察から、台部から続けて笠上半部を成形し、その後に笠

端部の粘土をつけている。

32・33も31と同様に台部と笠部との接合部であるが、これらには中位突帯が付く。

34は笠部の破片である。台部の延長で笠上半部を成形し、その後、笠下半部を接合している。笠下

半部と基部の隙間には、補強のための粘土が充填されている。中位突帯は幅２cm程である。剥離痕か

ら台部と笠部の接合部分より上に貼り付けられていることが確認できる。笠部の布張り表現は上半部

に３条１セットの沈線が確認できることから、線刻による表現であることが確認できる。

35も笠部の破片である。笠部の端部付近に段差をつけている。段差以下の部分は幅３cmおきに１条

の沈線が施される。

36は35と同様の型式である。

37は笠部の破片である。台部の延長で笠上半部を成形し、その後、笠下半部を接合している。笠上

半の成形の際のナデが内面に残っている。34と同様、笠下半部と基部の隙間には粘土が充填される。

中位突帯は幅２cm程でやや突出している。笠下半部よりやや上に貼り付けられる。

38は笠部の破片である。台部の延長で笠上半部を成形し、その後、笠下半を接合している。中位突

帯は風化のためもあろうが、他の中位突帯をもつ個体より幅が狭く、あまり突出しない。台部と笠部

のほぼ直上に接合される。

39は台部と笠部の接合部分である。台部の延長で笠上半部の粘土を積み上げ、笠下半部を接合する

面に刻みを入れている。

靫形埴輪（図版86　図33）　靫形埴輪と考えられる個体は、５点存在している。

40は背板部と考える。風化が著しく、文様や調整は不明である。

41は矢筒側面の鰭部と考える。矢筒部とは直角に接合する。上部には粘土を削り出して段差を作り

出す。下部には線刻が施されている。

42は矢筒側面の鰭部と考える。半円形に削り出した粘土板の縁に沿って弧線を刻む。半月状粘土板

の裏面には粘土の剥離痕跡がある。円筒部からの支持粘土があった可能性がある。

43は背板部と考えられる。二重の弧線の内側に円弧の中心部に向かう平行線が充填されている。

44は矢筒部と考えられる。横帯を粘土板で表現し、その中に梯子状の線刻を入れる。

盾形埴輪（図版86・87　図33）　盾形埴輪は、12点を図化した（45～56）。
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表 2　形象埴輪観察表
挿図番号 調査区

器種 部位

法量(cm) 調整
赤 

彩

色調（表） 

色調（裏）

胎土(㎜)

備考図版番号 出土位置
残存高 外面 内面 粗密 石英 長石 チャート 赤色粒 その他

遺物番号 層位

31 南東くびれ部

家 屋根 2.3
浅黄橙 

灰白
粗 1～1083 B1区

1 葺石検出面上

31 南西

家 屋根 3.8 ナデ にぶい黄橙 粗 183 １Ｔｒ．

2 ２層

31 南東くびれ部

家 屋根 5.6 ナデ
淡橙 

浅黄橙
粗 1～583 くびれトレンチ

3 周濠中層

31 北東

家 屋根 12.7
橙 

にぶい橙
密 183 １区

4 墳丘側埋土中層

31 南東くびれ部

家 屋根 6.7 ○
橙 

にぶい黄橙

やや 

密
1～883 くびれトレンチ

5 下層

31 北東

家 屋根 7.2 ナデ
灰白 

浅黄橙

やや 

粗
1 183 第 4 区

6 葺石面

31 北東

家 屋根 4.0
にぶい橙 

褐灰

やや 

密
183 第 3 区

7 第 2 層

31 南西

家 屋根 3.2 面取り ユビオサエ ○
橙 

にぶい橙

やや 

粗
183 ２Ｔｒ．

8

31 北東

家 屋根 3.6
淡橙 

にぶい橙

やや 

粗
183 第 3 区

9 第 2 層

31 南東くびれ部

家 屋根 8.2
浅黄橙 

にぶい橙
粗 1 183 葺石検出面上

10 Ａ－ｂ区

31 南東くびれ部

家 身舎 12.2 浅黄橙
やや 

粗
1 1 183 くびれトレンチ

11 下層

31 南西

家 身舎 2.3 橙 粗 183 ２Ｔｒ．

12 赤２層

31 北東

家 身舎 9.7
橙 

にぶい黄橙
粗

0.5～1.0 

5
83 第 3 区

13 第 2 層

南東くびれ部

家 屋根 4.6 ナデ 浅黄橙 粗 １～２84 Ｃ１区

14 2 層

南東くびれ部

家 屋根 6.0 ナデ ユビオサエ 浅黄橙 粗 １～２84 Ｂ１区

15 テラス上埋土

周濠北東

家 屋根 4.8 ユビオサエ 浅黄橙 粗 1～3
黒色粒 

～１
84

16 埋土

南東くびれ部

家 屋根 7.8 浅黄橙 粗 5 １～５

身舎との接

合部に刻み

あり

84 くびれトレンチ

17 周濠中層

南西

家 屋根 9.3 浅黄橙 粗 １～７
粘土剝離あ

り
84 ２Ｔｒ．

18 ②赤２層

南東くびれ部

家 屋根 9.2
浅黄橙 

橙
粗 1～1084 埴輪列６～９

19

南東くびれ部

家 屋根 9.7
浅黄橙 

褐灰
粗 １～１２84 Ａ１a区

20 テラス上埋土及び葺石検出面下

南東くびれ部

家 屋根 10.1 ナデあり
浅黄橙 

灰白
粗 １～５84 くびれトレンチ

21 下層

南東くびれ部

家 屋根 6.4
浅黄橙 

明褐灰
粗 １～１５84 埴輪列６～８付近

22

南西

家 屋根 3.2
浅黄橙 

明褐灰
粗 １～５84 ２Ｔｒ．

23 午後層

南東くびれ部

家 屋根 5.0
淡橙 

浅黄橙
粗 １～５ 刻みあり84 くびれトレンチ

24 下層

南東くびれ部

家 屋根 8.3 ナデ 橙 粗 １～１０84 くびれトレンチ

25 下層

南西

家 屋根 6.4 浅黄橙 粗 １～１０84 ２Ｔｒ．

26 赤２層
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形象埴輪

挿図番号 調査区

器種 部位

法量(cm) 調整
赤 

彩

色調（表） 

色調（裏）

胎土(㎜)

備考図版番号 出土位置
残存高 外面 内面 粗密 石英 長石 チャート 赤色粒 その他

遺物番号 層位

南東くびれ部

家 身舎 9.8 浅黄橙 粗 1～384 トレンチB区

27 上層

南東くびれ部

家 身舎 5.5 浅黄橙 粗 １～１０ 柱表現84 くびれトレンチ

28 下層

北西

蓋 立飾 6.5 浅黄橙 粗 １～４85 葺石にかむ？ハニワ

29

32 南東

蓋 笠 3.4 ナデ
橙 

黄橙
粗 0.285 墳丘斜面

30 埋土

32 南西

蓋 笠 5.8 ユビオサエ
黄橙 

橙
粗

1～5  

10大あり
85 ２Ｔｒ．

31 ②赤２層

32 南東くびれ部

蓋 笠 4.1 ユビオサエ
明黄褐 

にぶい黄褐
粗 1～385 葺石検出面

32 中～下部

32 南東くびれ部
蓋 笠 6.4

ユビナデ 

ユビオサエ

にぶい黄橙 

橙
粗 1～585 A-1,B-1境界位置葺石検出面上 

／テラスA1-b区埴輪片集中部33

32 南東くびれ部

蓋 笠 5.8 にぶい黄橙
やや 

密
1～585 葺石検出面

34 中～下部

32 南西

蓋 笠 6.5
橙 

にぶい橙
密 1～585 ２Ｔｒ

35

32 南東くびれ部

蓋 笠 7.9
橙 

にぶい黄橙
密 0.5～3.085 くびれトレンチ

36 周濠埋土中層

32 南東くびれ部

蓋 笠 4.4
橙 

にぶい黄橙

やや 

密
0.5～1.085 Ａ１区～Ｂ１区線上付近

37 葺石検出面中～下部

32 南東くびれ部

蓋 笠 5.1 ユビオサエ
橙 

浅黄橙

やや 

密
0.5～1.085 埴輪列６～８付近

38

32 南東くびれ部

蓋 笠 5.2
ユビオサエ 

ユビナデ
○ 浅黄橙 粗 1～5

台部・笠部を 

接着するための 

刻みあり

85 くびれトレンチ

39 周濠埋土中層

33 南東くびれ部

靫 背板 8.4 黄橙 粗 186 くびれトレンチ

40 下層

33 南東くびれ部

靫 矢筒 4.6 ナデ
褐灰 

にぶい橙

やや 

粗
186 くびれトレンチ

41 周濠埋土中層

33 南東くびれ部

靫 矢筒 7.2 浅黄橙 密 0.586 サブトレンチＢＤ区

42 埋土

33 北東

靫 背板 10.0 浅黄橙
やや 

粗
1～386 第 1 区

43 周濠下層

33 南東くびれ部

靫 矢筒 4.8 浅黄橙 密 1 黒斑あり86 西拡張区

44

33 南東くびれ部

盾 盾面 10.8
浅黄橙 

淡黄
粗 1～2

円筒部に突

帯あり
86 テラス上

45 埴輪列８～１０

33 南東くびれ部

盾 盾面 5.8 ○
橙 

浅黄橙

やや 

粗
286 埴輪１より東側

46

33 南東くびれ部

盾 盾面 8.0 ○
橙 

黄橙

やや 

密
1～586 くびれトレンチ

47 下層

33 南東くびれ部

盾 盾面 7.9
黄橙 

浅黄橙

やや 

密
186 テラス上

48 埴輪列８～10

33 南東くびれ部

盾 盾面 7.8 ○ にぶい黄橙
やや 

密
0.5～386 トレンチＢ区

49 上層

33 南東くびれ部

盾 盾面 5.3 浅黄橙 粗
1  

3
86 くびれ部

50 周濠埋土上層

33 南東くびれ部

盾 盾面 7.2
ユビオサエ 

ハケメ
○ 浅黄橙

やや 

密
1～586 埴輪列６～９

51

33 南東くびれ部

盾 盾面 4.7
灰 

浅黄橙

やや 

粗
1 黒斑あり86 葺石検出面

52 中～下部
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Ⅳ　出土遺物

挿図番号 調査区

器種 部位

法量(cm) 調整
赤 

彩

色調（表） 

色調（裏）

胎土(㎜)

備考図版番号 出土位置
残存高 外面 内面 粗密 石英 長石 チャート 赤色粒 その他

遺物番号 層位

33 南東くびれ部

盾 盾面 7.2 黄橙
やや 

粗
1

1  

1cm大
86 埴輪列６～８付近

53

33 南東くびれ部

盾 盾面 4.0 ナデ
にぶい橙 

浅黄橙
粗 ～186 くびれトレンチ

54 周濠埋土中層

33 南東くびれ部

盾 盾面 3.6 ナデ
にぶい橙 

浅黄橙
粗 ～186 くびれトレンチ

55 周濠埋土中層

33 南東くびれ部

盾 盾面 3.6
黒褐色 

にぶい黄橙
粗 1～2 黒斑あり86 くびれトレンチ

56 下層

33 南東

鶏 翼 9.2
橙 

浅黄橙
粗 1～ 2

1～2  

1cm大
86 墳丘斜面

57 埋土

33 南東

鶏 尾 8.7 ナデ
浅黄橙 

にぶい黄橙
粗 1～ 2 1～286 葺石列中

58

33 南東くびれ部

鶏 翼 5.8 ナデ ナデ
明赤灰 

浅黄橙
粗 186 くびれトレンチ

59 下層

33 南東くびれ部

不明 10.9 浅黄橙 粗 1 1～286 Ａ１区～Ｂ１区線上付近

60 葺石検出面中～下部

33 南東くびれ部

不明 2.0
浅黄橙 

にぶい橙
密 ～ 1 186 ハニワ16

61

南東

蓋 笠 3.8 ナデ 浅黄橙 粗 0.5 １～２
頸部突帯あ

り
87 葺石集中区

62

南東くびれ部

蓋 笠 7.0

ハケ 

のち 

ナデ

ナデ 浅黄橙
やや 

密
１～２

台部との接

合部
87 くびれトレンチ／くびれ部トレンチ

63 周濠埋土中層／中層

南東くびれ部

蓋 笠 5.7 ナデ 浅黄橙
やや 

密
１～１５

台部との接

合部
87 くびれトレンチ

64 周濠埋土中層

南東くびれ部

蓋 笠 7.5
灰オリーブ 

浅黄橙
粗 0.5 1～8

線刻あり 

黒斑あり
87 A-1-a区上～下部

65 葺石検出面

南東

盾 盾面 5.0 ○
黄灰 

浅黄橙
粗 １～５

盾の中央部

の菱形文様 

黒斑あり

87

66 周濠埋土中～下層

南東くびれ部

蓋 笠 4.8 浅黄橙 粗 １～５
台部との接

合部
87 B1区基底付近

67 葺石検出面(下部)

南東くびれ部

盾 盾面 2.6
橙 

浅黄橙
粗 １～５

中央部の 

菱形文様
87 トレンチ北拡張部(B2区)

68 埋土

南西
盾 

( ？ )
7.4

にぶい黄橙 

橙
粗 １～１０ 黒斑あり87 ２Ｔｒ．

69 赤２層

南西

不明 4.3
浅黄橙 

灰白
粗 １～５87 ２Ｔｒ．

70 赤２層

南東くびれ部

盾 盾面 5.6
黄灰 

浅黄橙
粗 １～１０

文様あり 

黒斑あり
87 くびれトレンチ

71 下層

南東くびれ部

盾 盾面 9.5 浅黄橙 粗 １～７

円筒部に突

帯あり 

75と接合

87 くびれトレンチ

72 下層

南東くびれ部

不明 2.8
浅黄橙 

黄橙
粗 １～４

家の屋根

か？ 

2 面に刻み

あり

87 葺石検出面

73 上～下部

南東くびれ部

盾 盾面 4.4
浅黄橙 

橙
粗 １～５

円筒部に突

帯あり
87 くびれトレンチ

74 下層

南東くびれ部

盾 盾面 6.3 浅黄橙 粗 １～７ 72と接合87 くびれトレンチ

75 下層

南東くびれ部

盾 盾面 6.0 ○
にぶい赤褐 

浅黄橙
粗 １～７87 くびれトレンチ

76 下層

南東くびれ部

不明 3.5
黄灰 

浅黄橙
粗 1～3 2

黒斑あり 

コーナー部

分

87 くびれトレンチ

77 周濠埋土中層

南東くびれ部

不明 黄橙 粗 1 １～２
家の屋根

か？
87 ハニワ１５

78

「出土位置」「層位」は調査時の取り上げ表記をそのまま記した。
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形象埴輪・瓦類

45～56はすべて盾面である。円筒部に粘土板を張り付けて盾面を平坦に作っている。円筒部の突帯

がつく部分から盾面の裏面にかけては支持粘土がつく。文様は綾杉文・複合鋸歯文・平行線文によっ

て構成される。綾杉文は基本的に外周に入れられる（48・52・53）が、下端にのみ平行する１条の線を

入れる個体（51）がある。複合鋸歯文は外周綾杉文の内側に入れられる。中軸線を入れる個体（49）と、

入れない個体（45・46・47）がある。また鋸歯文には、内向のもの（45・49）と、外向のもの（46・47）がある。

これら文様の組み合わせから、複数の種類の盾形埴輪が存在した可能性がある。

鶏形埴輪（図版86　図33）　57～59は鶏形埴輪と考えられる。57・59は翼と考えられ、表面には平行

線で羽を表現する。体部から剝離した痕跡が裏面に確認できる。58は筒尾部と考えられる。頂部付近

に近く、尾部突帯が剥離している。表面は平行線文が入れられるが、数条の平行線は尾部突帯の剥離

痕と平行している。

不明形象埴輪（図版86・87　図33）　60・61・70・73・77・78は器種が不明である。

60は木の葉状の文様が描かれる。その裏面には、ほぼ直角に粘土板が取りついていたものと想定で

きる。

61は小片であるが、中央部は鋭利な工具によって貫通している。

形象埴輪の特徴　以上のように形象埴輪の種類としては、家形・蓋形・靫形・盾形・鶏形埴輪が確認

できる。小破片ばかりで全形は不明であるが、家形・蓋形・盾形埴輪は複数の種類のあったことが判

明した。特に家形埴輪に関しては高床式の存在が推定されることは特筆される。細かい特徴による編

年が進んでいる形象埴輪研究と照らし合わせ、人塚古墳の年代に関して、形象埴輪からある程度判断

することは可能である（Ⅴ原田分析参照）。

形象埴輪片は各調査区で出土しているが、南東くびれ部調査区の出土数が最も多い。調査面積が広

いこともあるが、大型突出部上に形象埴輪が配されていた可能性を想定させる。

鶏形埴輪片が第２段斜面から出土していることも注意され、墳頂部に配置されていた可能性がある。

3　瓦　類（図版88・89　図34～36　表３）

北東調査区から、軒丸瓦・平瓦・丸瓦が出土している。平瓦はコンテナ２箱ほどの出土量で、軒丸

瓦と丸瓦は少数である。出土地はおもに周濠であるが、窯の周辺から出土した平瓦と丸瓦片も存在す

る。その他の調査区からも少量ではあるが出土している。

図化したものは軒丸瓦１点のほか、窯周辺から出土した平瓦９点と丸瓦１点である。

窯周辺出土品　凸面に縄叩きをもつものが多く、縄目密度も１cmに４条のものが中心である。焼成

はやや軟質のものが中心で、燻されているものもある。さらに窯糞が付着しているものがあり、焼成

台として利用されていた可能性がある。

１は残存側面長14.5cm、残存端面長8.0cm。凸面の縄叩きの縄目密度は、４条/１cmである。凹面

には布目がみられ、この布目は、側面・端面まで連続している。一枚造り技法によるものと考えられる。

端面の布目は成形台に設けられた立ち上がりに敷布が及んでいたことを示すものとみられる。また側

面の布目は、台から敷布ごと引っ張り上げた際に付いた圧痕と想定できる。側面凸面側に面取りを施す。

２は残存側面長11.0cm、残存端面長11.0cm、凸面の縄叩きの縄目密度は４条/１cmであり、側面に

平行するように一部、細長い圧痕状の凹みをもつ。側面には凹面からの布目が連続し、凸面側を面取

りしている。端面にも凹面からの布目が連続しているが、大方はヘラケズリで調整されている。凹面

には、窯糞が付着している。
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Ⅳ　出土遺物

３は残存側面長12.5cm、残存端面長6.5cm、凸面には、縄目がみえる。側面は凸面側を面取りし、

端面は全体をヘラケズリで調整する。凹面の側縁沿いにそれと平行するようにナデ調整が施されてい

る。

４は残存側面長6.5cm、残存端面長19.0cm、凸面の縄叩きの縄目密度は４条/１cmである。側面は、

ヘラケズリで全面を調整しており、端面には凹面から連続している布目が残る。

５は残存側面長14.2cm、残存端面長11.5cm、凸面の縄叩きの縄目密度は４条/１cmである。側面は、

凸面側を面取りしている。

６は残存側面長5.3cm、凸面の縄目密度は４条/１cmであり、側面に平行するように一部、細長いく

ぼみをもつ。側面は、ヘラケズリで全面を調整している。端面は欠損している。

７は残存側面長10.0cm、凸面の縄叩きの縄目密度は４条/１cmである。側面はヘラケズリで調整さ

れている。窯の残骸である窯糞が凹面に付着している。また、凸面にはこの縄叩きを切り、両側縁に

沿う方向の細長い圧痕状の凹みがあり、その中に布目が確認できる。この凹みの断面形は、瓦の中央

側が浅く外に向かって深くなり、端は丸みを帯びる。また布目が浮き出た状態（ポジ）である。Ⅴで触

れるように、これは別の瓦の上に載せた際に付いた圧痕と考えられる。凹面の側縁沿いにそれと平行

するようにナデ調整が施されている。

８は残存側面長10.2cm、凸面の風化が激しい。側面に平行するように一部、細長い凹みをもつが、

風化して、叩きの様相は不明瞭である。側面はヘラケズリで調整している。

９は全体的に風化して不明瞭である。残存側面長は4.8cmである。

10は丸瓦で残存側面長5.4cm、残存端面長8.1cm、凸面は全体にナデが施されている。側面・端面は、



65

瓦　類
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全体をヘラケズリで調整をしている。

その他　11は素文縁単弁八葉軒丸瓦。北東調査区の周濠埋土出土。これは西条廃寺でⅡとされてい

るものである。高く突出した小さい中房を凸線で十字に区切り、４個の蓮子を配している。周縁は直

立縁を呈しており、瓦当厚は3.8cmと分厚い。焼成は硬質で、胎土は精良である。瓦当裏はナデが施

されており、丸瓦との接合部はみられない。

特　徴　人塚古墳出土瓦の特徴を述べる。軒丸瓦、平瓦を扱い、丸瓦は小片のため除外した。

周濠出土の軒丸瓦の瓦当面には中房を凸線で十字状に区切り４個の蓮子を配しているものが確認で

きた。この様相をもつのは、西条廃寺で確認されている。西条廃寺から出土した同型式の軒丸瓦と笵

Ⅳ　出土遺物

表 3　瓦観察表

遺
物
番
号

種類

法量

焼
成

色調
胎土 
（㎜）

調整

備考

側面 端面 凸面 凹面 側面 端面

厚さ 
（㎝）

残存
長 

（㎝）

残存
長 

（㎝）

縄叩 
（条 /1 ㎝） 

圧痕

布目縦×横 
（本/3cm×3㎝） 

調整

調整 
布目

調整 
布目

1 平瓦 1.5 14.5 8.0 軟
褐灰 
燻あり

チャート 
（1）

縄（4） 24 × 33
凸面側を
面取り 
布目あり

未調整 
布目あり

凹面から側面と端
面へ布目が続く

2 平瓦 1.8 11.0 11.0 軟
にぶい
黄橙

チャート 
（1）

縄（4） 
凹み

20 × 24
凸面側を
面取り 
布目あり

ヘラケズリ 
一部布目
あり

窯糞付着
凹面から側面と端
面へ布目が続く

3 平瓦 1.8 12.5 6.5 軟
にぶい
黄橙

チャート 
（1）

縄
18 × 23 
一部ナデ

凸面側を
面取り

布目あり？
ヘラケズリ

凹面のナデは側面
の調整に伴うもの

4 平瓦 2.0 6.5 19.0 軟
にぶい
黄橙

チャート 
（1～ 2）

縄（4） 21 × 27
ヘラ

ケズリ
未調整 
布目あり

凹面から端面へ布
目が続く

5 平瓦 1.8 14.2 11.5 軟
にぶい
黄橙

チャート 
（1～ 2）

縄（4）
24 × 25 
一部ナデ

凸面側を
面取り

ヘラ
ケズリ？

凹面のナデは側面
と端面の調整に伴
うもの

6 平瓦 2.0 5.3 軟
にぶい
黄橙

チャート 
（1）

縄（4） 
凹み

23 × 17 
一部ナデ

ヘラ
ケズリ

凹面のナデは側面
の調整に伴うもの

7 平瓦 2.1 10.0 硬
にぶい
黄橙

チャート 
（1）

縄（4） 
凹み 

ポジ布目

20 × 21 
一部ナデ

ヘラ
ケズリ

窯糞付着
凹面のナデは側面
の調整に伴うもの

8 平瓦 1.7 10.2 軟
にぶい
黄橙

チャート 
（1）

縄 
凹み

24 × 30
ヘラ
ケズリ

9 平瓦 1.7 4.8 軟
にぶい
黄橙 
燻あり

チャート 
（1～ 3）

ヘラ
ケズリ

10 丸瓦 1.7 5.4 8.1 軟 橙
チャート 
（1～ 3） 
石英（1）

ナデ 布目
ヘラ
ケズリ

ヘラケズリ

11 軒丸瓦 硬 褐灰

長石（1） 
石英

（1～ 3） 
チャート
（1）

西条廃寺Ⅱ
内区から瓦当裏面
の厚さ :3.8cm
瓦当側面に縄叩き
（4条 /1 ㎝）あり
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瓦　類

傷同定をおこなった。その結果、笵傷が一致し、同笵関係にあることが判明した。そのため、この資

料は、西条廃寺Ⅱに属するものといえる。　

人塚古墳の窯から出土した平瓦は、凸面から凹面にかけての側面調整の角度や、側面・端面に残る

布目の存在から、一枚造りと想定される。完形資料がないため、法量は不明である。すべて縄叩きで、

縄目密度は１cmあたり４条のものが多い。側面調整は、布目を残すものと、調整するものとに分かれ

る。また、凸面にはポジの布目が両側縁に平行するように細長く残っている点も特徴的である。
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人塚古墳墳丘形態の検討

西村秀子

人塚古墳の発掘調査により、西条古墳群３古墳の墳形・構造、規模、埴輪の特徴などが明らかとなっ

た。そこで、これら３古墳の概要をあらためて示し、墳丘の構成要素の特徴を比較することによって、

それらの関連性を探ってみたい。また、人塚古墳のように２つの突出部をもつ古墳の例をあげ、特に

類似する形状をもつ古墳について検討を試みる。さらに、前方後円墳と大型帆立貝式古墳の組合せに

ついてもふれたい。

（１）西条古墳群の墳丘の概要

行者塚古墳（図38）　墳長99ｍ、後円部径68ｍ・高さ9.3ｍ、前方部の幅55ｍ・高さ2.2ｍを測る三

段築成の前方後円墳である。前方部の長さが後円部径の約３分の２、高さが約４分の１であり、後円

部優勢の墳丘と言える。後円部の北東部と北西部、左右のくびれ部の４箇所に造り出しが付く。

墳丘各段の高さは、後円部第１段1.3ｍ、第２段1.8ｍ、第３段6.2ｍを測る。傾斜角度は、後円部

第１段と第２段斜面がおよそ26度、第３段斜面がおよそ28度である。後円部東側の墳裾より幅15ｍ

ほどの周濠、さらにその外側に幅７ｍほどの堤とおよそ８ｍの外周濠が確認された。周濠の輪郭は開

発による掘削のため不明である。

第１段から第３段の墳丘斜面すべてに葺石が施される。調査地区により多少の相違がみられるが、

おおむね基底石には大ぶりの竜山石を据え、そ

の上部に小ぶりの竜山石、一部河原石を用いて

葺かれている。東くびれ部・後円部西側・前方

部西側・後円部南側では、縦方向の区画石列が

確認できた。各造り出しの斜面には葺石が施さ

れ、墳丘第１段平坦面と造り出し上面の接合部

には20㎝ほどの段差があり、その斜面にも小ぶ

りの河原石を葺き、小斜面を設けている。また、

両くびれ部と造り出しの間の狭窄な谷部には、

小礫で固定された囲形埴輪が置かれ、くびれ部

東側の谷部では、囲形埴輪の中に家形埴輪、そ

の傍から樋形土製品が出土している。

各段平坦面の中央付近には、円筒埴輪列があ

る。後円部頂・西造り出し・北西造り出し・北

東造り出しでは方形埴輪列が確認できた。前方

部頂から墳頂部へのスロープはみられず、埴輪

列は後円部の斜面に当たって終る（菱田・高橋ほ

か1997）。

人塚古墳（図39）　円丘部径61.5ｍ、墳丘高
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10.4ｍ、二段築成で大型突出部をもつ円墳（帆

立貝式古墳）である。墳丘南側に、墳丘第１段

平坦面と同じ高さの大型突出部がある。また、

そのすぐ左側にも埴輪列をもつ小さな突出部

があり、小型突出部（造り出し）と想定する。

墳長は、削平・流出のため不明である。加古

川市史によると、大型突出部の前面は浅い谷

地形になっていることから、それほど長いも

のではないと考えられる（高野1996c）。

墳丘第１段の高さは4.1ｍ、傾斜角度20度

前後、第２段の高さは6.3ｍ、傾斜角度おお

むね22～28度を測る。周濠幅は８～10ｍと

みられる。

墳丘第２段斜面では、基底石に大ぶりの竜

山石を据え、その上部には小ぶりの河原石と

竜山石が葺かれている。また、南東くびれ部

調査区第２段斜面では、およそ６ｍ間隔で区

画石列がみられ、北西調査区でもその可能性

がある箇所が確認できた。墳丘第１段斜面に

葺石はなく、突出部斜面も同様である。

墳丘の埴輪列（南東くびれ部調査区）は、墳丘

第１段平坦面から大型突出部へは続かず、円

丘部に沿って巡る。

小型突出部（南西調査区）では、墳丘第１段

平坦面よりも３ｍほど下がる高さで埴輪列を

検出した。原位置を保つ底部５本が墳丘側に

直線的に並び、小型突出部（造り出し）上面の

方形埴輪列の一部をなすと考えられる（本書

Ⅲ調査の成果）。

尼塚古墳（図40）　墳長51ｍ、円丘部径45ｍ、

高さ６ｍ、二段築成の造り出し付円墳（帆立

貝式古墳）である。墳丘南側に造り出しをとも

ない、墳丘第１段平坦面と造り出し上面は同

じ高さであったとされる。墳丘第１段の高さ

1.5～1.7ｍ、傾斜角度は第１・２段ともおお

むね27度とされる。周濠は約７ｍの幅で巡る。

墳丘第２段斜面では、遺存状態の良好な葺

石がみられた。基底石は長さ20～30㎝前後の

竜山石を用い、それより上部は小ぶりな河原

石を葺いている。第１段斜面は、人塚古墳と
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同様、葺石はみられない（森下・西村編2012）。

（２）西条古墳群の墳丘の比較　

墳形や規模に差があるものの、墳丘の構成要素をもちいて比較してみる。

墳丘の規模・形態（図41）　行者塚古墳と人塚古墳の円丘部径は、68ｍと61.5ｍ、円丘部の現高は、9.3

ｍと10.4ｍと同規模である。尼塚古墳は、円丘部45ｍ、高さ６ｍと規模が縮小する。また、行者塚

古墳の段の高さは、第１段から1.3ｍ・1.8ｍ・6.2ｍを測る。人塚古墳は第１段4.1ｍ、第２段6.3

ｍを測り、第１段が非常に高いのが特徴である。尼塚古墳の段の高さは、第１段1.5～1.7ｍ、第２段

4.3～4.5ｍとなる。

３古墳とも幅広い周濠をもつことが共通している。

造り出し　行者塚古墳は、くびれ部に２箇所、後円部に２箇所の造り出しをもつ。遺存状態が良好

な西造り出し上面には、食い違い部のある方形埴輪列があり、その内側では数種の家形埴輪、土師器、

食物を模した土製品が出土している。北東・北西造り出しにも方形埴輪列がある。人塚古墳は大型突

出部と造り出しの可能性が高い小型突出部、尼塚古墳には造り出しがみられ、どちらも削平のため規

模や形、埴輪の配列など詳細は不明である。

葺　石　行者塚古墳では、第１段から第３段の墳丘斜面すべてに葺石を施している。それに対し、

人塚古墳・尼塚古墳は、第２段斜面のみで第１段斜面には葺石がない。

行者塚古墳の基底石の大きさは、第１段斜面裾が一番大きく40～50㎝、上段になるほど小ぶりにな

る。また墳丘全体でみると、西側より東側の方が大きめの石を用いる傾向がある。人塚古墳では、ど

の調査区でも30㎝前後の基底石を据えている。尼塚古墳では、北調査区が20㎝前後、東調査区が40

㎝前後の基底石を使用している。大きさに差があるものの、葺石の基底部に大ぶりの竜山石を使用す

ることは、３古墳とも共通する。

行者塚古墳の葺石は、一部河原石も混じるが、その多くは竜山石を使用している。人塚古墳はこぶ

し大の河原石と一部竜山石の両方を使い、尼塚古墳は基底石以外のほとんどを10～20㎝の河原石が占

める。

また、行者塚古墳では竜山石を使用し、およそ２ｍ間隔で縦方向の区画石列がみられ、人塚古墳で
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も同じように竜山石を使い、６ｍ以上の間隔で縦方向の区画が確認できた。

３古墳の共通と相異　西条古墳群の３古墳は、立地・時期から同じ首長墓系譜の古墳であると言える。

その中で、より詳細な関連性が比較できるようになった。

西条古墳群の築造時期は、出土埴輪などから、行者塚古墳、人塚古墳、尼塚古墳の順で位置づけら

れる。その中で行者塚古墳と人塚古墳は、さほど時期を空けずに築造され（Ⅴ野田分析・原田分析参照）、

次いで尼塚古墳という変化がみられる。

墳形・構造については、短い前方部の前方後円墳（行者塚古墳）から造り出し付円墳（人塚古墳・尼塚古

墳）、三段築成（行者塚古墳）から二段築成（人塚古墳・尼塚古墳）、墳丘第１段～第３段斜面に葺石（行者塚

古墳）から第２段斜面のみ葺石（人塚古墳・尼塚古墳）という各要素の変遷が確認できた。

このことから、行者塚古墳から人塚古墳への移行段階で、墳形・段築、葺石において大きく変化し

たことがわかる。そして、人塚古墳から尼塚古墳へは墳形は継承されたが、規模や葺石においては規

格の縮小化がみられる。

以上のように、３古墳は同じ首長墓系譜の中で、築造の順列とともにさまざまな要素において変遷

が追える例として重要である。

（３）２つの突出部をもつ円墳について（図42・43　表４）

人塚古墳は、大きさと高さを違える突出部を２つもつ円墳である。そこで、同じような形状をもつ

古墳の例をあげ、その中の共通する項目について検討をした。なお墳形については、各報告書の呼称

に準じる。ただし「前方部」と「造り出し」については、この項では混乱をさけるため、大きい方を大

型突出部、小さい方を小型突出部と共通の呼称を用いる。

乙女山古墳（図43）　奈良県北葛城郡河合町の馬見丘陵の東斜面に位置する「帆立貝式古墳」である。

墳長130ｍ、円丘部径104ｍ、高さ14.7ｍ、円丘部三段築成。

大型突出部は、幅52ｍ×長さ30ｍ、高さ3.5ｍのほぼ方形で、墳丘第１段平坦面と高さが一致する。

大型突出部の主軸方向から115度左側に位置する小型突出部は、およそ幅23ｍ×長さ11ｍの方形で

ある。円丘部と接する部分には、葺石を施した小斜面があり、それと並行した小型突出部の埴輪列には、

食い違い部がみられる。小型突出部前面側にも円筒埴輪３本が樹立し、方形埴輪列の可能性がある。

埴輪列の内側では、家形埴輪、楕円筒形埴輪が原位置で復元でき、その付近に籠形土器、土師器高杯、

土製品などが出土している。築造時期は５世紀前半とみられる（木下編1988）。

盾塚古墳（図43）　大阪府藤井寺市道明寺町の土師の里遺跡に位置する「帆立貝式前方後円墳」である。

推定墳長73ｍ、円丘部径49ｍ、高さ6.5ｍ、推定円丘部三段・大型突出部二段築成。周濠は楕円形を

呈する。

大型突出部はおよそ幅25ｍ×長さ16ｍのほぼ方形をなし、墳丘第２段平坦面の高さよりつづく。

墳丘第１段平坦面埴輪列から、屈曲して大型突出部にまわる埴輪列が確認された。大型突出部の主軸

方向から55度左側に位置する小型突出部は、およそ幅11ｍ×長さ7ｍ、現在の高さ0.5ｍの方形で、

墳丘第１段斜面の途中に接する。墳丘側縁辺に沿う円筒埴輪列とそこから小型突出部方向に直角に折

れ曲がる埴輪列がみられる。築造時期は５世紀前葉とされる（末永編1991　三木編1999　田中2016）。

風吹山古墳（図43）　大阪府岸和田市池尻町の久米田丘陵に位置する「帆立貝形古墳」である。墳長

71.0ｍ、円丘部径59.2ｍ、円丘部三段築成。馬蹄形の周濠である。

大型突出部はおよそ幅30ｍ×長さ15ｍのやや台形である。現状では、墳丘第１段平坦面より0.3

ｍ低い位置よりつづき、さらに前端に向かい0.6ｍ下がるが、本来は墳丘第１段平坦面と同じ高さま
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表 4　2つの突出部をもつ円墳

古墳名 地域 時期
墳長 
（ｍ）

円丘 
部径 
（ｍ）

大型突出部 小型突出部

幅×長さ 
（ｍ）

上面の 
高さ

幅×長さ 
（ｍ）

上面の 
高さ

位置 
（大型突出部 

の主軸より）

乙女山古墳
奈良県 
河合町

5世紀 
前半

130 104 52×30
第１段 
平坦面

23×11 第１段平坦面 左115度

盾塚古墳
大阪府 
藤井寺市

5世紀 
前葉

（73） （49） 25×16
第 2 段 
平坦面

11×7
第 1段斜面 
途中

左55度

風吹山古墳
大阪府 
岸和田市

5世紀 
初頭

（71）（59.2）（30.2）×15
第１段 
平坦面

17×10
第 1 段平坦面 
0.7 ｍ下

左101度

野毛大塚古墳
東京都 
世田谷区

5世紀 
初頭

82 68 （28）×15.5
第１段 
平坦面

10×7.5
第 1 段斜面 
途中

左25度 
（隣接）

人塚古墳
兵庫県 
加古川市

5世紀 
前葉

61.5 
以上

61.5 （32）×―
第１段 
平坦面

―
第 1段斜面 
途中

左（45）度 
（隣接）

蟻無山１号墳
兵庫県 
赤穂市

5世紀 
前半

52 44 18×8
第 1段 
平坦面

12×10
第 1 段 
平坦面

右90度

免鳥５号墳
福井県 
福井市

5世紀 
前半

90.5 82
〈前方部〉 

24.2×8.5
スロープ 
1 段高い

〈西造出〉 

21.5 
〈東造出〉 

20.3

〈西造出〉 

小斜面第 1段下 

〈東造出〉 

第１段平坦面

〈西造出〉 

左120度 

〈東造出〉 

右140度

鞍塚古墳
大阪府 
藤井寺市

5世紀 
中葉

（51） （40） 21×10.5 ― 7×9.5
第 1 段斜面 
途中

右35度 
（隣接）

大塚山古墳
滋賀県 
野洲市

5世紀 
中葉

65 57
〈造出2〉 

（23）×8.6

第 1 段 
平坦面 
0.1ｍ下

〈造出1〉 

（9.5）×7.8
第 1 段平坦面 
0.1 ｍ下

左30度 
（隣接）

マンジュウ古墳
兵庫県 
加西市

5世紀 
中葉

（45.4）（40） 25.6×7.8 ― （5.0×5.0）
溝状遺構 
小斜面か

右48度

笹塚古墳
兵庫県 
加西市

5世紀 
中葉

43.5 38 18×5.5 ― 10×3.5 ― 右55度

神前山１号墳
三重県 
明和町

5世紀 
後葉

38 33.5 8.7×7 
以上

第１段 
平坦面

11×4 第１段平坦面 右65度

供養塚古墳
滋賀県 
近江八幡市

5世紀 
末

（52） （38） （24）×15 ― 6.5×4.0 ―
右35度 
（隣接）

御願塚古墳
兵庫県 
伊丹市

5世紀 
後半

52 39 19×13
第１段 
平坦面

4.5×4
以上

第 1段斜面途中 
小斜面

左55度

若宮八幡北古墳
群馬県 
高崎市

5世紀 
後半

46.3
35.6 
35.8

17.6×10.7
第１段 
平坦面

14.9×3.6 ― 左64度

・時期名称は各報告書に準じた。

・大型突出部・小型突出部とは、各古墳の突出部の大きさによりつけたものである。
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で盛土がおこなわれていたと推定されている。大型突出部の主軸方向から101度左側に位置する小型

突出部は、幅17ｍ×長さ10ｍと推定され、墳丘第１段平坦面より0.7ｍ下に位置する。小型突出部は、

墳丘第１段斜面に接していたとされる。

大型突出部上面やその前面の周濠から埴輪片が出土しており、上面に埴輪が樹立していたとされる。

小型突出部上面では、北側縁辺に沿って８本の円筒埴輪列が確認された。

大型突出部の下層には、築造当時周濠であった痕跡があり、その部分を埋め立てて突出部としてい

る。築造時期は、５世紀初頭とされる（虎間1993・2013・2016）。

野毛大塚古墳（図42）　東京都世田谷区野毛の多摩川の上流左岸に位置する「帆立貝形古墳」である。

墳長82ｍ、円丘部径68ｍ、高さ10ｍ、円丘部三段築成。周濠は馬蹄形である。

大型突出部は、前端部幅約28ｍ×長さ15.5ｍ、高さ２ｍの台形で、その上面は墳丘第１段平坦面

と同じ高さである。大型突出部の左側に隣接する小型突出部は、およそ幅10ｍ×長さ7.5ｍ、高さ0.8

ｍの方形で、墳丘第１段斜面の途中に接する。小型突出部くびれ部斜面付近に、柵形埴輪の破片が集

中することから、小型突出部の上面縁辺に樹立していたものとされる。鳥形埴輪と家形埴輪も同じよ

うな分布を示している。

大型突出部と小型突出部の間の谷部底には、土師器高杯、須恵器の器台杯部が置かれていた。また、

その下には火を使用した痕跡が３箇所みられる。築造時期は５世紀初頭と比定されている（寺田・三浦

編1999　高杉2016）。

鞍塚古墳（図42）　盾塚古墳の北側に隣接する「帆立貝式前方後円墳」である。墳長推定51ｍ、円丘部

径40ｍ、高さ５ｍを測り、大型突出部の右側に小型突出部が隣接している。周濠は、楕円形である。

大型突出部はおよそ幅21ｍ×長さ10.5ｍの台形、小型突出部はおよそ幅9.5ｍ×長さ７ｍの方形

で、墳丘第１段斜面中ほどに位置する。周濠内では、鳥形・盾形・草摺形・蓋形・家形などの形象埴

輪小破片がみられる。とくに、小型突出部周辺出土の柵状の囲形埴輪は、鞍塚古墳の南西200ｍに位

置する狼塚古墳（造り出し付き円墳・直径28ｍ）くびれ部出土の囲形埴輪と同じタイプである（小浜2016）。

築造時期は５世紀中葉とされる（末永編1991　三木編1999　田中2016）。

供養塚古墳（図42）　滋賀県近江八幡市の瓶割山西麓に位置する「短小な突出部をもつ帆立貝式古墳」

である。墳長推定52ｍ、円丘部径38ｍ。削平により段築等は不明だが、墳丘斜面にわずかに葺石が

認められた。馬蹄形の周濠である。

大型突出部はおよそ幅24ｍ×長さ15ｍを測り、その右側におよそ幅８ｍ×長さ４ｍの小型突出部

が隣接している。小型突出部前面と対岸の堤の間の周濠内から、多種の形象埴輪と須恵器が出土して

いる。辻川哲朗氏によると、人物・馬形・家形・甲冑形埴輪は、小型突出部の対岸にある堤上にまとまっ

て配置され、須恵器は小型突出部上面に置かれていたと復元されている。築造時期は５世紀後葉に比

定される（辻川2002・2007）。

御願塚古墳　兵庫県伊丹市御願塚の伊丹台地にある猪名野古墳群に属する「小型突出部付帆立貝式古

墳」である。墳長52ｍ、円丘部径39ｍ、後円部二段築成。馬蹄形の二重周濠をもつ。

大型突出部の左側に隣接する小型突出部は、およそ前端部幅4.5ｍ×長さ４ｍ以上のやや台形であ

る。墳丘第１段平坦面よりも小型突出部の埴輪列の高さが若干低くなる。小型突出部北辺北側の１ｍ

低い位置に石列を伴う平坦面があり、南辺の西側にも平坦面が検出されている。小型突出部に付随す

る施設の可能性がある。小型突出部の円筒埴輪列は、墳丘側より小型突出部に向けて「ハ」字形に残存

する。南側埴輪列の横から、蓋杯、有蓋高杯、甕、器台などの須恵器がまとまって出土し、円筒埴輪

列の中からは、土師器小型壺がほぼ完形で出土している。小型突出部の対岸にあたる外濠から、円筒・
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蓋形・家形埴輪の破片が出土し、堤上に樹立していた可能性がある。築造時期は５世紀後半とされる（中

畔ほか2008）。

若宮八幡北古墳　群馬県高崎市八幡原町若宮の前橋台地に位置する「帆立貝式古墳」である。墳長

46.3ｍ、円丘部径35.6～35.8ｍ、二段築成で、倒卵形の周濠と推定される。大型突出部は前端幅17.6

ｍ×長さ10.7ｍの扇形である。大型突出部の主軸方向から左側64度に位置する小型突出部は、およ

そ前端幅14.9ｍ×長さ3.6ｍの台形である。

墳丘第１段平坦面には、円筒埴輪列が二重に巡り、その外側の列より大型突出部西側辺に２本、東

側辺に１本の埴輪がならぶ。とくに、大型突出部と小型突出部に挟まれた周濠のくびれ部側には、複

数の人物美豆良・顔面の人物埴輪破片、盾持人・馬形・盾形・蓋形埴輪、小型突出部近くに甲冑、大刀、

双耳杯、人物埴輪破片、盾持人・盾形・家形・馬形埴輪が出土している。築造時期は、５世紀後半の

うちでも後出する時期と比定される（南雲1999）。

これらの古墳のほかに、２つ以上の突出部をもつ古墳が各地で報告されている。兵庫県加西市のマ

ンジュウ古墳（立花・森ほか2006）、兵庫県赤穂市の蟻無山１号墳（荒木編2011）、滋賀県野洲市の大塚山

古墳（進藤編2006）、兵庫県加西市の笹塚古墳（立花・森ほか2006）、三重県明和町の神前山１号墳（下村編

1973）、福井県福井市の免鳥５号墳（田邊2007）、福岡県田川市の猫迫１号墳（亀田ほか2004）、三重県明和

町の高松１号墳などがあげられる。

共通性　人塚古墳のように２つの突出部をもつ古墳をおおむね時期順にならべ、比較した結果が表

４である。突出部の上面は、流出や掘削により失われている場合が多く、有効な資料は多くはないが、

その中でもいくつかの共通項を見いだすことができた。

大型突出部と小型突出部の位置関係について、野毛大塚古墳、人塚古墳、鞍塚古墳、大塚山古墳、

供養塚古墳のように隣接するものと、乙女山古墳、盾塚古墳、風吹山古墳、蟻無山１号墳、免鳥５号墳、

マンジュウ古墳、笹塚古墳、神前山１号墳、御願塚古墳、若宮八幡北古墳などのように、角度をつけ

て離れるものがみられた。

突出部上面と円丘部平坦面の高さの関係について、４世紀末から５世紀中葉までの多くは、大型突

出部上面が墳丘第１段平坦面と同じ高さで、小型突出部上面は墳丘第１段斜面途中に接するという共

通点がみられた（盾塚古墳、風吹山古墳、野毛大塚古墳、人塚古墳、免鳥５号墳西造出、鞍塚古墳、大塚山古墳、

御願塚古墳）。また、その形状においても、大型突出部は台形が多く、小型突出部は方形ということが

共通する。

墳丘の規模は、墳長38～103ｍと幅があるが、とくに５世紀前半までは60ｍを超える大型墳（乙女山

古墳、風吹山古墳、野毛大塚古墳、人塚古墳、免鳥５号墳）が多く占める。

また、野毛大塚古墳では大型突出部と小型突出部が隣接し、その間の狭窄な谷部において、土師器

高杯、須恵器器台の配置、火を使用した痕跡などがみられた。帆立貝式古墳の例ではあるが、鞍塚古

墳に近い狼塚古墳のくびれ部谷でも、囲形埴輪の中に樋形土製品が置かれていた（上田ほか2007）。墳形

に相異はあるが、行者塚古墳の狭窄なくびれ部谷部の様相とも共通する。これらのことから、突出部

が接近してできたくびれ部谷は、祭祀に関連する場のひとつと想定できる。

高橋克壽氏は、形象埴輪出土位置の知見から、造り出し（小型突出部）は前方部（大型突出部）と完全に

切れた位置（鞍塚古墳、供養塚古墳）から、接近（御願塚古墳）するようになり、さらにほぼ一体化（志段味

大塚古墳）したようなものになり、６世紀になると造り出しは前方部へと取り込まれていくとされている

（高橋2009）。

これらの共通項をふまえて、２つの突出部をもつ円墳の築造は、おおむね古墳時代中期に限られ、
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分布地域は群馬・東京・愛知・福井・滋賀・大阪・奈良・三重・兵庫・福岡と広範囲にみられるとい

うことが理解できた。このことから、一定期間、共通する性格をもつ古墳のカタチとして位置づけら

れないかと考えた。墳形はいわゆる帆立貝式ではあるが、円丘部の規模や遺物から従属的な円墳とは

一線を画している。しかし、このことを明らかにするには、墳丘の形状だけでなく、遺物からの精細

な検討、さらに時期、地域、首長墓との関係を関連づけて研究することが必須である。

（４）前方後円墳と大型帆立貝式古墳の組合せ

行者塚古墳と人塚古墳のように、前方後円墳と関連する帆立貝式古墳の規模が非常に大型であり、

築造時期が接近するという例が他地域でもみられる。三重県宝塚市の宝塚１号墳（前方後円墳）と２号

墳（帆立貝式円墳）は、墳長111ｍと90ⅿ、円丘部径75ｍと83ｍを測り互角の大きさである。古墳間は

約50ｍ、築造時期は５世紀初めと前半と比定される。また、１号墳の墳丘くびれ部と造り出しの谷部

には囲形埴輪などが置かれ、その谷部の様相が行者塚古墳とも共通する。

京都府城陽市久津川車塚古墳（前方後円墳・墳長180ｍ、５世紀前半）と丸塚古墳（帆立貝式前方後円墳・

80ｍ、５世紀前半）については、原田昌浩氏が埴輪の法量、製作技法、胎土などから、埴輪工人集団の

動向を分析し、久津川車塚古墳の小型円筒埴輪群と丸塚古墳の円筒埴輪を同規格とし、同一工人集団

が同時期に生産・供給したものと想定されている（原田2015）。

この他に、兵庫県神戸市五色塚古墳（前方後円墳・墳長194ｍ、４世紀末～５世紀初頭）と小壺古墳（円墳・

70ｍ、４世紀末～５世紀初頭）、前方後円墳と円墳ではあるが、宮城県名取市にある雷神山古墳（前方後円

墳・墳長168ｍ）と小塚古墳（円墳・円丘部54ｍ）も密接した関連性をもつ。

坂靖氏は、帆立貝式古墳について、古墳群や古墳相互の関係から４つの構成パターンを示し、その

中のひとつとして、５世紀前半、首長墓系譜が同じ前方後円墳と大型帆立貝式古墳が、相互に関連し

ながら築造されているパターンをあげられている（坂2005）。

今回の調査で出土した円筒・形象埴輪の分析から、行者塚古墳と人塚古墳の埴輪は共通性が高いこ

とが確認された。上の例のように、地域の中で盟主墳である前方後円墳と大型帆立貝式古墳が組をな

すパターンがあるということが理解できた。

（５）まとめ

今回、西条古墳群３古墳の比較をしたうえで、行者塚古墳と人塚古墳の例から、前方後円墳と大型

帆立貝式古墳との関連性について展開を試みた。行者塚古墳と人塚古墳は、墳形や葺石などの要素は

異なるが、前方後円墳と大型帆立貝式古墳の組をなす関係とみられる。

また人塚古墳のもつ要素から、２つの突出部をもつ大型円墳が一定の築造規格であること示した。

それは、広域で類例がみられ、古墳時代中期に採用された墳形のカタチであることが確認できた。
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円筒埴輪からみた人塚古墳

野田優人

今回の発掘調査により、人塚古墳の円筒埴輪の詳細な様相がはじめて明らかになった。この成果を

もとに、行者塚古墳や尼塚古墳出土の円筒埴輪と比較し、西条古墳群内での位置づけをおこなう。ま

た周辺の古墳出土の円筒埴輪も含めて、その評価を試みたい。

（１）人塚古墳円筒埴輪の特徴（図45）

人塚古墳出土円筒埴輪の特徴についてはⅣでまとめてあるが、他の古墳出土品と比較するため、再

度整理する。
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分　類　全体の形状や段数を復元することはできないが、底部の法量や形態から３種類の違いをみ

いだすことができる。

Ａタイプは南東くびれ部調査区で第１段平坦面埴輪列の円筒埴輪３以外の円筒埴輪である。器壁の

厚さが一定で、直立しているものと、底部下方の器壁が厚く、上方に向かって外側に緩やかに開き、

器壁が薄くなっているものがある。底部径は19～22.5㎝を示し、底部高は12.5cm前後を測る。突帯

形態は台形を呈しているもの、突帯幅が狭く、突出度が高いものがある。

Ｂタイプは南東くびれ部調査区の第１段平坦面埴輪列の円筒埴輪３である。器壁の厚さが一定し、

直立している。底部の平面形は楕円形を呈しており、長径27.0cm、短径23.5cmを示し、底部高は

18.6cmを測る。突帯幅が1.9cmと広く、台形を呈する。底部径も底部高もＡタイプよりひとまわり大

きいのが特徴である。

Ｃタイプは南西調査区から出土した円筒埴輪である。３段分が残存し、底部から直線的に立ち上が

る器形。底部高は16.2cm、底部径19.2～20.5cm、突帯間隔12.5cmを測り、上記の２つのタイプとは

底部高が異なる。突帯の高さは８㎜前後で、台形を呈している。透し孔の形状は円形を呈し、外面調

整は１次調整に底部はナナメハケ、２段目にはタテハケがみられる。２次調整は底部にみられず、２

段目以上に施す。ハケメの切り合いが認められる箇所もあるが、１周廻したハケメで突帯間の大部分

を埋める。南西調査区の埴輪列で取り上げたのは１点であるが、立面図や写真からみると、並んでい

た他の円筒埴輪も同様の法量・規格であったとみられる。

埴輪の種類と配置　南東くびれ部調査区の墳丘第１段平坦面の埴輪列には、底部の法量だけみてもＡ

タイプとＢタイプの２種類あったことが確認できる。検出した16本の円筒埴輪中、取り上げた個体は

７本のみではあるが、規格の異なる円筒埴輪を配列していたことがわかる。

これらとは規格の異なるＣタイプが確認された南西調査区の埴輪列は、墳丘復元の結果、小型突出

部（造り出し）にともなう方形埴輪列の一部である可能性が高い。方形埴輪列の墳丘寄りの辺をなすも

のと復元できる。この小型突出部に用いた埴輪は、墳丘本体の第１段平坦面埴輪列とは異なる規格の

円筒埴輪で揃えられていたと考えられる。

（２）西条古墳群出土円筒埴輪の比較（図44～47　表５）

法　量　人塚古墳出土円筒埴輪に関して、残存する部分の法量は以下の通りである。

　Ａタイプ－底部高12.5㎝前後、底部径19～22.5㎝（南東くびれ部調査区円筒埴輪６・９）

　Ｂタイプ－底部高18.6㎝、底部径23.5～27.0㎝（南東くびれ部調査区円筒埴輪３）

　Ｃタイプ－底部高16.2㎝、底部径20㎝前後、突帯間隔12.5cm（南西調査区）

行者塚古墳では法量に複数のタイプが確認されており、墳丘の各所で異なる法量の円筒埴輪を用い

ている。報告書が未刊のため、人塚古墳出土埴輪との関係で注目される部分のみ触れる。行者塚古墳

では、墳丘第１段平坦面に配置された円筒埴輪は、底部高が15～19㎝、底部径は20～26㎝のものが

主体を占める。人塚古墳の南東くびれ部埴輪列で主体となる人塚Ａタイプと比べ、底部径に関しては

ひとまわり大きいものが中心となる。

行者塚古墳の墳丘第１段平坦面に使用された埴輪と比べた場合、人塚Ｂタイプは底部に関して、大

型部類に属するといえる。南東くびれ部埴輪列では、出土状況立面図をみる限り、この１本のみ特に

大型品であったようである。行者塚古墳では、このように列中に大型品が混じり、朝顔形埴輪である

例が多くみられる。ただし人塚古墳では朝顔形埴輪であることを確実に示す材料はない。　

人塚Ｃタイプは、行者塚古墳の西造り出し方形埴輪列で多く用いられたタイプの円筒埴輪と突帯間
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表 5　西条古墳群・周辺古墳出土の円筒埴輪

北大塚古墳 行者塚古墳 人塚古墳 尼塚古墳 東沢１号墳

口縁部

形状 - 直立 直立　外折 直立　外折 外折　直立？

高さ - 10～15.5㎝ ‐ 9.3cm以上 ‐

胴部 突帯間隔 - 10～14cm 12.5cm 10.2cm以上 10.0cm

底部

径 21cm
18～23cm 

24～29cm

19～22.5㎝ 

23.5～27cm

13.4cm　15.2cm

16.4cm　17.0cm

18.4cm　18.5cm

　　　　19.4cm

17.8cm

16.0cm

高さ
13.4cm以上 

（底径21cm）
13.5～19.5cm

12.5cm前後 

16.2cm

18.6cm

9.9cm 

11.5cm 

12cm前後

12.0cm

調整

外面1次 タテハケ タテハケ タテハケ タテハケ？ タテハケ

外面2次 ヨコハケ　連続
ヨコハケ　連続

ヨコハケ　継続
ヨコハケ　連続？ ヨコハケ　継続 ヨコハケ　継続

内面 ナデ　ハケ ナデ　ハケ ナデ　ハケ ナデ　ハケ？ ナデ　ハケ

突帯

形状 方形・台形 方形・台形 方形・台形・三角形 方形・台形 台形

高さ 0.8～1.0cm 0.9～1.3cm 0.7～1.3cm 0.4～0.9cm 0.6～0.9cm

設定技法 凹線 凹線 凹線 無 ？

透し孔 □ □△（少）○ ○ ○ ○

黒斑 有 有 有 無 無
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隔も含めて規格が一致する。南西くびれ部で検出した埴輪列が、小型突出部の方形埴輪列の一部であっ

たとの推測を裏付けする。人塚古墳でも行者塚古墳と同じく、墳丘の使用場所によって円筒埴輪の規

格を変えていた可能性を示唆する。　

尼塚古墳では、底部高・底径がわかる埴輪は３本確認されている。底部高9.9cm・底部径15.2cm、

底部高11.5cm・底径18.4cm、底部高12cm前後・底部径18.5cmのものである（図46）。底部径・底部高

ともに人塚古墳のものより小さい（1）。

さらに、両古墳から出土した円筒埴輪の底部の器厚を計測した場合、人塚古墳は、おおよそ1.0～

1.5cm、尼塚古墳は0.8～1.2cmを示しており、両者は器壁厚に違いがある。行者塚古墳と人塚古墳を

比較した場合、行者塚古墳の底部径が少し大きい点を除けば、両古墳とも近似した法量をもつものが

あった。底部高、底部径の様相からも、人塚古墳は、行者塚古墳の様相に近いことがわかる。

口縁部形状　口縁部の内外面にヨコナデを加えて外反させ、端部にナデを施して面を作る形態が中

心となる。こうした形状の口縁部は行者塚古墳の円筒埴輪にもみられる。一方尼塚古墳では、端部を

外方に曲げてナデによって面を作る形態が多い。

突　帯　断面形状は西条古墳群の円筒埴輪すべてに、方形と台形がみられる（2）。　

人塚古墳の突帯の高さは0.7～1.3cmであり、行者塚古墳は0.9～1.3cm、尼塚古墳は0.4～0.9cmを

示している。

人塚古墳で突帯間隔がわかるものは南西調査区から出土した１本のみで、12.5cmを測る。行者塚古

墳では規格によって違いがあるが、11.5～14cmを示す。尼塚古墳では確認できる個体はなく、10.2cm

以上であることが推測されている。

人塚古墳では凹線の突帯間隔設定技法が確認されている。行者塚古墳も凹線を基本とする。尼塚古

墳では突帯間隔設定技法は確認されていない。

調　整　人塚古墳の円筒埴輪は残存状況がよくないが、外面２次調整にヨコハケを用いるものが中

心である。ハケメの残存するほとんどの破片でヨコハケが確認できる。その中には切り合い関係から

ヨコハケが２周以上したとみられる破片もある。詳細は不明で、Ｂ種ヨコハケにともなう静止痕など

は確認できていない。唯一突帯間でのハケの施し方がわかる資料として南西くびれ部のもの（68）があ

る（図47）。切り合いも認められるが、複数回ヨコハケを回して突帯間を埋めたものではないようであ

る。

行者塚古墳の円筒埴輪では、ストロークの長いヨコハケがめだつ（図44）。また少数ではあるが、一

定間隔の静止痕をもつＢ種ヨコハケの例も確認される。尼塚古墳でも静止痕が確認されているが、磨

耗が激しく不明瞭である。

焼　成　人塚古墳では、行者塚古墳と同様に黒斑が確認される。尼塚古墳出土埴輪は窖窯焼成と考

えられている。

比較検討　金澤雄太・藤原光平氏は、尼塚古墳発掘調査を契機として加古川下流域における円筒埴

輪の流れを体系的にまとめた。そのなかで、行者塚古墳・人塚古墳→尼塚古墳という推移を想定した。

そして、円筒埴輪の形態・法量・製作技法などの面から、人塚古墳と尼塚古墳の間に大きな変化がみ

られるとした（金澤・藤原2012）（3）。従来考えられていたよりも、人塚古墳と尼塚古墳との間に時期幅が

存在し、むしろ人塚古墳は、行者塚古墳との間では大きな時期差を想定しにくい点を取り上げた。本

報告での検討結果でもこの見解を追認する。

行者塚古墳と人塚古墳出土円筒埴輪の共通点として新たに判明したのは、以下３点が挙げられる。

それは凹線による突帯間隔設定技法の確認、口縁部に幅広の強いヨコナデを加えて外反させることや
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突帯の形態である。西条古墳群の３古墳の埴輪では、行者塚古墳と人塚古墳の埴輪が類似し、それに

対して尼塚古墳は特徴の異なる点が多い。

東沢１号墳の埴輪　西条古墳群の円筒埴輪と比較検討を要する新たな資料として、東の地に位置する

東沢１号墳がある。東沢１号墳は一辺19ｍの方墳で円筒埴輪、形象埴輪、韓式系土器、TK73型式の須

恵器などが出土している。築造時期は古墳時代中期前半であり、人塚古墳と尼塚古墳の間の時期に位

置づけられる。

東沢１号墳では、円筒埴輪・壺形埴輪・形象埴輪が確認されている（図48）。円筒埴輪に完形のもの

は存在しないが、底部高12.0cm、突帯間隔10.0cm、底部径は17.8cm、16.0cmを測る破片資料がある。

突帯の高さは0.6～0.9cmで台形を呈している。透し孔の形状は円形を呈しており、外面調整は１次調

整タテハケ、２次調整にＢ種ヨコハケがみられる。黒斑は確認されていない。これら諸属性を、西条

古墳群と比較すると、尼塚古墳の様相に近い。

壺形埴輪も完形は確認されていない。底部の器壁が分厚く、粘土紐の接合痕を明瞭に残す。さらに、
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口縁内面には竹管文があり、口縁端部は土器つくりのように、上方につまみ上げている。この様相は

西条古墳群にはみられない。

以上、東沢１号墳の埴輪は、西条古墳群中では尼塚古墳の様相に近いといえる。ただし壺形埴輪の

つくりはまったく異なる様相を見せる。前述したように、人塚古墳と尼塚古墳の間の変化は大きいも

のとしたが、東沢１号墳の資料を介してみても、やはり、その間の変化は大きいものといえよう。

（３）突帯製作技法について（図49）

人塚古墳出土円筒埴輪を検討する中で気づいた、突帯製作に関わる一技法について触れておきたい。

特　徴　突帯剥離部分に、次のような痕跡を観察した。突帯間隔設定技法の凹線上に平たい粘土塊

を貼り付けるもので、突帯と直交方向に主軸をもつ（図版82　図49）。法量は個体それぞれに異なるが、

おおよそ長軸は1.5～２cmで、短軸は１～２cm、厚さは0.7cm前後を測り、棒状を呈するものが多い。

以下「粘土塊」と呼称する。楕円形の一方の端が短くなり、半円形を呈するものも存在する。

この粘土塊は１次調整タテハケや、突帯間隔設定技法の凹線上に被さっている。また、突帯幅より

少し長いものもあり、棒状の粘土塊の端は、突帯を貼り付ける際のヨコナデにより切られている。

同じ突帯の剥離面に粘土塊が２箇所みられる場合もあり、その幅は約５cmである。人塚古墳でも２

点みつかっている。しかし全周に及んでいたかは不明である。また、必ずしも、突帯剥離面に粘土塊

が２箇所あるわけでなく、長い剥離部の中でも１箇所のみにしか確認できない例もある。

以上の点から、①１次調整タテハケ、②突帯間隔設定技法、③棒状の粘土塊の貼り付け、④突帯の

接合成形という手順を復元できる。

意味・役割　以上の観察点から、粘土塊の性格として３つを考える。

①突帯の器壁への接合の強化。

②突帯を器壁に接合する際の支え。先に置いた粘土塊を支えとして粘土紐状の突帯を全周させ、その

状態でナデを施してを本格的に接合する。こうした仮留めの性格が考えられる。

③突帯を器壁に接合する際、合せ目に生じた隙間部分の充填。

今回は、これらの案を絞り込むことはしないが、行者塚古墳をはじめとして他古墳出土の円筒埴輪

にも認められる（図49）。
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円筒埴輪からみた人塚古墳

（４）まとめ

以上のように、一つの首長墓系譜の３古墳の円筒埴輪の様相と変遷が確認された。行者塚古墳と人

塚古墳は類似性が高いことが明確になる一方、尼塚古墳への変化の大きさが追認された。古墳時代中

期の首長墓における埴輪変遷の様相を示すモデルケースの一つとして注目される。

注

（ 1）尼塚古墳北調査区から出土した円筒埴輪は底部高12cm前後、底部径18.5cmとされており、人塚古墳で出土

した円筒埴輪６・９と近似した数値をもつ。

（ 2）人塚古墳では突帯の幅が狭く、突出度が高い一群が確認できる。しかし、朝顔形埴輪の可能性もあり、注意

を要する。

（ 3）ほかにも、田井恭一氏（田井1990）や高野政昭氏（高野1995・1996）などの業績もある。
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人塚古墳の形象埴輪について

原田昌浩

（１）人塚古墳出土の形象埴輪の概要（図50）

形象埴輪はすべての調査区から出土しているが、特に南東くびれ部調査区での出土が多い。調査面

積の関係もあろうが、「大型突出部」とされる部分に形象埴輪が配置されており、それらの破片が「くび

れ部」から出土したものと考えられる。その他の調査区では、基本的に上段斜面など、墳頂平坦面か

らの転落と考えられる出土状況の破片が多い。そのため墳頂平坦面には形象埴輪が配置されていたも

のと推測できる。ただし、それらの構成や数量は不明である。

次に各形象埴輪の特徴を述べる。

家形埴輪　いずれの個体も全形を復元できるほどではないが、高床の大型建物を表現した家形埴輪

が存在した可能性が高い。屋根構造は切妻造りのものが出土している。いずれの破片も墳丘斜面や葺

石の上面から出土していることから、墳頂に配置されていた可能性が高い。

靫形埴輪　いずれの個体も全形を復元できるほどではない。基本的に粘土紐の貼り付けや削り出し

によって段差を立体的に表現している。

盾形埴輪　いずれの個体も同一の製作技法・文様構成であったと想定できる。製作技法の特徴は、

円筒部の外面を盾面として利用し、盾面が大きく湾曲せずほぼ平坦であることとなる。このことから、

田中秀和による断面形分類のＣ類に属する（田中1994）。ただし、盾面の頂部が山形であるのか平坦で

あるのかは不明である。

文様構成は、外区に鋸歯文を、内区には菱形文か鋸歯文を、内外区の分割界線に綾杉文か平行文を

それぞれ配している。外区の鋸歯文は外向きのものと内向きのものの両者があるが、基本的に同じパ

ターンで、小栗明彦氏の鋸歯文分類（小栗2004）のⅢa類に該当する。

蓋形埴輪　蓋形埴輪は小栗明彦による分類の「有立飾無肋木形式」に属する（小栗2007）。破片ではあ

るが立飾りと思われる個体が１点出土している。笠部の布張り表現は上段に３本の線刻を施すものが

みられる。

また、笠端部に段差をつけ、そこに１条の線刻を幅３cmおきに施す個体も確認されている。このよ
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うな特徴は「有立飾無肋木形式」にないものであって、別形式の蓋形埴輪と考えられる。同様の蓋形埴

輪は、あとで詳述するが行者塚古墳に類例が認められる。

笠部と台部の接合に際し「津堂城山タイプ」（松木1990）を採用している個体が確認できる。

鶏形埴輪　頭部や脚部が出土していないため確定はできないが、鶏形埴輪である蓋然性が高い。上

段の葺石上や上段斜面から出土しており、墳頂に配置されていたと考えられる。

以上、人塚古墳の形象埴輪に特徴を述べてきた。破片のため断定はできないが、靫形埴輪には段差

を粘土紐で立体的に表現する個体が認められる点、家形埴輪に大型建物が認められる点が特徴と言え

る。

（２）西条古墳群のなかでの位置付け

西条古墳群において形象埴輪が出土している古墳は、人塚古墳、行者塚古墳、尼塚古墳である。行

者塚古墳では墳頂や各造り出しにおいて多くの形象埴輪が検出されており、また全形も復元できる。

尼塚古墳からは蓋形埴輪の笠部と台部の接合部が出土しているが小片のため比較が難しい。ここでは、

行者塚古墳の形象埴輪との比較をおこなうことで、人塚古墳の形象埴輪を位置づける。

家形埴輪では、人塚古墳において高床の大型建物があるのに対し、行者塚古墳においてはそれがな

い。ただし行者塚古墳の家形埴輪は、形式や規模にバリエーションが多く、家形埴輪が群として配置

されている状況が検出されている。単純に大型建物の有無のみで、階層差や時期差を述べることは難

しい。むしろ破風板の接着技法などの製作技法において共通点があるため、両古墳の家形埴輪の工人

が密接な関係を有していた可能性は指摘しておきたい。

人塚古墳には立飾りと考えられる破片があるが、すべての個体に立飾りはついていない可能性が高

い（１）。笠下半のみに線刻を入れる形式の蓋形埴輪が他に求められないことから、両古墳の蓋形埴輪は

同じ工房か、限りなく近い関係のもとに生産されたものと考えられる。胎土や焼成、色調に至るまで

ほぼ共通しており、上述の論を補強するものといえる。

蓋形埴輪では、両古墳ともに共通する形式の個体が出土しており、また製作技法も共通している。

靫形埴輪・盾形埴輪も、両古墳ともに共通する文様表現があり、製作技法も共通している。ただし、

人塚古墳の靫形埴輪の中には、粘土紐によって段差を表現する個体が存在し、行者塚古墳のそれより

若干古い要素を残す。

鶏形埴輪は、頭部などの出土ではないため確定はできないが、人塚古墳にのみ存在する。

以上から、各形象埴輪は行者塚古墳と人塚古墳で共通する要素が多いことがわかる。これは、両古

墳の埴輪工人が情報を共有できるほど近い距離でほぼ同時期に製作したことを示している可能性が高

い。人塚古墳の形象埴輪は破片が多いため断定はできないが、両古墳の埴輪生産がほぼ同時におこな

われたとみておきたい。

さらに円筒埴輪についても、製作技法上では両古墳に共通点が多く（Ⅴ野田分析参照）、両古墳の埴輪

生産の近似性を想定できる。

（３）加古川中・下流域の古墳との比較（図51・52）

では、人塚古墳を含む、加古川中・下流域に所在する他古墳との比較を試みたい。ただし、人塚古

墳の埴輪の時期（川西Ⅲ期）に該当する埴輪を有する古墳がないため、時期は異なるが、Ⅳ期の埴輪を

有する古墳との比較をおこなう。

高砂市時光寺古墳は径46ｍの円墳で、墳頂方形埴輪列・墳頂外周埴輪列・墳丘平坦面埴輪列などか

人塚古墳の形象埴輪について
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ら多数の埴輪が出土している（清水・今西2009）。円筒埴輪はⅣ期に位置づけられ、百舌鳥古墳群と規格・

製作技術が共通している。

形象埴輪は、家形・蓋形・靫形・盾形のほかに写実的な馬形埴輪が存在する。家形埴輪は、破片の

ため全体像は不明であるが、切妻造り・寄棟造りの両者が存在する。高床建物は存在しない。蓋形埴

輪は、有立飾り式・無立飾り式の両者が出土している。両者が存在する点は人塚古墳と共通するが、

文様構成が異なっている。これは時期差である可能性が高い。靫形埴輪は、段差表現がなく、すべて

Ⅴ　分　析
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線刻によって表現されている。この点は人塚古墳よりも後出的な要素と考えられそうである。盾形埴

輪は文様パターンが異なっており、系譜の異なる工人集団が関わった可能性が高い。

また、時光寺古墳からは馬形埴輪が出土している。筆者は、馬形埴輪や人物埴輪の登場は窖窯焼成

導入以降と考えている（原田2015）。時光寺古墳は窖窯焼成導入直後であるため、定型化した馬形埴輪

ではなく、細部まで写実的に表現されている。

以上、時光寺古墳の埴輪をみてきたが、時期や地域が異なることに起因するためか、人塚古墳とは

異なる様相を確認できた。

次に、西条古墳群にほど近い東沢１号墳と比較する。東沢１号墳は一辺19ｍの方墳で、円筒埴輪や

韓式系土器・須恵器などが出土している（山田編2012）。造り出しからは、土器類とともに家形埴輪が

出土した。

円筒埴輪は、つくりが粗く近隣を含め系譜を追えない。口縁部の形態が土師器の形態に近いため、

人塚古墳の形象埴輪について
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土器づくりの工人が臨時に編成されて生産した可能性がある。

一方で家形埴輪は、形態・製作技術とも非常に丁寧である。こちらは、行者塚古墳出土家形埴輪に

近い形態のものもある。そのため、行者塚古墳で家形埴輪生産に携わった工人が当墳でも家形埴輪生

産をおこなっている可能性がある。

行者塚古墳と人塚古墳はほぼ同時に埴輪が生産された可能性があるため、東沢1号墳の埴輪生産は

上記２古墳の埴輪生産が終了した後におこなわれたものと考えられる。

最後に加古川中流域の玉丘古墳群と比較する。同古墳群は、玉丘古墳の築造を契機に階層構成型の

古墳群を形成する大型古墳群である。

円筒埴輪は、初代の玉丘古墳から北山古墳までが技法・技術を系統的に追うことができ、一貫した

埴輪生産がおこなわれた可能性が高い。一方で形象埴輪は円筒埴輪に比べて出土数が少なく、不明な

点が多い。

比較できる蓋形埴輪では、小山古墳出土の蓋形埴輪に、有立飾り式で段差表現がなく線刻表現のみ

のものがある。ただし、こちらも小片かつ少数のため比較するには心許ない。

（４）まとめ

以上、人塚古墳から出土した形象埴輪について、行者塚古墳と近隣の古墳との比較をおこなってき

た。その結果、人塚古墳の形象埴輪の多くが、行者塚古墳と形式・技法ともに酷似していることが判

明した。このことは、人塚古墳の形象埴輪の生産と行者塚古墳の形象埴輪の生産が密接な関係を有し

ていた可能性を示唆している。円筒埴輪についても、法量や技法などの諸要素が共通している（Ⅴ野田

分析参照）。つまり、この両古墳の埴輪生産がほぼ同時におこなわれたと推定できるのである。

これまでは行者塚古墳と人塚古墳の築造順について、行者塚古墳が先行し人塚古墳が続くという見

解が多数を占めてきた（岸本2000・2013　高野1995　西川2010など）。古墳群における最初の首長墳が前

方後円墳として築造されても、その後は、王権中枢の規制を受け円墳化するという解釈（小野山1970）

などに基づくものと想定できる。実際に西条古墳群においても、前方後円墳である行者塚古墳を嚆矢

とし、円墳化しつつも巨大な墳丘を有する人塚古墳、墳丘が小型化する尼塚古墳と連綿と首長墳が連

続したと考えることができた。

しかし、本稿において示してきたとおり、行者塚古墳と人塚古墳の埴輪生産はほぼ同時か、ややも

すると人塚古墳の方が先行している可能性がある。行者塚古墳と人塚古墳の埴輪が生産された時期が

近いという見解は、尼塚古墳の埴輪を詳細に検討した金澤雄太・藤原光平氏（2012）も有していたが、

人塚古墳の埴輪の様相が明らかになったいま、この見解の正当性がより高まったといえる。

この見解が受け入れられるのであれば、西条古墳群における首長墳の変遷についても再考する必要

が出てくる。本論でこの点について踏み込む力量が筆者にともなっていないが、以下の点が今後の課

題として残ることとなる。まず、行者塚古墳と人塚古墳の埴輪生産の同時期性の証明である。現状では、

法量・技法・文様などの属性にとどまっているため、工具痕などのより細かいレベルでの検討が必要

である。次に、尼塚古墳の埴輪との時期的な距離感を、首長系譜論の中でどのように説明するかである。

本論では深く触れていないが、尼塚古墳の埴輪と、行者塚古墳・人塚古墳の埴輪とでは、窖窯焼成の

有無などの技法的属性以外にも、胎土・調整技法などに差異が目立つ。同様に、墳丘の高さなどほか

の要素においても、３古墳の距離感は共通した図式がある。これは、加古川流域の古墳の動向とあわ

せて、より整合的な理解をする必要がある。

以上、人塚古墳から出土した形象埴輪の分析を通して、西条古墳群の築造過程について見解を述べ
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てきた。埴輪の分析を通して古墳群の形成過程をより実証的に示すことができることを示せたと考え

る。それが十分に伝わってないとしたら筆者の力量不足によるところが大きい。ご寛恕願いたい。

なお、本報告をなすにあたって、加古川市教育委員会所蔵の未報告資料を多く実見させていただい

た。兵庫県立考古博物館・高砂市教育委員会・加西市教育委員会・大手前大学史学研究所においても

資料を閲覧した。末筆ではあるが感謝の意を表したい。

注

（ 1）行者塚古墳において出土したという蓋形埴輪の立飾りが報告されている（高野政昭1996a）。加古川市教育委

員会の山中リュウ氏に詳細を照会したところ、昭和56年度に実施した周濠確認調査において出土したものである

可能性が高まった。行者塚古墳の墳丘・造出の調査においては、立飾りを有する蓋形埴輪が出土しておらず、墳

丘と周堤とでは使用される蓋形埴輪が異なっていた可能性が高まったと認識している。
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人塚古墳で検出された窯跡の考古地磁気年代

　

森永速男・廣田昌幸

（１）はじめに

土壌中に含まれる磁性鉱物（酸化鉄や水酸化鉄）は堆積時の地球磁場情報（強度と方向）を記録する。こ

の磁化（磁場の化石）を堆積残留磁化と呼ぶが、磁気的には不安定な場合が多く、磁場記録としての信

頼性は低い。堆積後に、土壌が何らかの過程（例えば、古代人の焚き火など）で熱を受けると、土壌中の

磁性鉱物は化学的に変化したり（主に水酸化物から酸化物に）、加えて熱的な残留磁化を獲得する。そう

いった過程を経て、土壌は堆積時よりもかなり大きい強度でより安定な残留磁化（熱残留磁化）を示す

ようになる。その残留磁化の方向は、堆積時よりもさらに正確に、受熱時の地球磁場方向と平行にな

ることが知られている。

土壌が被熱を経て地球磁場の正確な記録を持つようになることを利用して、過去の地球磁場方向や

強度の変化を復元する研究（考古地磁気学）がおこなわれてきた。その成果として、過去2,000年間の地

球磁場方向変化のほぼ連続した考古地磁気標準曲線が作成されている（Hirooka、1971、1983；Maenaka、

1990）。この曲線と年代のわからない焼土の残留磁化方向を比較することによって、焼土の年代を決定

できる。この方法を考古地磁気年代決定法と呼ぶ。この方法を利用するときの注意点は、標準曲線の

年代軸が考古学側から与えられたもの（土器編年など）であるということである。よって、土器編年な

どの修正がおこなわれることがあれば、考古地磁気年代も修正されなければならない。また、窯跡な

どの年代では、使用の最終年代が得られるのであって、操業開始、もしくは最盛期の年代が求まるの

ではない。

（２）試料採取と磁化測定

人塚古墳の窯跡で確認された焼土範囲から20個の焼土試料を、磁気コンパスを用いて定方位で、約

7cm3のポリカーボネイト製の立方体容器を用いて採取した。残留磁化測定にはスピナー磁力計を、磁

化の安定性の検討と二次的な磁化の除去には交流消磁法を用いた。４個のパイロット試料（１、６、11

そして16）を用いて40mTまでの段階交流磁場消磁を実施し、残留磁化の安定性を検討し、また二次磁

化（粘性残留磁化）が除去される交流磁場レベルを決定した。その結果、決定された最適磁場レベルで

残りの試料を消磁し、その処理前後（消磁前後）の残留磁化を測定した。

（３）磁化測定結果および考察

パイロット試料を用いた段階交流消磁の結果を図53に示す。４個のパイロット試料はすべて安定で

あり、６mT〜９mTの交流磁場で消磁できる、わずかな二次磁化成分を持っていた。このことから、残

り試料を９mTの磁場レベルで消磁した。

交流消磁前後の各試料の残留磁化強度・方向（偏角と伏角）およびそれらの平均値（消磁後方向について

は試料10の結果を除外して計算）を表６にまとめた。また、消磁前・後の残留磁化方向を図54（左は消磁前、

右が消磁後）に示した。図中の平均方向は＊印を付した試料10のデータを用いないで求められている。

（４）考古地磁気年代決定

窯跡の焼土の交流消磁後の平均残留磁化方向は、それぞれ偏角　=　-10.3°、伏角　=　51.8°（k　
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=　211.0、α95　=　2.3°；ｋは信頼度パラメータで大きいほど、α95はFisherの95%信頼円で小さいほど、方向

データの揃いが良いことを示している）であった。消磁後の平均方向と、過去2,000年間の標準的な考古

地磁気曲線（Hirooka、1971と1983）との比較を図55に示す。この対比で明らかなように、窯跡焼土の平

均方向と標準曲線との対応を捜すと、西暦750年頃がもっとも可能性の高い被熱年代となる。この年

代は検出された窯跡の最終使用年代と考えられる。
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試料名 残留磁化強度 偏角 伏角 残留磁化強度 偏角 伏角

（10E-7 Amm） （°） （°） （10E-7 Amm） （°） （°）

1 0.000613 -0.2 52.9 0.000304 -0.7 49.9

2 0.000744 1.5 53.6 0.000332 -9.5 52.4

3 0.000450 -0.5 51.1 0.000177 -10.5 48.3

4 0.000622 -6.9 53.6 0.000284 -12.7 52.7

5 0.000588 -7.0 50.0 0.000258 -13.1 47.4

6 0.000356 -8.5 51.7 0.000155 -21.4 49.3

7 0.000794 4.1 56.9 0.000212 -2.8 60.6

8 0.000409 -2.7 52.9 0.000171 -15.6 50.3

9 0.000169 19.0 56.3 0.000038 6.2 57.4

10 0.000106 0.8 56.8 0.000047 -56.3 34.3 ＊
11 0.000798 -14.5 55.0 0.000392 -19.3 49.9

12 0.000730 -11.2 49.3 0.000287 -13.6 50.5

13 0.000392 4.1 51.4 0.000130 -14.1 43.2

14 0.000684 0.6 53.6 0.000266 -7.5 51.6

15 0.000725 -2.7 56.9 0.000282 -13.2 55.9

16 0.000729 -14.4 58.4 0.000239 -15.8 49.7

17 0.001534 -8.5 62.9 0.000407 -8.1 53.5

18 0.001411 3.2 56.1 0.000270 -8.9 53.7

19 0.000634 6.6 54.3 0.000146 -6.7 52.3

20 0.001435 5.2 52.5 0.000305 -2.9 52.5

0.000696 -1.6 54.6 0.000235 -10.3 51.8

k = 208.0 α95 = 2.3 k = 211.0 α95 = 2.3

（＊を除く平均）

交流消磁前 交流消磁(9mT) 後

表６　焼土試料の残留磁化測定結果のまとめ

人塚古墳で検出された窯跡の考古地磁気年代
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人塚古墳周濠瓦窯と兵庫県の瓦窯

森内秀造

（１）兵庫県の瓦窯遺跡（図56　表７）

　兵庫県の瓦窯は年代的に白鳳期～平安時代前期にかけての瓦窯群と平安後期の瓦窯群の大きく２つ

に区分できるが、後者は院政期の造寺運動に伴って平安京などへ供給した瓦陶兼業窯であり、前者と

は成立の背景や性格を異にする。従って、ここでは人塚古墳周濠瓦窯（以下、人塚瓦窯と略）の関連から

白鳳期～平安時代前期の瓦窯に限定して、構造的特徴を中心に述べる。

兵庫県下における白鳳期から平安時代前期の瓦窯遺跡は管見では約24箇所を数える。瓦窯は主とし

て寺院建立に伴って構築されることが多いが、これとは別に特定の寺院に付設して構築されるのでは

なく複数の地域の建物施設に瓦を供給する瓦窯があり、前者を仮に寺院直属型瓦窯とし、後者を供給

型瓦窯とすると、兵庫県下の瓦窯は次の２つに大別される。

まず、寺院直属型瓦窯としては、播磨では佐用町早瀬瓦窯（早瀬廃寺）、加西市尼ヶ池窯跡・天神山

瓦窯跡・山ノ脇瓦窯跡（繁昌廃寺）、たつの市中井瓦窯（中井廃寺）、加東市掎鹿谷瓦窯（掎鹿廃寺）、赤穂

市與井瓦窯（與井廃寺）、但馬では三宅瓦窯（三宅廃寺）、丹波では天神瓦窯（三ツ塚廃寺）、王地瓦窯（野中

遺跡）、淡路では国分寺瓦窯（淡路国分寺）があるが、これらの瓦窯には創建に伴うものだけではなく、

補修用として構築されているものも含まれる。

次に供給型瓦窯について述べると、供給型瓦窯には遠隔地に供給した遠隔地供給型瓦窯と周辺地域

に供給した地域供給型がある。遠隔地供給型の代表が奥山久米廃寺・豊浦寺・和田廃寺など飛鳥諸寺

院へ瓦を供給した７世紀後半代の明石市高丘窯跡群で、上原真人氏によって淡路の土生寺窯、香川県

の宗吉瓦窯などとともに官窯体制の未成熟を補った遠隔地搬送の瓦窯として位置づけられている（上原

1997）。地域供給型瓦窯には、姫路市の赤坂１号窯、たつの市碇岩南山瓦窯などがある。赤坂１号窯は

下太田廃寺･中井廃寺･金剛山廃寺など西播磨の揖保郡・飾磨郡６ヶ寺に瓦を供給していることが判

明している。また、碇岩南山瓦窯は貞観10年（868年）の播磨大地震に伴う復興瓦窯とされ、中井廃寺・

小犬丸遺跡（布勢駅家）・神明寺遺跡（髙田駅家）などの寺や駅家などの官衙施設に製品を供給していたこ

とが明らかにされている。このほか、遺構は発見されていないが、播磨国分寺の南２ｋｍの姫路市本

郷遺跡では、窯壁片とともに古大内Ⅰ式に該当する単弁十三葉蓮華文軒丸瓦など８世紀代の播磨国府

系瓦が数多く出土しており、播磨国直轄の瓦窯跡と考えられている。なお、高丘３号窯では、四天王

寺の鴟尾、赤坂１号窯が所在する峰相山窯跡群では四天王寺（大阪）･大宅廃寺（京都）･大海廃寺（岡山）

の鴟尾がそれぞれ生産されており、播磨の須恵器窯で鴟尾が生産され、遠隔地に供給されている事は

注目されてよい。

（２）瓦窯の構造形態（図57・58）

　瓦窯の基本的な構造形態には、窖窯と平窯がある。窖窯は斜面上の勾配を利用した単室構造の直焔

式の窯であり、平窯は燃焼室と焼成室を隔壁で分離し、焼成室に畦と通焔孔を設けた半倒焔式の窯で

ある。

窖　窯　窖窯構造の窯には地下掘り抜き式（以下、地下式と記述）、半地下天井架構式（以下、半地下式

と記述）、地上窯体架構式（以下、地上式と記述）の３形態がある。

地下掘り抜き式窯（地下式窯）は地下をトンネル状に掘り抜いた窯で、我が国における初期瓦窯の基

Ⅴ　分　析



101

本的構造である。兵庫県下でも初現期の窯はこの地下式構造が主体であるが、地下式瓦窯にも瓦専業

窯と瓦陶兼業窯があり、同じ地下式窯であっても、細部構造が異なっている。瓦専業窯には早瀬瓦窯・

三宅瓦窯・王地瓦窯（1）があり、早瀬瓦窯と三宅瓦窯では、ともに燃焼部に階が設けられ、急傾斜の平

均床面傾斜角度（早瀬30°～40°、三宅37°）をもつのが特徴である。このような特徴は藤原宮の瓦を焼い

た西田中瓦窯や内山瓦窯（大和郡山市）や川原寺の瓦を焼いた荒坂瓦窯（五條市）など藤原京期の瓦窯の構

造的特徴である。また、瓦陶兼業窯には、高丘窯・尼ヶ池窯があるが、これらの窯は床幅が先端に向

かうほど細くなる紡錘型の平面形状を呈し、燃焼部には瓦専業窯のような階を有していないのが特徴

人塚古墳周濠瓦窯と兵庫県の瓦窯
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である。このような特徴をもつ瓦窯は岡山県二子御堂奥２号窯、宇治市隼上り１号窯など他の地域の

瓦陶兼業窯にみられる共通した特徴でもある。高丘窯の場合、先行する須恵器専業14号窯と15号窯

段階では半地下式であるのに対して、瓦陶兼業の５・６・７・２号窯は地下式の有階構造となり、須

恵器専業に戻った７世紀末～８世紀初頭の窯では再び半地下式に戻っている。瓦生産開始時には地下

式にこだわったという点では瓦工の強い関与が想定されるが、燃焼部の段を有しない点など須恵器窯

の構造的特徴も残しており、瓦工人と須恵器工人の折衷的な構造形態といえるかもしれない。　

半地下天井架構式（半地下式）は斜面に溝を掘って天井を架構する窯で、地下式と同じく瓦専業窯と

瓦陶兼業窯がある。瓦専業窯には山ノ脇瓦窯・天神山瓦窯があり、この２窯は先の尼ヶ池瓦窯ととも

に繁昌廃寺に付設された瓦窯である。操業時期は尼ヶ池瓦窯と山ノ脇瓦窯が先行し、遅れて天神山瓦

窯が開窯したとされているが、窯の形態は３つとも異なる。山ノ脇瓦窯は奥にいくほど狭くなり、最

奥部には斜め方向に延びる細長い煙道をもつ。両脇壁にはスサ混じりの粘土ブロックを積んで直線的

に延びる側壁を形成している。この種の瓦窯は京都府乾谷瓦窯と共通し、平面形状は丹波王地窯と同

人塚古墳周濠瓦窯と兵庫県の瓦窯

図 58　兵庫県の平窯瓦窯　　文献は 106・107 頁参照
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表７　兵庫県瓦窯調査一覧表(平安時代の瓦陶兼業窯等を除く)

窖窯

地域 名称 年代
窯形態・規模（ｍ）

操業形態
出土遺物

供給先 所在地 文献
構造 構築 段 階 全長 最大床幅 焚口幅 傾斜角 全体 軒丸瓦・軒平瓦の種類 鴟尾

播磨

高丘窯
跡群

高丘7号窯 7C後葉 窖窯 地下式 11段 無階 11.50 2.50 1.20 35° 瓦陶兼業窯 軒丸瓦・丸瓦・平瓦 単弁八葉軒丸瓦 －
奥山久米廃寺ⅣA
豊浦寺ⅢE 
和田廃寺XⅡ

明石市大久保町

文献1・4

高丘5号窯 7C後葉 窖窯 地下式

10段 
先端部 
2.9mの
み

無階 10.46 不詳 不詳 不詳 瓦陶兼業窯 最終操業は須恵器 単弁八葉軒丸瓦 －
奥山久米廃寺ⅣA
豊浦寺ⅢE 
和田廃寺XⅡ

高丘6号窯 7C後葉 窖窯 地下式
先端部 
有段？

無階 10.10 2.50 1.30 
38°～ 
40°

瓦陶兼業窯 平瓦・須恵器・陶棺 － －

高丘2号窯Ⅰ
7C後葉

窖窯 地下式 不明 不明 不明 1.70 不明
33°～ 
34°

瓦陶兼業窯 軒丸瓦・平瓦・須恵器 単弁八葉軒丸瓦
－

高丘2号窯Ⅱ 窖窯 地下式 無段 無階 8.90 2.50 1.30 
32°～ 
33°

須恵器窯 須恵器

高丘17･18号窯 7C後葉 窖窯 未調査・不詳 須恵器・鴟尾・陶棺 沈線文鴟尾 四天王寺 文献5

高丘3号窯 7C末～8C初 窖窯 半地下式 無段 無階 10.95 1.70 1.45 32° 須恵器窯 須恵器・平瓦・鴟尾 沈線文鴟尾 四天王寺 文献2～4

尼ヶ池窯跡 8C前葉 窖窯 地下式 2段 有階 7.50 1.00 0.80 16° 瓦陶兼業窯
軒丸瓦・軒平瓦・平瓦・ 
須恵器

単弁八葉花文軒丸瓦 
変形唐草文軒平瓦

－ 繁昌廃寺 加西市朝妻町 文献6・9

天神山瓦窯跡 8C前葉～ 窖窯 半地下式 無段 有階 6.90 1.50 0.70 
13° 
20°

瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦 
丸瓦・平瓦 
少量の土器

単弁十三葉軒丸瓦 
忍冬唐草文軒平瓦

－ 繁昌廃寺 加西市繁昌町 文献7・9

山ノ脇瓦窯跡 8C前葉～ 窖窯 半地下式 無段 不明 4.5以上 1.10 消失
10°
～11°

瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦 
丸瓦・平瓦 

素縁単弁八葉花文軒
丸瓦 
忍冬唐草文軒平瓦

－ 繁昌廃寺 加西市繁昌町 文献8・9

峰相山
窯跡群

赤坂1号窯 8C前葉 窖窯 半地下式 無段 無階 7.5以上 1.80 1.80 22° 瓦陶兼業窯
軒丸瓦・軒平瓦・平瓦・ 
鴟尾・須恵器

素文縁複弁八葉蓮華文
軒丸瓦 
素文四重弧文軒平瓦

蓮華文鴟尾

四天王寺・下太
田･中井･金剛山 
辻井他 

姫路市石倉
文献10
・11

打越窯跡 8C前葉 窖窯 消失不明・灰原のみ 瓦陶兼業窯 瓦・鴟尾・須恵器 蓮華文鴟尾 文献12

人塚古墳周濠瓦窯 8C 窖窯 半地下式 窯体平面検出のみ。窯体内部・灰原未調査 瓦専業 平瓦 西条廃寺 加古川市山手 本書

早瀬 
瓦窯

早瀬1号窯

8C第1四半期

窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 未詳 未詳 未詳 瓦専業

早瀬廃寺　 佐用町早瀬 文献13

早瀬2号窯 窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 1.00 未詳 30° 瓦専業 丸瓦・平瓦

早瀬3号窯 窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 1.50 未詳 24° 瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦 
丸瓦・平瓦 
鴟尾

複弁八葉蓮華文軒丸瓦 
顎部施文軒平瓦

鰭に段がある
鴟尾(寒風系？)
独自色

早瀬4号窯 窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 1.50 1.50 26° 瓦専業 丸瓦・平瓦

早瀬5号窯 窖窯 地下式 有段 有階 未詳 0.95 0.60 10° 瓦専業 軒平瓦・丸瓦・平瓦 重弧文模倣軒平瓦

西ノ側１号窯 8C前葉 窖窯 半地下式？ 無段 無階
残存
3.5

2.2 1.50 24° 瓦陶兼業窯 須恵器・平瓦 吸谷廃寺？ 加西市谷口町厳島
文献14

江ノ下窯跡 8C前葉 窯体消失・灰原のみ 瓦陶兼業窯 須恵器・平瓦・鴟尾 鴟尾 吸谷廃寺？ 加西市谷口町長近

兵庫丹波

天神 
瓦窯

天神1号窯

7C末

窖窯 半地下式 17段 無階
残存
8.3

1.20 消失 30° 瓦専業 平瓦・丸瓦

三ツ塚廃寺 丹波市市島町上田 文献15
天神2号窯 窖窯 半地下式 18段 無階

残存
6.7

1.20 消失 30° 瓦専業 平瓦

天神3号窯 窖窯 半地下式 有段 無階
残存
1.2

1.20 消失 不明 瓦専業 平瓦・鴟尾 鴟尾

天神4号窯 窖窯 半地下式 無段 無階 7.95 0.90 0.80 28° 瓦陶兼業窯
平瓦・丸瓦・鴟尾・須
恵器

鴟尾

王地 
瓦窯

王地1号窯 8C 窖窯 地下式 有段 有階 9.10 2.20 0.84 18.5° 瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦・丸
瓦・平瓦 重圏文軒丸瓦・重廓文

軒平瓦
野中寺 篠山市小枕王地 文献16

王地2号窯 8C 窖窯 地下式 有段 未詳
残存
4.4

2.20 未詳 未詳 瓦専業



105

人塚古墳周濠瓦窯と兵庫県の瓦窯

表７　兵庫県瓦窯調査一覧表(平安時代の瓦陶兼業窯等を除く)

窖窯

地域 名称 年代
窯形態・規模（ｍ）

操業形態
出土遺物

供給先 所在地 文献
構造 構築 段 階 全長 最大床幅 焚口幅 傾斜角 全体 軒丸瓦・軒平瓦の種類 鴟尾

播磨

高丘窯
跡群

高丘7号窯 7C後葉 窖窯 地下式 11段 無階 11.50 2.50 1.20 35° 瓦陶兼業窯 軒丸瓦・丸瓦・平瓦 単弁八葉軒丸瓦 －
奥山久米廃寺ⅣA
豊浦寺ⅢE 
和田廃寺XⅡ

明石市大久保町

文献1・4

高丘5号窯 7C後葉 窖窯 地下式

10段 
先端部 
2.9mの
み

無階 10.46 不詳 不詳 不詳 瓦陶兼業窯 最終操業は須恵器 単弁八葉軒丸瓦 －
奥山久米廃寺ⅣA
豊浦寺ⅢE 
和田廃寺XⅡ

高丘6号窯 7C後葉 窖窯 地下式
先端部 
有段？

無階 10.10 2.50 1.30 
38°～ 
40°

瓦陶兼業窯 平瓦・須恵器・陶棺 － －

高丘2号窯Ⅰ
7C後葉

窖窯 地下式 不明 不明 不明 1.70 不明
33°～ 
34°

瓦陶兼業窯 軒丸瓦・平瓦・須恵器 単弁八葉軒丸瓦
－

高丘2号窯Ⅱ 窖窯 地下式 無段 無階 8.90 2.50 1.30 
32°～ 
33°

須恵器窯 須恵器

高丘17･18号窯 7C後葉 窖窯 未調査・不詳 須恵器・鴟尾・陶棺 沈線文鴟尾 四天王寺 文献5

高丘3号窯 7C末～8C初 窖窯 半地下式 無段 無階 10.95 1.70 1.45 32° 須恵器窯 須恵器・平瓦・鴟尾 沈線文鴟尾 四天王寺 文献2～4

尼ヶ池窯跡 8C前葉 窖窯 地下式 2段 有階 7.50 1.00 0.80 16° 瓦陶兼業窯
軒丸瓦・軒平瓦・平瓦・ 
須恵器

単弁八葉花文軒丸瓦 
変形唐草文軒平瓦

－ 繁昌廃寺 加西市朝妻町 文献6・9

天神山瓦窯跡 8C前葉～ 窖窯 半地下式 無段 有階 6.90 1.50 0.70 
13° 
20°

瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦 
丸瓦・平瓦 
少量の土器

単弁十三葉軒丸瓦 
忍冬唐草文軒平瓦

－ 繁昌廃寺 加西市繁昌町 文献7・9

山ノ脇瓦窯跡 8C前葉～ 窖窯 半地下式 無段 不明 4.5以上 1.10 消失
10°
～11°

瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦 
丸瓦・平瓦 

素縁単弁八葉花文軒
丸瓦 
忍冬唐草文軒平瓦

－ 繁昌廃寺 加西市繁昌町 文献8・9

峰相山
窯跡群

赤坂1号窯 8C前葉 窖窯 半地下式 無段 無階 7.5以上 1.80 1.80 22° 瓦陶兼業窯
軒丸瓦・軒平瓦・平瓦・ 
鴟尾・須恵器

素文縁複弁八葉蓮華文
軒丸瓦 
素文四重弧文軒平瓦

蓮華文鴟尾

四天王寺・下太
田･中井･金剛山 
辻井他 

姫路市石倉
文献10
・11

打越窯跡 8C前葉 窖窯 消失不明・灰原のみ 瓦陶兼業窯 瓦・鴟尾・須恵器 蓮華文鴟尾 文献12

人塚古墳周濠瓦窯 8C 窖窯 半地下式 窯体平面検出のみ。窯体内部・灰原未調査 瓦専業 平瓦 西条廃寺 加古川市山手 本書

早瀬 
瓦窯

早瀬1号窯

8C第1四半期

窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 未詳 未詳 未詳 瓦専業

早瀬廃寺　 佐用町早瀬 文献13

早瀬2号窯 窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 1.00 未詳 30° 瓦専業 丸瓦・平瓦

早瀬3号窯 窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 1.50 未詳 24° 瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦 
丸瓦・平瓦 
鴟尾

複弁八葉蓮華文軒丸瓦 
顎部施文軒平瓦

鰭に段がある
鴟尾(寒風系？)
独自色

早瀬4号窯 窖窯 地下式 有段 未詳 未詳 1.50 1.50 26° 瓦専業 丸瓦・平瓦

早瀬5号窯 窖窯 地下式 有段 有階 未詳 0.95 0.60 10° 瓦専業 軒平瓦・丸瓦・平瓦 重弧文模倣軒平瓦

西ノ側１号窯 8C前葉 窖窯 半地下式？ 無段 無階
残存
3.5

2.2 1.50 24° 瓦陶兼業窯 須恵器・平瓦 吸谷廃寺？ 加西市谷口町厳島
文献14

江ノ下窯跡 8C前葉 窯体消失・灰原のみ 瓦陶兼業窯 須恵器・平瓦・鴟尾 鴟尾 吸谷廃寺？ 加西市谷口町長近

兵庫丹波

天神 
瓦窯

天神1号窯

7C末

窖窯 半地下式 17段 無階
残存
8.3

1.20 消失 30° 瓦専業 平瓦・丸瓦

三ツ塚廃寺 丹波市市島町上田 文献15
天神2号窯 窖窯 半地下式 18段 無階

残存
6.7

1.20 消失 30° 瓦専業 平瓦

天神3号窯 窖窯 半地下式 有段 無階
残存
1.2

1.20 消失 不明 瓦専業 平瓦・鴟尾 鴟尾

天神4号窯 窖窯 半地下式 無段 無階 7.95 0.90 0.80 28° 瓦陶兼業窯
平瓦・丸瓦・鴟尾・須
恵器

鴟尾

王地 
瓦窯

王地1号窯 8C 窖窯 地下式 有段 有階 9.10 2.20 0.84 18.5° 瓦専業
軒丸瓦・軒平瓦・丸
瓦・平瓦 重圏文軒丸瓦・重廓文

軒平瓦
野中寺 篠山市小枕王地 文献16

王地2号窯 8C 窖窯 地下式 有段 未詳
残存
4.4

2.20 未詳 未詳 瓦専業
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Ⅴ　分　析

但馬

家ノ上
窯 
(三宅
瓦窯)

家ノ上1号窯 7C末 窖窯 地下式 煙り出しのみ残存。無階 須恵器窯

豊岡市三宅字家ノ上 文献17三宅瓦窯 
(家ノ上２号窯)

7C末 窖窯 地下式 11段 有階 8.70 1.50 1.20 39 瓦専業
重圏文軒丸瓦・重廓文
軒平瓦

三宅廃寺

淡路 土生寺窯 7C末 窖窯 未調査・不詳 瓦窯兼業窯 軒平瓦・須恵器 偏行変形忍冬文軒平瓦 藤原宮 洲本市大野 文献27

平窯

地域 名称 年代
窯形態・規模（ｍ）

操業形態 軒丸瓦・軒平瓦 供給先 所在地 文献
構造 牀 火道 煙道 全長 焚口 燃焼室 焼成室

播磨

掎鹿谷
瓦窯

はしかだに

掎鹿谷1号瓦窯
奈良後半期 
～平安

平窯 6条 5条
痕跡 
あり

8.82 0.40 
幅1.75
長1.48

幅1.82
長1.80

瓦専業
複弁八葉軒丸瓦 
唐草文軒平瓦 
塼

掎鹿廃寺
加東市 
掎鹿谷

文献18
～20

掎鹿谷2号
瓦窯

奈良後半期 
～平安

平窯 6条 6条 3 3.82 0.50 
幅1.9 
長2.47

幅2.05 
長1.35

瓦専業 唐草文軒平瓦

中井瓦窯跡
平安前期 
以降

平窯 6条 7条 1 4.10 0.52 
幅1.7 
長2.7

幅1.8 
長0.9

瓦専業
単弁八葉蓮華文軒丸瓦 
三重弧文軒平瓦 
珠文帯均正唐草文軒平瓦

中井廃寺(補修)
たつの市 
龍野町

文献21

碇岩南山瓦窯

9C後葉 
※貞観10年 
(868)播磨
大地震

平窯 6条 7条 3 5.60 0.50 2.15 
幅1.6 
長1.7

瓦専業

素弁様単弁八葉蓮華文軒丸瓦 
単弁十二葉蓮華文軒丸瓦 
単弁十三葉蓮華文軒丸瓦 
珠文帯均正唐草文軒平瓦

中井廃寺 
小犬丸遺跡（布勢駅家） 
神明寺（髙田駅家）

たつの市 
御津町

文献22

與井瓦窯 平窯 6条 5条 不詳 不詳 1.30 
幅1.30 
長0.8

幅1.90 
長1.60

瓦専業 丸瓦・平瓦 與井廃寺 上郡町與井 文献23

上ノ段遺跡 8C 平窯 消失不明 瓦専業 斜格子珠粒文軒平瓦 八坂廃寺
西脇市野村町 
宇上ノ段

文献24

本郷遺跡 8C 平窯？ 窯壁片出土 瓦専業

単弁十三葉蓮華文軒丸瓦 
細弁十六葉蓮華文軒丸瓦 
有芯二重圏文軒丸瓦 
均正唐草文軒平瓦 
(古大内Ⅰ型・古大内乙類 
長坂式・本町式等播磨系国府系瓦)

播磨国府 
賀古駅家等播磨国内駅家

姫路市四郷町本郷 文献25

淡路
国分 
遺跡

国分遺跡 
１号窯

8C後半 平窯 4条 5条 不明 3.50 
幅1.65 
長2.1

幅1.0 
長2.0

瓦専業
複弁八弁蓮華文軒丸瓦他 
興福寺式均正唐草文軒平瓦他 淡路国分寺

南あわじ市 
神代国衙

文献26

国分遺跡 
２号窯

9C後半 平窯 6条 7条 不明 3.60 
幅1.65 
長2.1

幅1.2 
長2.1

瓦専業

文献1 大村敬通ほか1967『明石高丘地区埋蔵文化財調査略報（日本住宅公団大久保東団地建設に伴う）』、　 文献15　五十川伸矢・梶原義実・岡村秀典ほか2000『丹波三ツ塚遺跡』Ⅳ、市島町・丹波三ツ塚遺跡発掘調査団

兵庫県教育委員会 文献16　西口和彦ほか1984『丹波王地瓦窯』兵庫県文化財調査報告 第25冊、兵庫県教育委員会

文献2 井内功・井内潔1966『高丘第三窯跡発掘調査報告』、明石市教育委員会 文献17　豊岡市立出土文化財管理センター2006『三宅瓦窯 見学のしおり』、豊岡市教育委員会

文献3 井内功1972「鴟尾論攷」『井内文化研究室報』10、井内文化研究室 文献18　森下大輔2004「掎鹿谷・松の下遺跡」『埋蔵文化財調査年報』2002年度、加東郡教育委員会

文献4 黒田義隆1985『明石市史資料（考古篇）』第４集、明石市教育委員会 文献19　森下大輔2004『掎鹿谷瓦窯の紹介』第71回歴史考古学研究会、帝塚山大学考古学研究所

文献5 稲原昭嘉2013「高丘古窯跡群」『明石の古代』、発掘された明石の歴史展実行委員会・明石市 文献20　森下大輔2004『埋蔵文化財調査年報-2002年度-』加東郡埋蔵文化財報告31、加東郡教育委員会

文献6 田岡香逸・高井悌三郎・西脇音八1957『尼ヶ池窯址発掘調査慨報』、甲陽文庫 文献21　井内潔1969「竜野市・中井瓦窯発掘調査報告」『古代瓦研究論誌』井内古文化研究室報３、井内古文化

文献7 田岡香逸1956「天神山発掘調査慨報」『史迹と美術』第26巻第６号、史迹・美術同攷會 　　　　研究室

文献8 高井悌三郎1962「播磨繁昌山の脇瓦窯跡調査慨報」『甲陽史学』５、甲陽史学会 文献22　今里幾次1997「碇岩南山瓦窯」『御津町史』第３巻、御津町

文献9 高井悌三郎ほか1987『播磨繁昌廃寺』、加西市教育委員会 文献23　島田清1950「赤穂郡高田村与井字西山の上代瓦窯址」『西播史談会会報』第13号

文献10 山本博利1992「赤坂1号窯跡」『兵庫県史』考古資料編、兵庫県 文献24　岸本一郎2002『上ノ段遺跡(野村廃寺)発掘調査報告書』西脇市文化財調査報告書11、西脇市教育委員会

文献11 山本博利・山本和子2010「赤坂窯跡」『姫路市史』第７巻下、姫路市 文献25　今里幾次2010「本郷遺跡」『姫路市史』第７巻下、姫路市

文献12 今里幾次2010「打越窯跡」『姫路市史』第７巻下、姫路市 文献26　坂口弘貢ほか2005『国分遺跡発掘調査報告書-淡路国分寺瓦窯の調査-』三原町文化財調査報告書第３集、

文献13 藤木透ほか2006『早瀬瓦窯跡』佐用町文化財報告書14、佐用町教育委員会 　　　　三原町教育委員会・三原郡広域事務組合教育委員会

文献14 中村浩1992『江ノ下・西ノ側-窯跡群等の発掘調査報告書-』加西市埋蔵文化財報告９、加西市教育委員会 文献27　浦上雅史1977「淡路島の古窯址出土の須恵器について」『淡路考古学研究会誌』第３号
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人塚古墳周濠瓦窯と兵庫県の瓦窯

但馬

家ノ上
窯 
(三宅
瓦窯)

家ノ上1号窯 7C末 窖窯 地下式 煙り出しのみ残存。無階 須恵器窯

豊岡市三宅字家ノ上 文献17三宅瓦窯 
(家ノ上２号窯)

7C末 窖窯 地下式 11段 有階 8.70 1.50 1.20 39 瓦専業
重圏文軒丸瓦・重廓文
軒平瓦

三宅廃寺

淡路 土生寺窯 7C末 窖窯 未調査・不詳 瓦窯兼業窯 軒平瓦・須恵器 偏行変形忍冬文軒平瓦 藤原宮 洲本市大野 文献27

平窯

地域 名称 年代
窯形態・規模（ｍ）

操業形態 軒丸瓦・軒平瓦 供給先 所在地 文献
構造 牀 火道 煙道 全長 焚口 燃焼室 焼成室

播磨

掎鹿谷
瓦窯

はしかだに

掎鹿谷1号瓦窯
奈良後半期 
～平安

平窯 6条 5条
痕跡 
あり

8.82 0.40 
幅1.75
長1.48

幅1.82
長1.80

瓦専業
複弁八葉軒丸瓦 
唐草文軒平瓦 
塼

掎鹿廃寺
加東市 
掎鹿谷

文献18
～20

掎鹿谷2号
瓦窯

奈良後半期 
～平安

平窯 6条 6条 3 3.82 0.50 
幅1.9 
長2.47

幅2.05 
長1.35

瓦専業 唐草文軒平瓦

中井瓦窯跡
平安前期 
以降

平窯 6条 7条 1 4.10 0.52 
幅1.7 
長2.7

幅1.8 
長0.9

瓦専業
単弁八葉蓮華文軒丸瓦 
三重弧文軒平瓦 
珠文帯均正唐草文軒平瓦

中井廃寺(補修)
たつの市 
龍野町

文献21

碇岩南山瓦窯

9C後葉 
※貞観10年 
(868)播磨
大地震

平窯 6条 7条 3 5.60 0.50 2.15 
幅1.6 
長1.7

瓦専業

素弁様単弁八葉蓮華文軒丸瓦 
単弁十二葉蓮華文軒丸瓦 
単弁十三葉蓮華文軒丸瓦 
珠文帯均正唐草文軒平瓦

中井廃寺 
小犬丸遺跡（布勢駅家） 
神明寺（髙田駅家）

たつの市 
御津町

文献22

與井瓦窯 平窯 6条 5条 不詳 不詳 1.30 
幅1.30 
長0.8

幅1.90 
長1.60

瓦専業 丸瓦・平瓦 與井廃寺 上郡町與井 文献23

上ノ段遺跡 8C 平窯 消失不明 瓦専業 斜格子珠粒文軒平瓦 八坂廃寺
西脇市野村町 
宇上ノ段

文献24

本郷遺跡 8C 平窯？ 窯壁片出土 瓦専業

単弁十三葉蓮華文軒丸瓦 
細弁十六葉蓮華文軒丸瓦 
有芯二重圏文軒丸瓦 
均正唐草文軒平瓦 
(古大内Ⅰ型・古大内乙類 
長坂式・本町式等播磨系国府系瓦)

播磨国府 
賀古駅家等播磨国内駅家

姫路市四郷町本郷 文献25

淡路
国分 
遺跡

国分遺跡 
１号窯

8C後半 平窯 4条 5条 不明 3.50 
幅1.65 
長2.1

幅1.0 
長2.0

瓦専業
複弁八弁蓮華文軒丸瓦他 
興福寺式均正唐草文軒平瓦他 淡路国分寺

南あわじ市 
神代国衙

文献26

国分遺跡 
２号窯

9C後半 平窯 6条 7条 不明 3.60 
幅1.65 
長2.1

幅1.2 
長2.1

瓦専業

文献1 大村敬通ほか1967『明石高丘地区埋蔵文化財調査略報（日本住宅公団大久保東団地建設に伴う）』、　 文献15　五十川伸矢・梶原義実・岡村秀典ほか2000『丹波三ツ塚遺跡』Ⅳ、市島町・丹波三ツ塚遺跡発掘調査団
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じである。これに対して天神山瓦窯は焼成部が袋状の形を呈する形態のもので今のところ例がない。

一方、半地下式の瓦陶兼業窯は地下式のそれとは異なり、須恵器窯で瓦を併焼したもので、あくまで

も須恵器生産が主で瓦生産が従の生産関係である。このタイプの窯には前述の赤坂１号窯のほか加西

市西ノ側１～３号窯、江ノ下１号窯がある。赤坂１号窯では近隣６ヶ寺の瓦を生産しているが、西ノ

側１～３号窯では平瓦のみ、江ノ下１号窯では平瓦・丸瓦・鴟尾で軒瓦は生産していない。丹波三ツ

塚廃寺の付設窯である天神瓦窯は４基からなり、１号窯・２号窯は有段無階、３号窯は有段（燃焼部が

削平されているため有階か無階かは不明）であるが、４号窯は無段無階である。このうち、１号窯と３号

窯が創建期の瓦と鴟尾を焼成した瓦窯とされ、２号窯と４号窯が補助的に瓦と鴟尾を焼成したとされ

ている。４号窯は瓦・須恵器・鴟尾を焼成するが、構造的にみても基本的には須恵器窯である（２）。１

号窯・２号窯についても瓦窯の形はとっているが、燃焼部の階がなく、半地下式構造である点など須

恵器技術をベースにしていると見なしてよい。

地上窯体架構式（地上式）は播磨特有の平安時代の窯構造であり、特に院政期に須恵器生産をベース

として播磨瓦屋として多量の瓦を生産している。神出・三木・魚住・林崎三本松・魚橋の東播窯のほ

か西播磨でも院政期の造寺運動に呼応する形で瓦の生産がおこなわれているが、ここでは本旨ではな

いので割愛する。

平　窯　平窯は播磨で５箇所、淡路で１箇所発見されている。このほか西脇市所在の野村廃寺関連

の上ノ段遺跡では窯本体は削平されて残存しないが、状況から平窯とされる遺構が検出されている。

また、播磨国分寺の南２㎞の距離にある本郷遺跡からは播磨国府系瓦の瓦とともに窯壁片が出土して

おり、瓦窯の可能性が指摘されており、同遺跡が台地上にあることから立地としては窖窯より平窯の

可能性が高い。各平窯の年代については、淡路国分寺の付設瓦窯である国分遺跡１号窯・２号窯は形

態的特徴から８世紀後半代とされ、平窯が想定される本郷遺跡も国府系瓦の年代観から８世紀後半代

に位置づけられている。また、掎鹿谷瓦窯は残留磁気年代では１号窯が900年～975年、２号窯が875

年～900年とされ、播磨大地震復興瓦窯とされる碇岩南山瓦窯が９世紀後半代とされている。従って、

現在の研究段階では播磨・淡路地域では平窯は少なくとも８世紀後半段階には導入され、平安期に普

及していることは明らかであるが、初現年代については平城京周辺の平窯出現期の８世紀中頃まで遡

るかどうかは現時点では明らかではない。また、播磨は須恵器の一大生産地であり、須恵器窯を利用

した瓦の生産がおこなわれ、平安後期には窖窯を利用して平安京六勝寺等に大量に供給しているので、

平窯の出現によって、瓦生産が窖窯から平窯に移行したというわけではない。

（３）人塚古墳周濠瓦窯

本瓦窯については、窯体の検出に止まり、内部はもとより灰原の調査も行われていないが、検出状

況およびトレンチ内の状況から、幅1.65ｍ、推定長7.5ｍの規模の半地下式窯と推定した。

すでに述べてきたように瓦窯の基本的構造は地下式であり、半地下式の瓦窯は一般的に須恵器の技

術系譜の延長線上にある。例えば、半地下式窯で瓦専業の丹波天神１・２号窯は有段ではあるが、階

をもたない点では須恵器窯の特徴を有しており、構築の背後に鴨庄須恵器窯跡群の関与が想定される。

一方、半地下式の瓦陶兼業窯の赤坂1号窯・西ノ側１・２号窯・天神４号窯は、須恵器窯そのもので

あり、階・段を有しない。階と段を設けないのは昇温をめざす須恵器の焼成上の構造的特性であり、

瓦の焼成時には瓦を転用した段を仮設的に設けていたと判断して差し支えない。事実、瓦を利用した

段は、瓦専業である８世紀代の山ノ脇瓦窯や平安後期の播磨の瓦陶兼業窯に共通して見られる。本窯

についても断定はできないが、横に並んだ瓦の出土状況や床土が付着した瓦片の出土から判断して、

Ⅴ　分　析
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窯体床面は地山を削り出したのではなく、瓦を利用して段を設けている可能性が高い。

以上のように本窯は半地下式構造と瓦を転用した段を有する構造的特徴をもつが、このような構造

的特徴は、須恵器工人が主体となった播磨の瓦陶兼業窯に共通するもので、本窯の構築にあたっては

須恵器工人の関与が想定できる。ただ、立地的にみて、本窯は瓦陶兼業窯ではなく、西条廃寺の造営

または修復に伴う瓦専業窯と考える。また、瓦窯の操業年代については、出土瓦からは創建期か補修

時かは判断できないとされている。窯構造からみると、本来的な瓦窯の形態ではないという点から、

地方への伝来の初期段階の瓦窯ではなく、初期段階よりも時期的にやや遅れる様相を示すが、確実な

操業年代の提示は将来の調査を待たざるを得ない。

注

（ 1）報告書では１号窯が「半地下式」と記述されているが、地形的にみて、地下式の可能性が高いと判断した。

（ 2）報告書では２号窯の平瓦が窯体から出土したと記載されているが、この状況は２号窯の廃瓦を床面の段の構

成材に利用したか、もしくは窯詰めの際の窯道具として利用されたかのいずれかが想定される。
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人塚古墳周濠瓦窯出土瓦と西条廃寺

野田優人

人塚古墳は西条廃寺に隣接する。今回の調査では、人塚古墳の周濠から西条廃寺の瓦を焼成した窯

が確認され、また周濠に流入した瓦片も少量出土した。窯跡内部や灰原は調査していないため、窯に

ともなう資料はきわめて少数であるが、双方の出土瓦を比較検討し、窯と西条廃寺との関係を評価す

るための材料を提示する。また検討過程で明らかとなった、西条廃寺使用瓦の製作技法についても報

告する。　

（１）西条廃寺出土瓦（図59　表８）

西条廃寺の発掘調査結果については、1985年に加古川市教育委員会から報告書が発行されている（岡

本・西口1985）。しかし、その報告では丸瓦・平瓦についての詳しい分析結果はなされていない。今回

西条廃寺出土瓦のうち人塚古墳出土品と関係する資料の整理・検討を実施した。まず、その結果を報

告した上で、人塚古墳周濠瓦窯・周濠出土品の評価をおこなう。

西条廃寺は、加古川左岸に向かって延びるいなみの台地上に位置している。昭和55年度から３次に

わたる発掘調査により、塔・金堂・講堂・中門・回廊などの遺構が確認され、法隆寺式に準ずる伽藍

配置であることが明らかになった。塔と金堂は瓦積み基壇が確認されており、前者は地覆石の上に、

瓦が積まれているが、後者には地覆石は確認されていない。出土した遺物は、大量の瓦と、土器・銅

製相輪の一部がみつかっている。遺物や伽藍配置などの様相から、７世紀末から８世紀末まで存続し

ていたとされている。

現在加古川市において西条廃寺出土瓦は、コンテナ数が約50箱あり、軒瓦や平瓦、丸瓦が保管され

ている。大半は平瓦と丸瓦の破片である。おもに、塔・金堂・中門を中心に、瓦類が集中して出土し

ている。塔から出土した瓦は、瓦積基壇に隣接してみつかった瓦溜から、金堂は基壇北辺からの出土

品である。

まず上記の遺構から出土した平瓦を検討し、人塚古墳周濠瓦窯周辺の出土瓦片と比較したい（1）。

叩きの種類と出土地点　平瓦は破片資料が多いため、詳細な分類が困難である。そのため、ここでは

叩き調整に注目すると、３種類が確認された（図59）。縄叩き、斜格子、斜格子のなかに珠点をもつ特

殊な叩きが確認される。

さらに、縄叩きは、叩き板に巻かれた縄が、密に巻かれているもの（１cmあたり４～７条）と、やや粗

に巻かれているもの（１cmあたり３条）に分けられる（以下、前者を縄叩きＡ、後者を縄叩きＢとする）。使用

する叩き板や、叩き方法にも違いがある。縄叩きＢは、細長い叩き板を使用したため、縄叩きが広端

から狭端まで一直線に長く、2.5～3.0cmの一定した縄叩きの幅をもつ。平瓦の縄叩きＡは、広端部か

ら狭端部にかけて、上下方向にいくつかに分けて叩いている。主軸方向の異なる縄叩きの切り合いが

多数みられ、叩きの幅が一定していない。

斜格子は、数が少なく、詳細は不明である。

特殊な叩きも数が少なく詳細は不明であるが、側面に布目が残ることから、一枚造りの可能性があ

る。以上、叩きの種類から、人塚古墳周濠瓦窯、西条廃寺の出土地点の様相を表８にまとめた。検討

数が少ないため、人塚古墳周濠窯の瓦が主としてどの建物に用いられたのかを判定するには問題があ

り、出土傾向の提示にとどめる。

Ⅴ　分　析
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人塚古墳周濠瓦窯出土瓦と西条廃寺

人塚古墳周濠瓦窯 7（Ａ5）  1（周濠出土）

縄叩き 斜格子 特殊叩き

表８　人塚古墳周濠瓦窯・西条廃寺瓦出土地傾向

西条廃寺塔 8（Ａ5、Ｂ2）

西条廃寺金堂 32（Ａ4、Ｂ14）

素文縁単弁八葉軒丸瓦

*縄叩きを確認した数、()はAとBに分類できた数、不明なものは除外

西条廃寺中門 49（Ａ13、Ｂ8）
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（２）西条廃寺平瓦一枚造り技法の検討（図60～62　表９）

本節では、西条廃寺と人塚古墳周濠瓦窯出土瓦をもとに、平瓦一枚造りの製作技法をみていく。

　一枚造り技法　一枚造り技法を復元するための資料として、少数ではあるが、平瓦の完形品（隅を欠い

たものや、縦方向に一部欠けた平瓦も含む）を扱う。11点存在し、そのうち注記がなく、詳細な位置が不

明のものが４点ある。

11点のうち、叩きの様相が異なる２点を除いた完形の平瓦は、縄叩きが人塚古墳周濠瓦窯出土品の

縄叩きと様相が似ているだけでなく、側面調整の様相や凸面ポジの布目などの共通性も確認できる（表

９）。これら８点の平瓦の痕跡は、他の遺跡では確認できない痕跡であり、製作技術に関する痕跡であ

る可能性がある。そのため、人塚古墳周濠瓦窯出土瓦と合わせて西条廃寺平瓦製作技術を探るのに適

当な資料である。これらには、以下の特徴がみられる。
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表９　西条廃寺平瓦観察表

番号 焼成

色調 凸面 凹面 側面 端面
遺物 
状況

遺物注記内容
燻し 叩き

計測値
調整 圧痕

布目(本/ 3 ㎝× 3 ㎝) 粘土継ぎ目
糸切痕

厚さ 
(㎝)

形態 布目
残存長 
(㎝)　

形態 布目 圧痕
狭端長/広端長

(㎝)　本/１㎝ タテ ヨコ 板・紐 Ｓ・Ｚ

1
やや 

軟質 灰白 ○ 縄 7 ‐ 凹み、ポジ布 20 23 ‐ ‐ ‐ 1.8 凸側を面取り ○ 37.0 ‐ ○ ‐ 26.0/29.0 完形 21299

2 軟質 灰白 ○ 縄 4 ‐ 凹み、ポジ布 20 25 ‐ ‐ ‐ 1.6 ヘラケズリ ‐ 37.0 ‐ ○(一部)　 ‐ (17.0)/28.4 隅欠き 21298

3 軟質 灰白 ○ 縄 4 ‐ 凹み、ポジ布 21 23 ‐ ‐ ‐ 2.0 凸側を面取り ○ 32.0 ヘラケズリ ‐ ○ 25.5/30.0 完形
21282　5EHS 東西トレンチ　 
F-10　瓦溜（暗褐色土中）

4 軟質 灰白 ‐ 縄 5 ナデ、 
ケズリ ‐ 17 20 ‐ ‐ ‐ 1.6 ヘラケズリ ‐ 35.2 ヘラケズリ ‐ ‐ 17.5/26.5 完形 21290  B4C-SJ

5 軟質 灰白 ‐ 縄 7 ‐ 凹み、ポジ布 17 23 ‐ ‐ ‐ 1.8 ヘラケズリ ‐ 37.0 ヘラケズリ 
(片側) ○(片側) ‐ （19.0)/25.0 隅欠き 21285

6 軟質 黄褐 ○ 縄 4 ‐ ‐ 16 20 紐 ‐ ‐ 2.0 ヘラケズリ ‐ 35.5 ヘラケズリ ‐ ‐ 23.5/26.5 完形
21287  5EHS　東西トレ　 
G10　暗赤褐色

7 軟質 黄褐 ○ 縄 4 ‐ 凹み 17 22 ‐ ‐ ‐ 1.7 凸側を面取り ○ 37.0 ‐ ○ ‐ (13.5)/28.0 隅欠き
21289  5EHS F9　南北トレンチ 
瓦溜まり　西拡張

8 軟質 黄褐 ‐ 縄 4 ‐ 凹み、ポジ布 18 23 ‐ ‐ ○ 1.9 凸側を面取り ○ 37.0 ‐ ○ ‐ (13.0)/(23.0) 半裁
5EHS D-13  
東西トレンチ

9 軟質 黄褐 ‐ 縄 4 ‐ ‐ 17 20 ‐ ‐ ‐ 1.8 ヘラケズリ ‐ 36.5 ヘラケズリ ‐ ‐ （18.0/28.0) 隅欠き 25929
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①取り上げたすべての平瓦の側面には、分割破断面はみられない。

②側面が凸面から凹面にかけて垂直に調整されている。

③側面、端面に布目がある。

④凹面の布目に綴じ合わせの痕跡はみられない。

⑤桶巻き造りでみられる円弧状に叩きの施し方はみられない。

⑥糸切り痕跡が１点ある。

これらのことから、凸型の成形台で一枚造りをしたと判断できる。ただし、凹面の布目には布端は

みられない。

取り上げた資料はすべて凸面縄叩きである。１cmあたり４～７条と密に縄を巻いた叩き板を縦位に

使用し、狭端から広端までを上下方向、いくつかに分けて叩いていることから、縄叩きＡの様相がみ

られる。以下、残りの良い平瓦９点をもとに、述べていく。また、この９点についての法量、調整な

どは、表９にまとめてある。

成形台の形状　瓦に残された諸特徴をもとに凸型の成形台の具体的な形態を復元したい。

平瓦の側端面は、調整されたものと調整をせずに布目を残したものに分けられる。側面に布目を残

したものは、凸面側の縁部に面取り調整を施したものがみられる（2）。端面は面取りされていない。

側面と端面に残された布目は成形段階に付いた痕跡と考えられ、それが調整されずに残ったものと

みられる（岡本・西口1985）。布目が残る側面と端面の形態をみていくと、側面は丸く、端面は凹面・凸
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面に対して、直角を呈していることが確認できる。

端面が調整をおこなわれない状態で直角を呈するのは、成形台の端に立ち上がり部があり、そこに

端部を当てて成形したためであろう。この端面に沿った凸面側では、横位の叩きが目立ち、端縁より

数cm手前で叩き終えているものがあるところも、台に立ち上がりがあったからだと説明できる。一方、

側面は、端面とは違い、形態が丸みを帯びており、立ち上がり部のあった可能性は低いと考えられる。

類例としては、奈良県にある西隆寺の軒平瓦6761Ａや、平城宮、京内の各地から出土する軒平瓦に

あり（3）、狭端面は直角を呈し、布目が確認されており、なかには、木目圧痕も確認できる例がある（奈

文研1991・1993）。さらに、西条廃寺の近くの石守廃寺にも、側面・端面に布目がみられる平瓦があり、

共通する技法を示す。

法量と端面の布目との関係　端面の布目が、成形台の立ち上がりを示すのであるなら、狭広端面の双

方に布目が残る平瓦から、成形台の長さが分かる。

狭広端面に布目が残る平瓦は、４点ある。そのうち、３点は、狭広端面、全面に布目が確認でき、

残りの１点は、一部布目が消されている。この４点の側面長は37.0cmであり、これより大きい数値を

もつものは、検討資料内ではない。37.0cm以下では、狭広端面のどちらか一方、もしくは、どちらも

布目が確認できない。

このことから、内法の側面長（長軸）37.0cmの成形台であったと復元できる。さらに側面長37.0cm以

下の平瓦は、成形した後、調整の段階で必要に応じて狭広端面を切った可能性が考えられる。

以上をもとに、凸型成形台についてまとめてみたい。おおよそ、長軸37.0cmの成形台に、広端、狭

端部分には立ち上がりを設けていたようである。成形台の両側面には枠はない。

布端の痕跡が確認できないため、成形台上には、平瓦よりも大きい布がかけられていたことになる。

Ⅴ　分　析
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ただし、西条廃寺の破片資料で端面に布端がみられるものが１点あるため、なかには端面側の布が短

くなるように、布を成形台にかけた場合もあったようである。側面全体に布目が続き、布端がみられず、

また側面にも布目が続いていることから、側面側も成形台の外側に布が広がっていたと思われる。側

面の布目は瓦を成形台から外す際に布を引っ張って持ち上げたからであろう。

以上の痕跡から復元した成形台を図61に示した。

（３）凸面ポジ状布目と調整台（図62）

成形技法と並んで注目されるのは、凸面側に残るポジの布目である。その特徴について検討し、瓦

を用いた調整台の存在を想定する。

凸面ポジ布目瓦の特徴　凸面にポジの布目の痕跡をもつ瓦（以下、凸面ポジ布目瓦とする）には、ポジの

布目の位置にいくつか特徴がある（4）。①縄叩きした凸面に何かの重みにより、凹みが形成されている。

凹みは両側縁と平行するように、細長い形状を呈している。幅１～２cmで、長さは個々で異なり、長

いもので側面長に等しいほどのものもある。②その凹みの中、もしくは凹みの内側（凸面中央側）にポ

ジの布目が確認できる。③凹みとポジの布目は、同じ個体内で向きを変えず、異なる位置で同じ痕跡

をもつ資料もある。④検討資料の９点中６点に凹みとポジ布目が確認でき、６点のうち、１点のみ、

凹みだけでポジ布目がみられない、といった特徴がある。

ただし、西条廃寺出土の平瓦にすべてみられるわけではなく、凸面にポジ布目がない平瓦も存在す

る。しかし、両者とも一枚造りであり、違いはない。

凸面ポジ布目の形成要因　ポジの布目が生じるということは、おそらく布目が付いた別個体の瓦（以下、

ネガ瓦とする）に重ねた結果と考えられる。凸面にあるポジの布目は側縁より内寄りの部分に付いてい

ることから、ネガ布目をもつ瓦は載せた製品よりも小型の瓦が使用されたものとみられる。このサイ

ズに近い様相を示す完形の平瓦は、表９の３（狭端面長25.5cm、広端面長30.0cm、側面長32.0cm）、４（狭端

面長17.5cm、広端面長26.5cm、側面長35.2cm）、６（狭端面長23.5cm、広端面長26.5cm、側面長35.5cm）がある。

さらに、瓦凹面のネガ布目がもう一方のポジ布目瓦の凸面にポジ布目として残り、両者の大きさも異

なることから、乾燥前の瓦を重ねたために付いたのではなく、焼成後の瓦を台として、乾燥前のポジ

布目瓦を置いたためと理解できる。

重ね方向と意味　以上の観察結果を勘案すると、成形台から外した瓦に対し、凸面を下に、凹面を上

にして別の瓦に重ねたものと推定できる。これは調整台として別瓦の上に載せた可能性が考えられる。

上原真人氏の研究を参考にすれば、凹型調整台の認定根拠として、いくつか挙げられている（上原

1990）。そのなかの一部を取り上げると、「１、凸面の両側縁近くに凹型台の圧痕が残る　２、凸面の叩

き目が２次的に圧迫された状態にある」としている。本稿でいう、凹みと同様の痕跡といえる。ただし、

西条廃寺では凹みのすぐ隣または、凹み内にポジ布目がみられるところが異なる。

以上、類例を挙げながら、西条廃寺の平瓦一枚造りにおける成形台と調整台の復元案について述べ

てきた。本資料だけから台の形状や役割を断定することは、検討数が少ないため難しい。西条廃寺では、

調整台の瓦にやや小さいサイズの瓦を使用し、凸面に凹みやポジ布目がみられることから、調整台と

して小型製品を使用していた可能性を示しているのかもしれない。

（４）まとめ　

以上の所見を箇条書きにすると以下のとおりである。
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・人塚古墳周濠瓦窯跡出土瓦が西条廃寺出土品と同じであることを確認した。

・その中で、特徴や寺での出土場所の傾向について検討した。

・一枚造り技法であることを改めて確認するとともに、さらに成形台や乾燥方法、調整台の復元 

につながる特徴をとりあげた。

注

（ 1）遺物には調査年度、調査区が注記されているため、位置情報を把握することができる。基本的に、アルファ

ベットと数字を使用して、グリットの位置を表現している。しかし、10ｍグリットのため、注記している地区名が、

２つの堂に重なる場合がある。この場合、どの堂に伴うものなのか不明であるため、除外した。ただし、堂が重なっ

ている場合でも「塔基壇　瓦溜り」と記したものは、分析対象に含めた。

（ 2）周濠や西条廃寺出土の破片には、凹側面取りするものがあるが、凸面側のみ面取りするものが数量的に多い。

（ 3）軒平瓦6691A、6721Ca、6732F・N?、6761A、6763Bとするものに、端面に布目が確認できる（奈文研1991）。

（ 4）平瓦凸面に布目を残す例は、本調査より出土したポジ布目以外に、ネガ状の布目、つまり、布目痕跡がみら

れる例がある。凸面布目瓦と呼ばれており、畿内を中心に各地で確認されている。これは、桶の内側に粘土を貼

り付け製作した説と、凹型の成形台で瓦を製作したという説に分かれている（進藤1976　大脇1981・1984　小谷2001　

中井2002）。凸面布目瓦の特徴は、①凸面全体または、一部に布の圧痕がみられ、凹面には布目がみられない　②

凸面には側板痕、布を側板に留めた撚紐痕などが確認されるなどが挙げられる。西条廃寺には、破片で凸面に布

目圧痕が残る例が１点みつかっているが、検討に取り上げた平瓦には、そのような特徴はみられない。

　また、瓦当と丸瓦の接合部や、粘土板接合部に、みられるポジの布目痕跡と本調査でみつかった凸面ポジ布目は、

布目の付着部位が異なることから、形成要因も異なるといえる。
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挿図出典

図59：岡本・西口1985　野田採拓

図60・62：森下撮影

図61：野田・西村作成

人塚古墳周濠瓦窯出土瓦と西条廃寺
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Ⅵ　総　括

各種の予備調査と３次にわたる墳丘の発掘調査により、人塚古墳の墳丘に関しておおよその形状や

規模を明らかにできた。また、これまでにおこなわれた行者塚古墳、尼塚古墳の調査成果と合わせて、

西条古墳群の性格と位置づけに役立つ情報を得ることができた。周濠内からは、隣接する西条廃寺の

使用瓦を焼成した瓦窯も発見された。

立　地　加古川の左岸、いなみの台地の西の縁辺部に位置する西条古墳群中の一古墳であり、行者

塚古墳、尼塚古墳とともに首長墓系列を形成する。西条廃寺の外郭と周濠の外縁部が接する位置にあ

る。

墳　丘　裾を明確にとらえていない調査区が多く、形態や規模の細かい部分での確定は困難である

が、墳長（大型突出部を含む長さ）61.5ｍ以上、円丘部の径61.5ｍ、墳丘高10.4ｍで、西方に大型の突

出部をもつ「帆立貝式古墳」「造り出し付円墳」などと呼称される墳形になる。大型突出部の西側には、

別に小型の突出部（造り出し）が取りつく可能性が高い。

円丘部の大きさは、盟主墳である行者塚古墳の後円部径68ｍをわずかに下回る程度であり、高さは

行者塚古墳の後円部の高さ9.3ｍを上回る。大型で突出部をもつ古墳である。

周　濠　周囲には周濠が巡り、幅は10ｍ前後に復元される。底が検出できているかどうか不明であ

るが、北東調査区では深さは１ｍ以上となる。

段築と葺石　二段築成で第２段にのみ葺石を施す。葺石の基底石や区画石列には竜山石を用いるが、

その他の部分は河原石が多い。裏込めはほとんど施していないようである。

突出部　以前に大部分が削られているが、西に延びる大型の突出部があり、その上面は円丘部の第

１段平坦面と高さは同じであったと考えられる。この大型の突出部の北西側くびれ部には、埴輪列を

巡らす小型突出部（造り出し）を伴う可能性が高い。ただし規模や形状を確認する調査はおこなわれて

いない。

埴輪列　埴輪片は各所で出土しているが、埴輪列が確認されたのは、南東くびれ部の円丘部第１段

平坦面で円筒埴輪16本が残存していた。また上記のように南西くびれ部に取りつく小型突出部（造り

出し）上からも埴輪列の円筒埴輪５本分が確認された。後者は布堀による掘り方があるが、前者では掘

り方の有無は調査されていない。なお南東くびれ部調査区を中心に各所で形象埴輪片が出土している

が、原位置を示すものはない。

円筒埴輪　円筒埴輪は全体の形状や段数のわかる資料はない。今回の調査で出土した埴輪の中でもっ

とも残りがよい個体は、小型突出部上面の埴輪列から抜いた１本であり、第３段の下部まで残存する。

第２段に円形の透し孔を２個入れる。底部高は16.2cm、第２段の突帯間隔は12.5cm。２次調整は２・

３段にヨコハケを施す。南東くびれ部第１段平坦面の埴輪列から持ち帰った７本は第１条突帯までの

個体がほとんどである。底部高は12.5cm前後と18.2cmとなる。

破片も残りが悪く、調整が明確にわかる個体も少ないが、２次調整ヨコハケを主体としているよう

である。そして黒斑を確認できる個体・破片が数多くあることから、野焼き焼成が基本であったもの

と考えられる。

形象埴輪　形象埴輪もいずれも小さい破片ばかりであるが、家形埴輪・蓋形埴輪・靫形埴輪・盾形

埴輪・鶏形埴輪が確認された。ひとつ注目すべきは家形埴輪の中に、高床式建物の可能性がある破片

が１点みられることである。確定はしがたいが、行者塚古墳の造り出し等の出土家形埴輪に高床式が
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含まれていないことと対照できる。

古墳の年代　円筒埴輪・形象埴輪の検討から、行者塚古墳と近い時期の古墳時代中期前葉に位置づ

けられる（Ⅴ野田・原田分析）。古墳時代中期前葉の暦年代については意見の違いが大きいが、ひとまず

５世紀前葉という表現を用いておきたい。

埴輪の様相からみる限り行者塚古墳との間で大きな年代差を認めることはできない。埴輪だけから

みるなら、人塚古墳が若干先行する可能性も否定はできない。ただし次にみるように、古墳全体の要

素から行者塚古墳に続く時期の古墳と位置づける。

西条古墳群の変遷　西条古墳群の行者塚古墳－人塚古墳－尼塚古墳という推移の様相が明らかとなっ

た（Ⅴ西村分析）。

総　括
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行者塚古墳（前方後円墳、墳長99ｍ）－人塚古墳（帆立貝式古墳／造り出し付円墳　墳長61.5ｍ以上）－尼

塚古墳（帆立貝式古墳／造り出し付円墳　墳長51ｍ）と墳形・規模ともに「縮小」してゆく過程を追うこと

ができる。また段築・葺石も行者塚古墳（後円部・前方部三段築成、各段斜面に葺石）－人塚古墳（二段築成　

第２段斜面のみ葺石）－尼塚古墳（二段築成　第２段斜面のみ葺石）という「簡略化」が認められる。葺石に

用いられる竜山石の割合は行者塚古墳では高いのに対し、人塚古墳では基底石と区画石列が中心とな

り、尼塚古墳ではほぼ基底石に使用が限られてゆく。埴輪も段数の減少に合わせて数が減る（Ⅴ西村分

析）。明確にはわからないが、行者塚古墳で場所に応じて区別されていた円筒埴輪の規格も単純化して

ゆくようである。尼塚古墳の円筒埴輪はそれ以前よりも小型品となる。

このように一つの首長墓系列で段階的な変遷が認められる。なお西条古墳群の東1.6㎞に位置し、

平成19（2007）年に調査された東沢１号墳は方墳で、埴輪の特徴も異なるところが多い。西条古墳群と

は別の系譜とも考えられる。　

行者塚古墳との関係　以上のように西条古墳群の首長墓系列の具体的な変遷の様相が確認されたので

あるが、行者塚古墳との関係については今後の検討が必要である。埴輪からは近い時期に位置づけら

れ、かつ人塚古墳は大型円墳であるだけでなく、墳丘の高さでは行者塚古墳を上回る。

瓦　窯　今回の調査において周濠を利用して瓦窯が営まれていたことが確認された。瓦の特徴も一

致し、西条廃寺の所用瓦を焼成した窯であることが判明した。内部や灰原は調査していないので詳し

い構造は不明であるが、幅1.65ｍ、推定長7.5ｍの半地下式窖窯と推測される（Ⅴ森内分析）。年代は

８世紀中葉と考えられる（Ⅴ森永・廣田分析）。

調査・分析の成果と整備事業　今回の調査によって、人塚古墳を整備するために必要な基本的な情報

をおおよそ得ることができた。また、その成果をもとに各執筆担当者が多角的な分析を試み、Ⅴ章で

示された一連の研究成果を提出することができた。

調査の成果にもとづいて実施された整備工事では、削られて土の流出が続いていた南側突出部へ保

護のための盛土を施し、墳丘を覆っていた中小の樹木を一定量伐採することで墳形を見やすくした（図

63）。古墳の外周には、調査で確認された周濠外側の立ち上がり部分に沿って盛土をすることで周濠範

囲を明示し、その斜面に瓦窯跡の位置を表示することで、来訪者へ西条廃寺との歴史的つながりを認

識させようと試みた。墳丘内については、伐採のほか手を加えることなく、古墳時代以降現在まで地

域に溶け込んで残されてきた緑多い人塚古墳の姿を留めている。今後は、西条古墳群および西条廃寺

を含めた地域の歴史学習の場として大いに活用していきたいと考えている。

最後に、調査と整理に助力と援助をくださった多くの方々と、調査へ参加したすべての皆様に心よ

り御礼申し上げます。

Ⅵ　総　括
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